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薬屋のひとりごと　７
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人物紹介








猫マオ猫マオ……花はな街まちの薬くす師し。薬と毒に対して異常な執着を持っているが、他のこととなると関心が薄くなる。養父の羅門を尊敬している。十九歳。




壬ジン氏シ……皇弟。天女のような容姿を持つ青年。猫猫が気になってしかたないが、のらりくらりとかわされ続けている。本名、華か瑞ずい月げつ。二十歳。




馬バ閃セン……壬氏のお付、高順の息子。人よりも痛覚が鈍い体質のため、人間の限界を超えた力を発揮する。生真面目だが空回りしやすい。里リー樹シュ妃きさきを思っている。




高ガオ順シュン……馬閃の父。がっしりとした体つきの武人で壬氏の元お目付け役。現在は、皇帝直属の部下として働いている。




羅ラ漢カン……猫猫の実父、羅門の甥。片眼鏡モノクルをかけた変人。軍部のお偉いさんだが、奇抜な行動ばかりとるため、周りから避けられている。




羅ラ半ハン……羅漢の甥であり養子。丸眼鏡をかけた小男。美人に弱く、見た目によらず美女を見たら口説く。




羅ルォ門メン……猫猫の養父、羅漢の叔父。元宦かん官がんであり現在、宮廷医官。過去に処罰され、片かた膝ひざの骨を取られている。




阿アー多ドゥオ……元四夫人。男装の麗人で皇帝とは乳姉弟。三十七歳。




玉ギョク葉ヨウ后きさき……皇帝の正室。赤毛碧眼の胡姫。二十一歳。




梨リ花ファ妃きさき……皇帝の側室。たわわな胸を持つ。二十五歳。




克コク用ヨウ……医者。美形だが、顔半分に疱ほう瘡そうの痕が残る。不幸な生い立ちをねたにする明るすぎる性格。




愛アイ凛リーン……砂シャ欧オウの元特使。金髪蒼眼の美女。政争に負けて、茘リーに亡命してきた。




やり手婆ばばあ……緑ろく青しょう館かんを仕切っている老婆。怒らせると恐ろしい。




皇帝……美髯をたくわえるやり手。ふくよかな女性が好み。三十六歳。




やぶ医者……後宮医官で宦かん官がん。どじょう髭を生やしたおっとりした小父さん。
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序　話




　大きな船がある。ジャズグルは口をぽかんと開けて初めて見る大きさに目を丸くした。

　これから川を下り、海を出て隣の国に行くらしい。指よりも多い数が数えきれないジャズグルにとってはたくさんの日を船の上で過ごすことになる。周りにはたくさん人がいて、見送りに来てくれている。

　船はとても立派だった。こんな船に乗れるとは思いもしなかった。ジャズグルの家は貧しく親は名前と日々のつつましい食事以外与えてくれなかった。それどころか、奴隷として売り払われたのだ。ジャズグルは喋しゃべれない。耳は聞こえるが、なぜか生まれたときから声が出なかった。他人より劣るが働ける。でも、それを補うほどのお金が家にはなかった。

　ジャズグルはきっと『めかけ』になるのだと思っていた。見た目は悪くない、ちょっと鼻が低いが愛あい嬌きょうがある顔だ。『めかけ』になれば幸せだと思った。『しょうふ』になると、毎日いっぱい仕事をしなくてはいけないが『めかけ』なら旦那様一人の相手で済むと聞いた。

　だから大きな家に連れてこられたとき、『めかけ』になれるのだと喜んだのだが。

「よろしくお願いしますね」

　旦那様はだいたい助平親爺だと聞いていたけど、そんなことはなかった。とてもとても綺き麗れいな人がジャズグルのご主人様になった。ご主人様は、真っ白い髪で凛りんとしてふっくらした美人さんだ。

　ジャズグルが喋しゃべれないことも、文字が書けず学がないことも咎とがめはしなかった。字が書けない代わりに絵を描けばいいと、高価な紙とインクをたくさんくれた。

　ジャズグルはここでは役立たずにならないように仕事を覚えた。覚えているうちはごはんが食べられる、綺麗な服が着られる。ご主人様は優しい。お絵かきは楽しい。外の風景や、ご主人様や、周りの先輩付き人たち。そして、たまに夢に見た絵を描いた。目の前にあるような大きな船に乗る夢を見たことがある。その絵を描いたら、ご主人様はとても上手だと誉めてくれた。

　とてもいい仕事だ。

　船に乗って遠い国に行くからついてくるか、と言われてジャズグルはついていくことにした。船旅は奴隷売りに乗せてもらったときに体験したけどとても最悪だった。この船ならとても楽しそうだ。

　船酔いはなかったので、今回の船旅も問題ないだろう。ご主人様は体が弱いので元気なジャズグルが頑張ってお仕事をしないといけない。

　ご主人様は病気らしい。肌が真っ白で髪の毛も真っ白で、目は果物みたいに赤い。昼間、外に出るとそれだけで肌が赤く焼けるのだ。明るい場所もまぶしくて出られない。

　でも、白い肌も髪も赤い目も神様に選ばれた色であって、だから特別なのだ。不便ではないとご主人様は言った。「いいな」とジャズグルは思ったが、それを読み取られたのだろうか、ご主人様はゆっくりジャズグルの喉を撫なでた。ご主人様が特別なように、ジャズグルも特別なのよ、と言ってくれた。声の代わりにもっと特別なものを持っているのよ、と言ってくれた。とても嬉しかった。

　ご主人様はとても偉くて、王様の横にも並べる人だ。そんな偉い人がなんで長い旅をして遠いよその国に行かなくてはならないのかといえば、お仕事だからだという。

　ご主人様はとても特別なかたで、王様ができないことをやるのだ。

　物知りでいろんなことを教えてくれる。でも、あまりずっといると別の侍女に睨にらまれてしまうので、ちょっとしかいられない。

「おーい、準備できたかー」

　船員らしい大きなおじさんが叫んでいる。

　ジャズグルはわくわくと飛び跳ねながら、早く船に乗りたいと思った。遠い異国には夢で見たような緑豊かな大地が広がっているのだろうか。

「ジャズグル」

「!?」

　ご主人様が来た。太陽の光を浴びないように頭からすっぽりヴェールをかぶっている。さらに顔には塗り薬をたくさん塗っていて、侍女が傘をさしていた。侍女は背伸びをしていた。ご主人様は背が高く、侍女の頭一つ大きい。

「巫女みこ様、早く船室へ。肌が焼けてしまいます」

「わかっています」

　肌を焼く太陽の光は怖いが、それでも外の風は気持ちいいらしい。赤い瞳はまぶしそうに細められている。

　ご主人様は、もう四十路だとジャズグルは聞いている。あまり長生きができないジャズグルの故郷では、もうとうにおじいちゃんおばあちゃんになってもいい年齢だ。ジャズグルの両親もそれくらいの年齢だ。畑仕事や放牧でずっと外に出ているから、肌は浅黒くしわやしみがたくさんある。なので、綺き麗れいな肌のご主人様はとても若く見える。昔はもっと痩やせていたらしいが、今は少しふくよかだ。ふくよかなのは富の証拠で、ジャズグルの故郷では美人の証になっている。

「今から行く国はね。シャオウよりずっと水が多いのだよ」

　こくりとジャズグルは頷うなずく。ついていくと決まったとき、他の侍女たちに教えられた。

「麦も米も作っていて、緑が多いのだよ」

　穀物は高級で、畑仕事をしていても税にとられてほとんど食べられない。シャオウの都市部は交易で潤っているが、少し離れると貧しい村が多い。雨が降らなかったり、虫がたくさん増えるとすぐ飢えてしまう。ジャズグルが売られたのも、食べ物の不作のせいだった。

　食べ物がたくさんある国と仲良くなることはとても大切なことなのだ。ご主人様はそのために長旅をするのだ。

　よその国は言葉が違うけど、ジャズグルは喋しゃべれないので話す必要はない。でも、そのぶん、聞くのを頑張らないといけない。

　そんなジャズグルを見て、ご主人様は頭を撫なでてくれる。ジャズグルは、子山羊みたいに目を細めてにんまりと笑う。

「さあ、今日はどんな夢を見た？」

　綺麗な水の多い街を歩く夢を見た。あとは船で、お絵かきの時間になる。

　船員が騒がしく、到着の準備をする中、ご主人様とジャズグルたちは船室へと戻った。










一話　官女試験







「お久しぶりです」

「お久しぶりです」

　猫マオ猫マオはこだまのように、目の前の人物に同じ言葉を返した。

　のんべんだらりと花はな街まちの薬屋で薬を作っているところに現れたのは、元祖癒し系武官高ガオ順シュンである。

「どうしたのですか？」

　高順は、壬ジン氏シ付から皇帝付になったはずだ。まさか皇帝から何かあるのでは、と猫猫は身構える。

「いえ、うちの愚息が来るべきですが、間抜けなことに先日怪我けがをしてしまい」

　代わりに高順がやってきたというわけだ。臨時で、壬氏付に戻っているらしい。壬氏は付き人ですら人をかなり選ぶので大変である。

「ああ、かなり重症でしたね」

　猫猫は先日の事件を思い出す。宮廷の一画で大騒ぎがあったのだ。見ていて痛々しいくらいに大怪我した若者を覚えている。

「ええ、もうぼきぼきでしたね」

「よく生きていましたよね」

「息子ながら丈夫さには呆れております」

　ひどい言いようだが、高順の愚息こと馬バ閃センはちゃんと自分の役割をこなした上での大怪我だ。白パイ娘ニャン々ニャンに薬を盛られ意識が混濁した状態で、飛び降りてしまった里リー樹シュ妃を助けるために、体を張った。

　やったことは立派だが、右手以外は骨折に打撲、擦り傷だらけでよく意識があったものだと猫猫も呆れてしまった。

「松葉杖をつきながら、仕事に戻ると言うので家に縛しばりつけてきました。母親と姉の監視の下、療養しております」

　なるほど、と猫猫は頷うなずきながら抽斗ひきだしを開ける。何か茶菓子があったはずだ。

「小シャオ猫マオ、おかまいなく」

「そうですか？　昼前には無くなるという目抜き通りの饅頭ですが」

　緑ろく青しょう館かんの妓ぎ女じょがくれたのだ。禿かむろにやるつもりが、数が足りなかったため、喧けん嘩かになるなら猫猫にあげようという理由らしい。

　蒸した生地には黒糖と山芋が練り込まれており、優しい甘さとしっとり艶つややかな皮が特徴だ。

「……いただきます」

　高順は見た目こそ渋い武人だが、甘いものには目がない。

　猫猫は茶を用意する。朝、茶を沸かしたものを井戸水で冷やしている。暑い季節によく冷えた飲み物を出すのは、最高の贅沢だ。

　上客に玻は璃りの杯に入れて出す物だが、高順相手だとやり手婆ばばあは惜しみもせずに出してくれた。ちなみに馬閃相手だと一段階下がる。

　顔を軽くほころばせながら饅頭を食べる高順だが、何の用だろうか。世間話をするために来たわけではあるまい。猫猫がじっと見ると、高順は慌てて饅頭を頬ほお張ばり、茶で流し込んだ。

「ええっと、本題といきますか」

　なんか嫌な予感がする。

「もう一個ありますので、どうぞ」
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　猫猫は自分の分の饅頭を差し出す。甘いものより酒が欲しい。気が利く高順がやってくるのであれば、そのうち饅頭が良い酒に変わって戻ってくるだろう。

　饅頭をもう一個平らげて高順が咳払いをする。

「小猫、医官になるつもりはありませんか？」

「なれないでしょう」

　即答する。女は医官になれない。それが今、この国の法律だ。

「質問の仕方を間違えました。医官に準ずる立場になるつもりはありませんか？」

「……」

　医官に準ずる、つまり医局にある薬もある程度使えるわけだ。一文字に結んでいるはずの唇がぷるぷると震える。高順はきらりと眼を輝かせる。

「さらには新薬を試すこともできます。薬を試す人間もちゃんといますよ」

「……」

　頬ほおがぴくぴく震える。口角が上がり始める。

（いや、だめだ。怪しい。絶対怪しい）

　うまい話には罠わながある。

　しかも持ってきた相手が高順ときた。美味しいだけとは限らない。

　それに、この薬屋のこともある。薬屋見習いはいるが、猫猫が留守になればまた文句を言うだろう。一人前にはまだほど遠い。

（よし、ここは断るべき……）

　とまあ、うまくいくはずもなく、高順に先手をうたれる。

　何がと言えば。

「西の、砂シャ欧オウの特使について覚えていますか？」

「ああ、あの……」

　先日、羅ラ半ハンとともに西都で会った愛アイ凛リーンという女を思い出し、猫猫は一瞬止まる。食糧問題か亡命か、話を吹っ掛けてきた女だ。西都で会う前にも、茘リーに従姉妹とともにやってきたことがある。

　しかし、高順は特使としか言っていない。なので、もしかしたら愛凛ではないかもしれない。

「昨年、壬氏さまがとても頑張った宴の二人組ですね」

　猫猫は無難な言い方をした。

「数十年前にいた月の精のような美女が見たい」と言い出した迷惑な人たちと言えば問題なかろう。西都で会った愛凛に、もう一人、姶アイ良ラという女。こっちの女も曲者で、子シの一族に飛フェイ発ファ、新型の火器を流した疑いがある。

　どっちにしても、面倒な相手には違いない。

「愛凛という名前の女で、先日、新たに後宮の中級妃として入じゅ内だいしました。知っていますね」

「はい。ところで問題はないのですか？　急な入内だと思いましたが」

「もちろんあります。異国人ということで、後宮内の妃や女官たちの目も厳しい。その上、砂欧から下女の類は一切連れてきていない」

　確かに立場を考えるとそれは妥当なことだろうが、いささか可哀想にも見えてくる。

「そこで私ですか？」

　医官と同等の立場があれば、後宮内に入ることも容易たやすい。

「本来なら侍女として入っていただきたいのですが」

　高順の表情は複雑だ。

　曲がりなりにも猫猫は昨年まで玉ギョク葉ヨウ妃、いや玉葉后の毒見役をしていた。それを断り市井に、花街に戻ってきたわけで命令とはいえ他所の妃の侍女になるのは問題が多かろう。玉葉后自身もへそを曲げてしまうかもしれない。

「医官と同じ権限を持つということは、手伝いとして玉葉后と顔を合わせることもできます。かのかたは、そのことを話すと大変喜んでおりました」

「私はまだ承諾していないのですが」

　すでに玉葉后に取り次いでいるとなれば。

「はい、ここに后からの推薦状が届いております」

　何食わぬ顔で文を出す高順。なんだろう、前にも似たようなことがあった気がする。

「壬氏さまからもいただいております」

　もう一枚追加する高順。猫猫は顔をぴくぴくさせる。

「あと、主上からも」

「何故に……」

　最後にこれまた立派な文を出されて猫猫は思わず後ずさった。

　高順は眉間にしっかりしわを刻んだまま、ゆっくり目を瞑つぶる。

「以前、宮廷に勤められるよう官女の資格をとるようにしましたよね」

「落ちましたけどね」

　一時期、猫猫は壬氏のもとで直接働いていた。その時、官女になるように言われて、大量の参考書を押し付けられた。

「ええ、簡単に受かると思っていました。薬や毒に関してはあれだけ勉強熱心で、なおかつ覚えもいいと」

「あいにく、そんなことはありませんでしたけどね」

　猫猫は別に他人より優れているわけではない。他人が覚えるべき、できるべきことを削ることで、その分興味ある分野に割いているだけなのだ。

「小猫は興味がないことは覚えないのではなく、覚えづらいだけですよね？　実際、花街作法は一通り覚えていますし」

「あれは仕方なかったもので」

　もう半ば木乃伊ミイラみたいな風貌なのに、やり手婆はまだまだ元気だ。覚えなければ折せっ檻かんを受けるし、飯も食わせてもらえない。おやじこと羅ルォ門メンに庇かばってもらったが、弱弱しいおやじがやり手婆に勝てるわけがなかった。

　ゆえに生きていくために、小姐たちに手伝ってもらいつつなんとか花街作法は覚えたわけだが。

「つまり、必要があれば覚えるというわけで。前は壬氏さまの命でも、まともに勉強する気がなかったようですが」

　猫猫はさらに後ずさる。

　今あるのは三通の文。

　壬氏、玉葉后、主上。

　たとえ非公式であろうとも、仮にもこの国で逆らってはならぬ人、三名に睨にらまれているということである。

「なにがなんでも受かってもらわねばなりません」

「そ、そう言われても」

　高順は薬屋の戸を大きく開く。外に待っていた部下らしき男が布包みを持ってやってきた。中を開くと、ぎらぎらと銀の粒がたくさん輝いている。

「なにがなんでも」

　高順の後ろにはなぜか折せっ檻かん用の鞭むちを持ったやり手婆がいる。やり手婆は、銭の山に目を輝かせていた。

（はかられた！）

「なにがなんでも今度こそ受かっていただきます」

　高順は猫猫に言い切った。




　高順の手際の良さは見事だった。

　すでにやり手婆は買収済み、薬屋については見習いの左サ膳ゼンが留守番をし、猫猫は緑青館の空き部屋を借り切って勉強というわけだ。

　時々、悪餓鬼の趙チョウ迂ウが猫猫の邪魔をしにくるが、そのたびにやり手婆や男衆たちに首根っこつかまれて連れて行かれる。勉強の邪魔だから仕方ない。

　部屋には集中力を高める香が焚かれ、隣の部屋から落ち着く優しい二に胡こや琴の音が聞こえる。音楽が得意な妓女が演奏してくれているのだ。

　勉強をすると甘い物が食べたくなるというが、猫猫には代わりに塩っ気のある煎せん餅べいと冷たい果実水が差し入れられる。

　いたれりつくせりだ。

（一体、いくら積んだんだろう？）

　そんな疑問さえ浮かぶ。同時に、猫猫がさぼって昼寝でもしないかとやり手婆が巡回にくるので実にやりにくい。ただ、やり手婆は、若い頃はかなりの高級妓女だった。ゆえに、学も人並み以上にある。

「あんた、まともに詩もできないのかい」

「不思議なんだけど、なんで医官の試験に詩が必要なわけ？」

　正しくは医官の試験ではなく、医官に仕えるための官女の試験である。

　この国では官女になるための資格はいくつかあって、今回新たに作ったのが医官専用の官女という。どうせ作るなら、詩なんてもの消してしまえばいいのに。

「医学には関係ないだろ。なぜか歴史もあるし、あと写経ってなんだよ」

「歴史は知っているのと知らないのでは、人間としての奥行が変わってくるのさ。字は綺き麗れいなほうが見やすい、そのためには写経はいい勉強だ」

　やり手婆はこういうときだけまともなことを言う。普段通り、「銭にならないことは覚えなくていいよ」とでも言ってくれればいいのに。今回は銭が関わっているから無理だろうが。

　さらさらと手本として書く字は綺麗だ。今は枯れ枝の手は、昔は艶やかな爪を持つ白魚だったのだろう。

　字が美しい女は好かれる。

　見た目がいい女は好かれる。

　男のために女を磨いてきた女なのに、いまだ花街で妓女たちを仕込んでいる。そんなに綺麗だったというのなら、なぜもっと違う人生を選ばなかったのだろうか。それとも選べなかったのだろうか。

　時折思ってしまう。

「綺麗な字を書いていても中身まで綺麗とは限らないのにな」

　やり手婆の拳骨が降りてくるかと思ったら何もなかった。

「中身の綺麗汚いなんて誰もわかりやしない。なら、字だけでも綺麗なほうがいいじゃないか」

　やり手婆は、「さあ書け」と言わんばかりに見本をちらちら見せる。癖のない均等な字は、科挙の模範解答のようであった。

「はいはい」

　さぼったら鞭むちが飛んでくる。猫猫は、袖をまくり、筆をとった。




　官女の試験は頻繁に行われているらしい。科挙の類と違い、受験するのは若い女ばかりだ。男と違い、働く期間は短く定期的に人員を入れていかないとすぐさま人手不足となる。

　もっとも官女になりたがる女たちのほとんどは官や裕福な商家の娘で、いわば花嫁修業と婿むこ探しを兼ねているのだから、仕事熱心な者はさほどいない。壬氏付で下女をやっていたときに、何度か官女たちにからまれたことがあったが、仕事をしっかりやっているようには見えなかった。

　試験会場は都の北側にある学舎だ。科挙は都の北にある地方都市で行われるが、頻繁にある試験は都で行ったほうがいい。

　半月ほどの詰め込み勉強を終えて、猫猫はげっそりしながら試験を受けに来た。試験会場、受験者は百名ほど。医官見習い以外の受験者もいるのでそんなものだろう。

　試験については深く語ることもなかった。一時にじかんほどで終わり、さくっと帰る。すでに書類審査は終えているらしい。書類選考で落とされることはさすがにないだろう。むしろ、特別待遇で受かったのではないかと心配になる。

（いや、それならあの受験勉強はなんのために）

　実力で受かっていると考えたい。

　猫猫が落とされるとすれば、漢詩や写経といった興味のない分野であり、他はかなりいい成績をとったはずだ。

　むしろ間違いがあったら教えてもらいたいという内容だった。医官付きの官女ということで、ごく初歩的な薬剤知識が試験に入っていた。あれなら、十倍の量でも時間内に解けただろう。

　書くもの書いて試験を受けたあとはこれといってやることはなく、歩いてさっさと花街へ帰ろうとしていた。

　間抜けな声を聞かなければ──。

「えー、なんで受けさせてくれないんですか？」

　試験会場の前でなにやらもめている。もめているのは試験を取り締まる官と受験者のようだが、どう見ても受験者がおかしい。女物の着物を着ている、着ているが女にしては大きい。大きいだけならいいが、声が低く、その上聞き覚えがあった。

（前にもこういう場面見たことがあるような）

　嫌な予感がして無視したかったが、異様な場面なので無視できない。

「なんで入れてくれないんですか？」

　しなを作る女は顔半分を布で隠していた。この時点でもう疑いが確信に変わる。確かに顔だけ見れば女に見えなくもない。整った顔立ちをしているし、線自体は細い。化粧も綺き麗れいにしてある。でも、声は裏声を使っていても誤魔化しきれないし、なによりやたらくねくねする身体の動きが気持ち悪い。

「……何やってる？」

　無視しても良かったが、からまれている官が可哀想になり話しかけた。優しい官だ。猫猫ならさっさと、警備の武官にでも引き渡している。

「克コク用ヨウ」

　以前、西都の帰りに船着き場で知り合った男だ。顔の半分に疱ほう瘡そうの痕があり、布で隠している。医者として働いていたが、この顔のためまともに仕事にありつけなかった不幸な人物だ。

　だが、その性格の莫ば迦かっぽさから、あまり不幸に見えない。

「あっ、猫猫。ひっさしぶりー。聞いてよー、この小父さん私に試験受けさせてくれないの」

　話を合わせろと言わんばかりに隠されていない目をぱちくりさせる。やめろ、気持ち悪い。

（合わせろと言われても）

「もう試験終わってるし」

「えー、うっそー」

　両頬を手で包み、裏声で言われても困る。

「ほら、小父さん困っているから」

　猫猫は克用の着物を引っ張って試験会場から出した。




　流れというものは怖いもので、猫猫はそのまま女装した変態とともに飯を食らうことになった。着替えてくれればいいのだが、あいにく着替えを持ってきていないらしい。ちなみに服は住んでいる村の村長の妻から借りたそうだ。貸すほうも貸すほうだ。

「せっかく就職先決まると思ったのに。次の受験は二か月後かあ」

「まず受験資格からして受けるの無理だ。去勢するなら手伝うけど」

「あっ、それはいやん」

　克用は体を縮めてくねくねしてみせる。大変気持ち悪い。

「就職って、じいさんところはどうしたんだ？」

　克用は、都の近隣の村に住んでいる偏屈な老医師のところで手伝いをしていた。仲も悪くなさそうだったのだが。

「じいさんがさ、ここ最近元気ないんだ。そろそろ仕事も辞めるから、転職先は今のうちに探しておけってさ」

「……」

　猫猫は少し複雑な顔をしてしまう。老医師の気が弱っている原因については多少覚えがあったからだ。

「そこで、ちょうど新しく医官の助手扱いになれる資格がとれるって聞いたんだけど」

（まず応募要項を確認しろ）

　いや、だから女装したのだろうが、どうにかして欲しい。しかも、けっこう綺き麗れいに見えるので周りの男たちがちらちら見ていた。顔半分隠しているのも幻想的ミステリアスに見えるらしい。声を聞かせれば、一気に落胆するだろうに。

　猫猫は軽めに小さな饅頭を、克用は水餃子を食べる。

「村には薬草もたくさんあるし、じいさんは住み続けるなら、家はやると言ってくれるんだけどさー」

「じいさんのあとをそのまま継げば問題ないんじゃないか？」

「そう上手くいかないよー。じいさんは元々医官だったんだろー。そういう肩書があったからこそ診てもらいたいって人が遠くから来ていたのもある。どこの馬の骨かわからない奴が継いだところで、怪しくて診てもらおうとは思わないさー」

　確かにそうだ。村の中ではある程度信頼を得たかもしれないが、あの小さな村で食っていくには難しい。薬草を卸し、色んな副業をやってかつかつといったところか。

　ぴんと、猫猫は人差し指を立てた。

（渡りに舟だ）

「なあ、村から花街まで、月に何度か、出張できないか？」

　猫猫の提案に、克用は一瞬だけ考える。

「……交通費持ってくれるならいいよー。あと、ご飯もつけてくれると嬉しい」

「米なら売るほどあるから問題ない」

　やぶ医者の里関連で受け取った米も麦もあれば、甘かん藷しょもある。多すぎるので煮詰めて飴あめに加工しようかと考えているくらいだ。

「内容は見習い薬師に薬草の知識を教えることと、今まで卸してもらっていた薬草を引き続き卸してもらうこと。ついでに見習い薬師が手に負えない薬の調合をやってもらいたい。その時、薬の確認は見習いと薬屋の大家であるやり手婆に見てもらう」

　あくまで素性がはっきりしない人物なのでそれくらいの処置は取らせてもらおう。

「あと店番は基本、見習い薬師にやらせるから接客はしなくていい」

「えー、接客には自信あるのになあー」

　また、くねくねと身体を揺らす。あいにく、容姿のせいで就職先が見つからない相手の言葉なので無視しておく。

「給金は、こんなもんでどうだ？」

　猫猫が指を一本立てる。村の仕事と合わせても食っていける額だ。薬師としての給金としてはいささか足りないが。

「こんなもんかな」

　克用は、猫猫の指をさらにもう二本立てさせる。

『ふひひひひひひ』

　互いに笑いつつ猫猫は睨にらむ。

　莫ば迦かな行動をしている割に、物の相場をわかっていた。

　猫猫は饅頭を食みながら、指を何本立てるところから細かい計算になるまで、話し合う羽目になった。










二話　嫌がらせ







　新しい薬師が見つかったことを話すと、左サ膳ゼンはひどく安あん堵どした表情を見せた。

「また一人で留守番させられるよかずっといい」

　そんな感想を言うので、猫マオ猫マオとしては「ここは俺一人でやっていける！」と啖たん呵かを切ってもらいたいところだが、まあよしとしよう。

　試験後の数日は束の間の平穏な日々だった。いたれりつくせりだが、受験勉強以外何もやらされなかった半月間は苦痛以外の何物でもない。

　猫猫は久しぶりに畑仕事をしたり、薬草を調合したりと満足だった。

　数日後、おそらく合格通知だろうなと思いつつ届けられた文は、予想通りの代物だった。

「だいたいこれ落ちる奴がいるのかね」

　猫猫にどんな試験問題が出たか聞いていたやり手婆ばばあが言った。

　満点を取るのは難しいが、合格点は六割ほどとればいいらしい。詰め込みでやった猫猫ですら、自己採点で八割を超えていたので普段から官女になるべく勉強をしていた娘たちが落ちるわけがないだろう。医学の知識も、専門的なものは少なく、多少考えればわかるものばかりだ。

「それは頭がいい人が言う言葉だよ、おばば、猫猫」

　にゅっと顔を出してきたのは、しどけない恰好をした白パイ鈴リンだった。緑ろく青しょう館かん三姫の一人は、昨晩、夜のお客が来たためか肌艶がとてもいい。きっと客人は、帰るころには干物のように精を吸い取られたのだろう。三十路をとうに過ぎても衰えぬ美貌は房中術を極めたためとも噂うわさされる。緑青館の妓ぎ女じょの中で最年長だ。

「私なんて考えるだけで頭が痛くなるよ。一応、覚えようとするけどさ、まず頭に入り込まないんだよね」

　人には向き不向きがある。努力をすればなんとかなるというのが普通であるが、中には努力という言葉では片付けられない物もある。

　白鈴小姐は、文字というものを上手く書けない。書こうとすると鏡のように反対向きに書いてしまう。やり手婆が何度も直そうとしたが、まだ癖はなおらず仕方なく毎度誰かが添削や代筆をやっている。

　代わりといってはなんだが、舞踏に関しては花はな街まちでも右に出る者はいない踊り手だ。

「これ、合格したのはいいけど、どうすればいいの？　お勤めに行けるような服はあったっけ？」

「そこのところは、用意してくれるだろ」

　猫猫は他力本願で特に準備をするつもりはない。試験日の前にも、高ガオ順シュンからの使いが着ていく服と筆記用具一式を届けてくれたくらいだ。送り迎えもする気だったらしいが、なんだか面倒そうだったのでそれは無視した。おかげで、女装した克コク用ヨウと飯を食う羽目になったが。

　合格通知には、一度合格者全員で集まってから、各部署に向かうと書かれている。日付は明後日で場所は宮廷の一画だ。文とともに花の形の焼き印が押された木札がある。これが通行証がわりだろう。

　猫猫はふうん、と合格通知を薬棚の上に置くと、薬研で薬草を潰し始めた。




　明後日、猫猫は指示された場所に来ていた。文官が多く務める棟の前で、医局にも近い。

　面接に集まった合格者は、受験した人数の八割ほどだろうか。合格率八割と聞けば、やはりこれで落ちなくてよかったと猫猫はほっとする。同時に、前回受けた試験で落ちたときの壬ジン氏シや高順の呆れっぷりについて今更納得したのだった。

　年代は十四、五から二十くらいまでがほとんどだ。二十過ぎた女も何人かいるが、妙に目がぎらぎらしている気がする。理由としては、深く考えなくてもわかる。官女として、将来の旦那様を見つけるのだ。年が上に行くほど焦るというものである。

（母となるには二十をこえたくらいが理想だと思うのだがなあ）

　十四、五で結婚して子を作るというのは、別におかしくはないが、身体がまだ出来上がっていない。人によっては初潮すらきていない場合もある。月経が安定するのは初潮がきて数年たった後、身体が十分成長するのも考えて若すぎる結婚は良くないというのが猫猫の考えである。

（骨盤がしっかりしていないと産みにくいしな）

　猫猫は自分の腰に手を当てる。身体の成長はこれ以上望めないが、出産するとすればもう少し肉付きを良くしないといけない。産むという行為は死と隣り合わせでもある。

　猫猫は一度くらい出産しておきたいと考えているが、気軽に口に出すことはできない。試しに産んでみたいなどと言ったら、人によっては莫ば迦かにしていると思うだろう。それに、もう一つ猫猫が考えていることを知られれば、怒鳴り散らされる可能性もある。

（立派な胎盤がとれない）

　出産の際、赤子が生まれるとともに胎盤が剥はがれ落ちる。その剥がれ落ちた胎盤は、一部地域では母親が滋養強壮のため食べるのだ。肝の刺身の味がして美味だという。もちろん、獣の肝は生で食べると虫がいる場合があるが、これなら問題ない。元々、自分の身体の中にあった物だ。

　猫猫はおやじから、「人間は絶対薬の材料になんてするな」と教えられている。変に興味がわかないように、死体にも触るなと言われている。

　しかし、自分の胎盤ならどうだろうか。死体ではない。他人を材料にするわけでもない。元は自分の身体の一部だ。それをまた吸収して何が悪い。

　つまり、猫猫にとっておやじとの約束を守りつつも、摂取したことがない未知の薬なのである。

　必ずやろうと思う猫猫だ。

「こちらへ集まってきてください」

　年配の官女が合格者たちを集める。その視線は鋭い。

　服は決められたものを与えられているはずだが、幾人かは派手に改造している。孔く雀じゃくは雄が派手に羽を広げるが、人は女が派手に着飾る。

　猫猫は用意されたままの服を着ているだけで、これといって目立ったものではない。だが、なぜかちらちら見られている気がした。

（なんか変な着方をしたかな？）

　皆と同じ、無地の襖裙だ。上は淡い桃色、下は赤。部署によって色が違うのか、猫猫と同じ色の服を着た合格者は五人もいない。医官の手伝いをするという新部署なので、珍しいのかもしれない。

　違う点があるとすれば、飾り紐の色だろうか。猫猫の物だけ少し色が濃い気がする。

　深く考える必要はないかな、と年配官女に言われた通り集まって並ぼうとしたところ、後ろから何かがぶつかった。

　いや、ぶつかったという衝撃ではなかった。猫猫は両手をつく間もないまま、地面につっぷした。凹凸に乏しい顔でよかったかもしれない。地面に顔面がぶつかり、まんべんなく砂がめり込んだ。

「……」

　猫猫は顔を手のひらで払いながら立ち上がる。鼻血が出なかったことを喜ぶべきだろうか。

「あら、ごめんなさい」

　優雅にほほ笑みながら歩いていくのは、猫猫と同じ色の着物を着た集団だった。

「大丈夫ですか？」

　年配の官女が猫猫まで小走りでやってくる。

「問題ありません」

　猫猫は何食わぬ顔で立ち上がる。

　そして……。

（懐かしいなあ）

　これぞ、女たちの職場。

　久しぶりのお約束に対して、感慨に浸るのだった。




　仕事初日、まず宮廷に仕える官女としての心得を叩きこまれるらしい。

　ゆえに百足らずの新人官女は、先輩官女に連れて行かれ、大きな講堂で説教を受ける。前に猫猫は後宮の講堂で講義をしたことがあるが、正直他人の説教は本当に眠い。

　机と椅子は余分にあるので、新人官女たちは部署ごとにまばらに座っている。

　猫猫の周りには誰も座っておらず、前方の席に先ほどぶつかってきた官女たちがかたまって座っていた。

　官女になる女は大体が官の娘、たまに裕福な商家の娘がほとんどだ。後宮の中でも女たちのいさかいは少なくなかったが、ここでも同じだ。

　ただ後宮内はある意味下剋上の空気が漂う空腹ハングリー精神があったが、こちらは少し違う。元々ある金字塔ピラミッドにどう上手く自分を位置づけるかそれが重要らしい。なぜかといえば、新人官女たちはすでに数人単位の群れを作っており、その中の重要人物が空気でわかるためだ。

（親の官位がそのまま娘の立ち位置になっているんだろうな）

　その中にどこの馬の骨かわからない猫猫がいたら、もちろん排除する、もしくは立場をわからせる方法をとる。と考えれば、さっきの行動もわからなくもない。

　だが、やはり幼稚だと猫猫は思う。

　半時ほどの説明が終わると部署ごとにわかれる。猫猫とその他同じ部署の皆さまは共に医局に向かうことになった。医局といっても宮廷内にはいくつかある。猫猫が壬氏付時代によく立ち寄っていたのは、西側にある医局でおやじが常駐している。

　対して東側にもあるが、今回はそちらに向かうらしい。

　猫猫は顔をしかめる。

　宮廷の西は文官が多くおり、東には武官がいる。おやじこと羅ルォ門メンが西側に配置されたのは、できるだけ武官と関わらないようにしてくれた配慮だったのだが意味がなかったらしい。

　なぜ、武官を避けるかと言えば、猫猫としても同じ理由で避けたかった。

（なんでもう気付いているんだか）

　できるだけ平静を装いつつ、猫猫は年配官女について歩く。歩いている中、いかつい武官たちがちらちら見る。猫猫はともかく、他の官女たちは若く見目良い顔立ちをしている。つい、男なら覗のぞいてみたくなるものだ。

　もう夏に入ったじめっとした季節だ。歩いているだけでむわんと汗のにおいが漂ってくる。男たちが上半身はだけた姿で訓練をしているのを見て、新人官女たちは視線を泳がせている。

　そんな中、いかにも怪し気な影が後ろからついてくる。

　猫猫はその存在を無視したかったが、視界の端っこにやたら入ってくる。尾行しているつもりが、下手でばればれなのだ。誰がついてくるかといえば──。

　無精ひげに狐のような眼、とりあえず洒落者のつもりかわからないがあるだけ無駄な片眼鏡モノクル、ここまで言えば誰かわかろう。名前も言いたくないあの人だ。

「何、あの人」

　こそこそと話している新人官女たち。

（ここでかなり偉い奴だよ）

　軍部にはまだ上がいたと思うが、そうなると中央に執務室がある。暇そうにうろうろしているが、一応肩書だけは偉いらしい。

　変人軍師の存在に気付くと、ちらちら見ていた武官たちが目をそらしつつ面白いほど真面目に訓練にいそしむ。触れては駄目だという鉄の掟が彼らにあるのだろう。普段どれだけ迷惑をこうむっているのか。

（うるさい）

　猫猫はさっさと移動してしまいたかったが、年配官女の足がゆっくりなので困る。裳スカートで隠れているが、尻の動きからして纏てん足そくをしているのかもしれない。

（歩きづらかろうに）

　新人官女たち、猫猫合わせて五人は軽い足取りだ。官の娘ともなれば、一人くらい纏てん足そくしていそうなものだが偶然にも皆健全な足をしている。

「あちらが医局です」

　訓練場の近く、飾り気のない剛堅なつくりの建物を指す。西側の医局のほうがまだ華やかだ。

　そんな感想を持っていたとき、背後から叫び声が聞こえた。

　皆が振り返ると担架に運ばれた男がいた。身体はぐったりとして、身体には打身の痕が見える。

「医局へ運ぶぞ！」

　力強い武官たちは、慣れた様子で医局へ走る。

「私たちも行きましょう」

　猫猫たちもついて行く。

　医局につくと困惑した男たちがいた。

「どうしたのですか？」

「いや、いつもなら医官がいるはずなのだが」

　中には誰もいない。留守にするという書き置きもない。

　倒れた男はぐったりしたままで、寝台に寝かしつけられている。ふと、猫猫は男を見る。体中打身だらけ、まだ髭ひげも生えそろっていない若者で、日焼けした肌から毎日しごかれているのがわかる。

「どういう風に倒れたのですか？」

　猫猫は若者の顔を覗のぞき込む。

「ちょっとあなた！」

　新人官女の一人が猫猫を止めようとするが、年配の官女に逆に止められた。目で「わかるなら診てちょうだい」と言っている。

「訓練中、突然倒れた。これといって打ちどころは悪くなかった……はずだ」

　どことなく歯切れが悪い。しごいているのが見てばれているからかもしれない。それとも、窓から顔半分だけ覗き込んでいる変人がいて居心地が悪いのかもしれない。

　体温は正常、汗もかいている。ただ、脈が少し少ないようだ。

「打ちどころというより」

　猫猫は医局にある手ぬぐいを何枚もとり、水瓶につける。水で濡らした手ぬぐいを倒れた若者の身体にのせて冷やす。

「棚の物を使ってもいいですか？」

　年配の官女に聞くが、返事は微妙だ。代わりに窓の外の人物が親指を立てる。それを見て官女が「使っていい」と返事する。

　変人軍師は、目ざわりだが使い方次第だ。

　水を器に入れ、塩と砂糖を加える。何かといえば、前に壬氏が避暑地にて倒れかけたときに作った物と同じだ。若者が倒れたのは、暑さによる水分不足である。

　ゆっくり頭を起こし、器から唇を濡らすように飲ませる。意識がだいぶ戻ってきたようで、あとは自分で飲んでもらう。

　しごいていた武官たちはほっと息を吐いた。ただ、猫猫としては、じろりと思わず睨にらみたくなる。

　ぬるくなった手ぬぐいをまた濡らし、身体を冷やしていると、ぱちぱちぱちと拍手が聞こえた。

　何かと思えば、白い上着を着た男たちがやってくる。白い上着は医官の証だ。老人が一人、壮年が二人いる。

「合格だ」

「な、なにがですか？」

　質問をしたのは、新人官女の一人だ。

「なにがって？　自分たちの助手が来るんだから、ただ筆記試験だけで決められていても困るだろ。ちょっと見たまでだ」

　つまり、今まで猫猫たちがどうするか隠れて見ていたようだ。性格が悪い。

「使えなかったら、その場で切ることもできたんだがなあ」

　どことなく残念そうに猫猫を見ながら、水瓶の水を飲む老人医官。

（癖がありそうな奴）

　猫猫は正直な感想が口に出ないよう心掛けた。

　ちなみに、まだ外には変人軍師が覗のぞき込んでいたが、もう無視したままでいいだろう。










三話　医官手伝い







　猫マオ猫マオを含めて医官付の官女は五人、とりあえずはじめのひと月は軍部の訓練場そばの医局にて仕事を覚えることになった。

　なぜ軍部かと言えば、一番仕事が多いからだ。

　壬ジン氏シの推薦を受けているが、猫猫は特別扱いをされるわけではない。なので、猫猫が後宮に出入りするには、ちゃんと仕事で評価をもらわないといけない。

　毎日何かしら担ぎ込まれる武人がいる。擦り傷切り傷当たり前、時に針で縫うような怪我けがも少なくない。仕事に慣れるにはうってつけだ。

（案外、本気なのか）

　猫猫は表向きそういう部署を作っただけかと思っていた。他の新人官女たちも結婚活動のために働いているかとばかり考えていたが。

（意外に頑張っているのが二人）

　他の四人のうち、二人はさくさくと仕事をやってくれる。群れの頭と思しき官女ともう一人大人しい官女だ。

　あとの二人はやる気がない以前に、最初血を見て失神していた。数日経ってだいぶ慣れてきたが、まだまだ顔が歪ゆがんでいる。汗ばんで泥だらけの武官を見て顔をしかめるのはやめておいたいほうがいい。

「燕エン燕エン、さらしをとってちょうだい」

「はい、姚ヤオさま」

　燕燕という大人しい官女が姚という官女のお付のようだ。ここでは一応同僚という形をとっているが、今の態度を見る限り上下関係は明らかだ。

　姚は発育が良いはきはきした娘で、仕事につかなくとも嫁にもらいたいという人は数多あまたいるだろう。

　燕燕は、どこか一歩後ろに下がった雰囲気の女で、表情はあまり変わらない。ただ、顔立ちは整っており、空気からできる雰囲気を醸し出している。

　猫猫は、さらしをひたすら洗濯している。傷口に巻き付けるので、常に綺き麗れいな物を用意しておかねばならない。洗ったあと、煮沸消毒して干す。

　同僚たちは、相変わらず猫猫に厳しい。必要最低限の会話しかしない。もっとも向こうが話しかけない以上、猫猫も話しかけていないのでどっちもどっちというところだろうか。

　医官も官女をこき使っているようだが、その手の仕事に猫猫は慣れているので別に他に助けを呼ぶ必要もない。一人で淡々とこなす。

　結果、誰とも仲良くならないまま猫猫の仕事は終わる。

　煮沸消毒したさらしを干していたところ、医官の一人に話しかけられた。

「一つ聞いていいか？」

「なんでしょうか」

「仕事とかやりにくくないのか？」

　どこかで見たことがある医官だと思ったら、以前、壬氏のところで働いていたときに知り合った医官だった。

「これといって」

「食事のときも一人で食べているようだが」

「ここの食事は美味しいですね」

　後宮と違って、おかわりができるし、武官と同じ物を出しているのか味付けがしっかりしている。

「いやそうではなくて、露骨に無視されているのに辛くないのか？」

「そう言われましても、向こうが私に聞いたら楽になることはあっても、逆はほとんどないので」

　困るとしては向こうのほうだ。たまに重要な伝言を教えないということはあったが、猫猫を叱る医官をじっと窓の外から睨にらむ変人がいたため、何も言われなくなった。日に数度現れては、部下に連れ戻されることが続いている。

　むしろ一番困っているのは教えている医官たちだろう。ちょっと申し訳ない。

「仲良くするのは難しいですが、変人の扱い方なら多少はわかります」

「……教えてくれ」

　とりあえず、羅ルォ門メンの名前を出す。おやじには悪いが、猫猫としてはあのおっさんに張り付かれるのは不愉快だ。あと、棋譜を渡すと見ている間だけ大人しくなる。ただし、あまりに下手な打ち方だと指導が入る。

「もう一つ聞いていいか？」

　医官はまだちらちら木の陰から窺うかがっている片眼鏡モノクルのおっさんを気にかけながら言った。またいつのまにかやってきたらしい。おっさんの目は猫猫と話している医官を刺すように見ている。

「軍師さまとはどういう関係だ？」

「他人です」

「いや、じゃあ……」

「他人です」

　猫猫ははっきり言い切ると仕事を続ける。




　医局に勤め始めてから、猫猫は宮廷近くの宿舎に泊まっている。距離的に花はな街まちから通っても問題はないのだが、住んでいる場所が場所だけに変な噂うわさがたつのを避けてのことだ。花街の薬屋が心配だったが、克コク用ヨウが来てくれるということで、少しは安心できる。

　おやじも猫猫と同じように宿舎に住んでいる。もっとも正式な医官は夜勤も多いので、医局の近くにある仮眠室がそのまま住まいになっている者も少なくない。おやじも宿舎に戻ることは滅多にないようだ。

　部屋の広さは広くもなく狭くもなく、寝台と箪たん笥すを置いて、さらに文机が置ける大きさなので猫猫は文句ない。

　一応、本棚も備え付けにある。本は貴重品なのでそんなに購入できないのだが、医局にある本は許可をとれば貸し出してくれるという。

　猫猫としてはこの生活は悪くはない。ただ、食事は個々で用意しなくてはいけない。近くに飯屋もあるが、猫猫はかまどを借りて粥かゆを炊くことが多い。

　猫猫は寝台の上に座り、昼間届いていたらしい文を広げる。文は二通、一つは花街からのもので、薬屋がどうなっているかの報告。

　やり手婆は、一応、克用に対して警戒しているのだが、今のところ変な行動は見せていないらしい。左サ膳ゼンとも上手くやっているようだ。

　もう一通の文は、壬氏からだった。

　高ガオ順シュンの名前で来ているが、字は壬氏のものだ。内容としては、中身を見られても問題がないようなごく普通の近況報告に見える。実際は、後宮にいるという砂シャ欧オウの愛アイ凛リーンという女、新しい中級妃の近況だ。盗み見も考慮に入れて異国の花にたとえて、書かれてある。

　しかし、変なものだ。

　相手は確かに一癖も二癖もある人物だが、後宮に入るときは一人。なぜそこまで警戒するのだろうかと猫猫は文を読み終わって、文箱に入れる。愛凛の行動には特に変わったことはないようだが。

　それがわかるのは数日後なのだが、今の時点で猫猫は知る由もなかった。




　医局の仕事にもだいぶ慣れてきたころ、今日も飽きずに変人軍師が窓の外から覗のぞきこみ、おやじに回収されていった。

　おやじは足が悪いので何度も往復させるのが申し訳ないらしく、最近では荷車にのせて運んでもらっている。とても居心地が悪そうだが、片かた膝ひざの骨がないので仕方ない。

「あれ？」

　さっき変人を引き取ったはずのおやじこと羅門がまたやってきた。なにか忘れ物でもしたかと思ったら、医局の中へと入っていく。

　猫猫は干してあったさらしを集めて室内へと入る。すでに、猫猫の他の官女たちは集められて整列していた。

　どうやらまた伝言をしてくれなかったようだ。渋い顔をする医官が、猫猫も並べと言う。

「今日は後宮に行こうと思うのだけど、何人か手伝いが欲しくてね」

　なるほど、羅門が来たのはそういうわけか。

　後宮にはやぶ医者がいるけれど、最近は羅門も後宮に出入りしている。他の医官は、まだ大切なものをしっかり持っているため、元宦かん官がんである羅門しか後宮には入れないのだ。

「なら私が」

　ずいっと出てきたのは、官女四人の頭こと姚だ。従うように燕燕も前にでる。となれば、他二人も出てくる。

「あいにく、もう連れて行く者は決まっているので」

　医官が口を出すと姚は目を細める。

「それって、こちらのかたのことでしょうか？」

　名前を呼ばず、ただちらりと猫猫を見た。

　別に名前を憶えていなくても問題ないが、猫猫が後宮へ行くのを止めるのはやめてもらいたい。一応、それを仕事として官女になったのだ。

「ただ、洗濯ばかりするのみで、ろくに仕事をしているようには見えませんけど。ああ、あと掃除もしていましたね」

　姚に乗っかるように、名前も覚えていない官女の一人が口を出した。

「官女というより、下女のほうがふさわしいのではないのかしら？」

　官女二人がくすくすと笑い合う。

（いや、あんたらがやらないからだろ）

　下女と言われてもずっと下女をやってきたので、別にどうとも思わない。だが、言われた仕事なのに仕事じゃないと否定されるのはどうかと思う。

　さすがに反論すべきだろうか、と見ていたら、にこにこと別の医官が笑いながら、名も知らない官女二人の肩に手を置いた。

　最初来たときに、猫猫たちを試した老医官だ。

「そうだね。君たち二人は帰っていいよ」

　いきなりの言葉に官女二人は目を丸くする。

「ど、どういう？」

「だって、私はちゃんと洗濯するようにと言ったはずだ。なのに、こんなの仕事ではないと決めつけ何もしない君らを残そうと思う？　そういうのは一番嫌いなんだ」

　穏やかな話し方だが、一方で有無を言わせない雰囲気だった。

「一応、試験には合格した。でも医局勤めには向かなかったんだ。他の部署に回すけど、他所は掃除や洗濯がてんこ盛りだからそこのところは覚悟しておいたほうがいい」

　はっきり言い切って、若い医官に二人を連れて行くように指示する。

「や、姚さま！」

　助けを求めるように姚を見る。

　姚と燕燕といえば、呆れたように見るだけだった。群れていたように見えたが、案外、乾いた関係らしい。

「さて、静かになったところでもう一つ、付け加えておくね」

　医官は、残った二人の官女、猫猫、それからおやじを見る。

「縁故採用っていうのも大嫌いなんだよ」

　おやじの眉が困ったように八の字になっていた。

（これはもしかして）

　猫猫はちゃんと試験を受けてきたつもりだが、周りから見たらそうでないのかもしれない。

　何より、猫猫がやってきてから変人軍師が入り浸っているせいで仕事に支障が起きているといっても否定できない。

「そうでないのなら、ちゃんと実力で評価させてくれ。さて、私からは以上なので、早く後宮なりなんなり行ってくれ」

　困り顔のおやじがぺこりと頭を下げた。

　結局、残った猫猫とあと二人、合わせて三人を連れていくことになった。










四話　後宮







　後宮に入る前に、宦かん官がんであれ女官であれ、身体検査をされる。猫マオ猫マオやおやじは慣れたものだったが、姚ヤオと燕エン燕エンにとってはかなり屈辱的なことだったようだ。宦官が触れることにひどく不愉快だったようで、あからさまに触れるなと顔に出ていた。おやじはあきらめ顔で女官を呼んでくれた。

「今回だけだからね」

「わかりました」

　一応、おやじに逆らうつもりはないらしい。ただ、宦官であると話を聞いてから、少し態度が悪い気がした。

（別に珍しくもないか）

　宦官が蔑さげすまれることは珍しくもない。おやじも慣れているのでさほど気にしていないだろうが、猫猫としては腹立たしい。

　後宮の中に入ると、懐かしい空気が漂ってきた。

　女の園、周りにいる男は宦官のみ。そんな特殊な空間が日常と化している場所では、住む人間も少し特殊になる。

　やってきた猫猫たちをちらちらと眺める。自由に出入りできないこの場所では、外界からやってきた人間に敏感だ。

　何か面白い噂うわさ話ばなしの種でも持っていないか目を輝かせる。

　その中に見知った顔がいくつかあった。別に親しくしていたわけではないが、洗濯場で駄弁っていたとき、たまに混じっていただけの下女たちだ。毎回毎回猫猫が後宮を出て行っては戻ってくるので不思議そうな顔をしている。

　おやじはまず一直線に、後宮の医局に向かう。二人の官女は少し物珍し気に回りを見ながら歩くが、おやじと猫猫は特に気にせずに歩く。その様子が気に食わなかったのだろうか、珍しく猫猫に姚が話しかけてきた。

「なぜ、慣れた動きなのかしら？」

「ここには二年近く勤めていたからでしょう」

　とびとびであるが、昨年の秋までいた。

「後宮女官の年季は二年ですから」

　いろいろ説明するのが面倒なので、こう言っておけば納得するだろう。

　会話はそれっきりで、無言のまま医局に着いた。医局では、どじょう髭ひげの懐かしい顔が、居眠りをしていた。

「こんにちは」

　おやじが申し訳なさそうに声をかけると、鼻はな提灯ちょうちんをぱちんと割り、慌ててやぶ医者が飛び起きた。

「おや！　羅ルォ門メンさんじゃないか。それに嬢ちゃん！　久しぶりだねえ」

　とてとてと重い腹をかかえて近づいてくるやぶ医者。猫猫はやぶ医者の実家である紙制作の村に同行していたので数か月ぶりだ。

　猫猫がやぶ医者と顔見知りなことも姚にとっては気に食わないらしい。

（縁故採用ねえ）

　さっき、軍部勤めの医官が言った言葉を反はん芻すうする。

「後ろのお嬢ちゃんたちは？」

　姚たちを見て、やぶ医者が言った。

　二人は微妙な顔をしている。相手は宦かん官がんだが一応医官だ。頭では理解しているがどういう態度をとればいいのか少し困惑しているようだ。

　やぶはそんな表情など読み取れず、いや読み取らず、

「茶菓子はなにがいいかい？」

　と戸棚をあさり始めている。ある意味、幸せな性格だ。

「この三人は今後、医官の手伝いをすることになった宮廷の官女ですよ。私たちだけで、後宮内を診るのは難しいということで、試験的に一緒に回ってみることになりました。連絡は来ていませんか？」

　おやじの言葉に、やぶ医者ははっとなる。ちらりと、机のほうに目をやる。まだ開封されていない文が見えたのだが、そこはつっこまないでおこう。

「あー、そうだった、そうだった。それでどうしようかね」

　わざとらしく、「知っていますよ、そんなこと」と言わんばかりにやぶ医者が言った。猫猫はいつものことだと思い、おやじは苦笑いを浮かべている。姚と燕燕は、さっそくこの医官、どこかおかしいぞと疑いの目を向けている。やぶ医者とばれるまでそう時間はかかるまい。

「今日は梨リ花ファ妃の宮へ向かい、その後、中級妃のもとへ向かいます」

　後宮の上級妃は、楼ロー蘭ラン妃が謀反でいなくなり、玉ギョク葉ヨウ妃が后となられ後宮を出た。そして、里リー樹シュ妃もほぼ出家状態。実質、梨花妃一人である。

（男おのこが生まれたと聞いたがどうだろうか）

　梨花妃と会うのは本当に久しぶりだ。以前、つきっきりで看病をしていたのでいろいろと思い入れがある妃だ。

　里樹妃ほどではないが、梨花妃もまたいろいろついていない妃である。ろくでもない侍女たちは一掃されたらしいが、今はどうだろうか。

　それから本題、新しく入った砂シャ欧オウの女、愛アイ凛リーンのことも気になる。もとは、この女のために医官付の官女になったようなものだ。

「とりあえず、水すい晶しょう宮に行こうかね」

　というわけで、梨花妃に会いに行くことになった。




　上級妃のもとへ行くにあたり、医官とは別に宦かん官がんが護衛につく。医官に対する護衛であるとともに、妃に対して害を与えることはないかという監視なのだ。面子はそう変わることはないので、これまた猫猫の顔見知りだ。

　仕事に忠実な彼らは必要事項以外猫猫たちに話しかけることがないため、名前も知らない。別に猫猫としてはそれでいいし、むこうもこっちが面倒をかけなければいいのだろう。さっぱりした関係は嫌いじゃない。

　上級妃の一人、賢妃である梨花妃の宮は相変わらず絢けん爛らんだった。以前、水晶宮を間借りして薔薇を育てたことがあった。その時、残りの薔薇をいたるところに植えたわけだが、そのため宮の庭に薔薇が多い。

　猫猫が植えたのは白い薔薇ばかりだったが、今、庭を手入れしている者は、色味がないのをさみしく思ったのかもしれない。赤や黄色、変わり種で緑と鮮やかになっている。薔薇宮と言っても遜色はないだろう。花の季節がもう終わりかけなのが少しもったいなかった。

「ひっ！」

　水晶宮の玄関で応対にきた侍女が猫猫を見て声を上げた。

　古参の侍女も何人か残っているらしく、猫猫を見てあからさまに顔を歪ゆがめる者がいた。毎度、変わらず猫猫を妖怪扱いしている。

　おかげで、また姚たちに変な目で見られている気がする。

　それどころかおやじまで、猫猫を見る。「ここでもなにかやらかしたのかい」と、不安そうに眼が語っていた。

　水晶宮の奥へと通される。場所は寝室ではなく応接間。しばらくすると、衣きぬ擦ずれの音とともに、大輪の薔薇のような妃が現れる。その手には、ふっくらとした赤子がいて、むにむにと口を動かしていた。ほんのり乳臭く、先ほどまで母乳を与えていたのかもしれない。

　梨花妃はおしろいをせず、紅を軽くさしていただけだった。もともと綺き麗れいな肌なので、おしろいを叩はたかなくても問題はない。

　やぶとおやじにならって、猫猫たちも挨あい拶さつをする。久しぶりに会った妃が健康そうで良かったと猫猫は思う。腕の中にいる赤子も、血色がよい。前に身み罷まかられた東宮の年齢をとうにこえていた。本当なら、わんぱく盛りの男児がもう一人いたはずと思うと少し寂しい。

　正室である玉葉后の男児が今の東宮予定であるが、その次の皇位継承権はこの梨花妃の子にある。

（壬ジン氏シはまだ東宮扱いなのだろうか）

　世継ぎ問題を考えると将来は少し不安になるが、今はただ健やかに育ってくれればそれでいいと猫猫は思う。

「挨あい拶さつは短くていいわ。それよりも、体の調子を診てくださらない？」

　梨花妃は、そっと赤子を猫猫へと渡す。いきなり渡されて、ちょっと戸惑ったが、赤子は人見知りすることはなく、指をしゃぶりながら目を細めている。

（子どもはあまり得意ではないのだが）

　これは梨花妃が猫猫に見せたいのだろう。前の男児を失ってから、抜け殻のようになった梨花妃が、今こうして元気な男児を生み育てていることを。そう思ったら、赤子が可愛くないなんて言えるわけない。

　水晶宮に追加で入った侍女は優秀だ。猫猫が赤子をしっかり抱けるように椅子を用意してくれる。あと杯に脱脂綿が浸されたものを渡される。赤子が水を飲みたくなったら、これを口に含ませるのだ。

　おやじが梨花妃に問診をして、脈を計っている。やぶ医者は何をするわけでもなく、隣でにこにこしている。やぶの代わりに道具を出すのは燕燕だ。

　猫猫は赤子をしっかり見る。

　だいぶ暑くなってきたためか、赤子の首に軽くあせもができていた。他に気になるところはなく、健康そのものだ。

　目をほころばせたやぶ医者に耳打ちすると、おやじに伝言してくれる。おやじにとっては想定内のようで、やぶはおやじに言われて持ってきた薬箱からあせもの薬を取り出す。

　健やかに育ってなによりだったが、赤子を抱いている間、ずっと姚が猫猫を睨にらんでいた。




　梨花妃の次は、新しく中級妃になった砂シャ欧オウの女だ。上級妃の宮は三つ余っているがどれも使われていない。愛アイ凛リーンは、他の中級妃と同じく、一棟与えられている。場所は後宮の中央東より、特別扱いも何もないようだが、しばらく使われていなかった棟らしく、周りが少し殺風景だった。

　出迎えてくれた侍女たちは、にこやかに笑って猫猫たちを中に入れる。数は五人ほど、中級妃としては多くも少なくもない。

「こんにちは」

　やってきた金髪の新妃は、慣れないであろう大袖の服を着ていた。白く透けるような肌に空色の瞳、豊満な肢体、身長も大きい。やはり目立つ容貌だ。

（一度、自分たちの美貌でこちらに乗り込んできただけのことはある）

　昨年やってきたときは、女装した壬氏にこてんぱんにされたのだが。何はともあれ、愛凛はその時の目的であった入じゅ内だいは果たしたわけだ。

　愛凛は入内する際、もう一人いた特使、姶アイ良ラのことをよく言っていなかったが、この一年ほどで二人は仲たがいしたのだろうか。

（仲が良さそうに見えたのに）

　女の仲というものは脆もろいものだから、壊れることもあるがどういう理由か気になった。でも、口に出すわけにはいかない。

　愛凛は、長椅子に横たわり、侍女がお茶を準備する様子を眺めている。

（帝の直球ストライク）

　豊満な肢体だ。

　異国の女は実年齢よりも老けて見えるというが、まだ二十代半ばと聞いている。色々、夜にはお元気な主上であるが、切れ者であると猫猫は知っている。男児が二人すくすく育っている現在、慌てて子を増やす必要はない。ましてや、亡命目的の女が子を産めば、のちに外交問題の火種になるかもしれない。

（もう十分火種だけどね）

　猫猫は西の地で、堂々と羅ラ半ハンに渡り合っていた女を見ている。今はしおらしく茶などしばいているが腹の内で何を考えているのかわからない。

　横にいる侍女は、茶を毒見して周りへと配る。

「後宮には慣れましたか」

　おやじがゆっくりと話しかけた。流りゅう暢ちょうにこちらの言葉を使う愛凛だが、ゆっくり言われたほうが聞き取りやすいだろう。

「はい、皆様よくしてくださるもので」

　長い指先で杯をとる。湯呑は取っ手のついた異国風のものだ。長い指先にはしっかり爪紅が塗られていた。茶の香りも甘い匂いがするので、西方の発酵茶だろう。ちょっと飲んでみたいが、おやじとやぶ医者の分しか用意されていない。

（水晶宮では出てたんだけど）

　そこのところは梨花妃が気を使ってくれたのだろう。本来、助手程度には茶などやらぬという方針らしい。

　おやじが問診をし、妃の脈をとる。おやじが他の医官とは違うところは、数値にして書きつけるところだろうか。羅半ほどではないが、明確に体調を表す指標として数字を重く見ている。

　卓テーブルの上に携帯用の筆記用具を広げ、さらさらと書きつける。

　そこで気が付いたのは、普段と違う字だった。

（西方文字？）

　一見、曲がりくねった蚯蚓みみずのような文字だ。昔、おやじは医学に関することをこの文字で書き連ねていて、猫猫が必死に解読しようとするものだから、違う書き方に変えたのだ。

　なんでまたそんなことを、と思ったが、必死にのぞき込む人間がちらほら。やぶ医者はまったくわからないとただ言われるがまま道具を差し出すだけだ。侍女の一人が茶を新たに蒸らしながら、ちらりちらりとのぞき込んでいる。あともう一人。

　燕燕が涼しい顔をして見ていた。

　内容は大したことはない。猫猫にも読める。脈は正常、健康状態良好、など簡単な言葉だ。

「特に異常がありません」

「そうですカ」

　普段、流暢な言葉だが語尾だけたまに奇妙な発音になる愛凛。砂シャ欧オウ特有の発音なのかもしれない。猫猫のことを覚えているのだろうが、ちらりとたまにこちらを見る。

　特に変わったこともなく、仕事を終えて帰ろうとすると、愛凛に呼び止められた。

「せっかくですので、お菓子をどうぞ」

　綺き麗れいな布包みに焼き菓子が包まれていた。変わった形の[image: ]干クッキーで乳酪バターの匂いがした。もらったのは官女のみで、やぶ医者が物珍しい菓子をうらやましそうに見ていた。医局に戻ったら少し分けてあげなくてはいけない。布包みは同じものを揃えられなかったのだろうか、燕燕だけ柄物だった。

（茶は出さず、お土産だけ？）

　不思議に思いつつも、もらった物は返さない。猫猫は懐にしまうと、おやじたちについて次の妃のもとへと向かった。




　残りの中級妃を回り終わり医局に戻ると、空は赤く焼け始めていた。小食の猫猫だがさすがに腹がすく時間だ。やぶ医者をそそのかして、医局で茶を飲んでは駄目だろうかと考える。

「今日は中級妃だけだけど、次は下級妃、それから侍女とどんどん診ていかなくてはいけないからね」

　優しい言葉でおやじが言った。以前は、中級妃までしか診ていなかったはずだ。なんだか急に忙しくなるではないか。やぶ医者がつぶらな目をぱちぱちさせている。

　おやじが医官として戻ってきて、手伝いの官女も増やす。

　おやじは年齢的にずっと診続けるわけにもいかないので、そのうち官女たちを主体としてやっていくつもりだろう。今後、後宮も縮小されて楽になることを見越してかもしれない。

　おやじは医局に立ち寄ろうとせずに、入ってきた門へと向かう。

「それではお暇しようかね」

「もう少しゆっくりしていってもいいんだよ」

（そうだ、点心おやつがあるはずだ）

　猫猫もやぶ医者を心の中で応援するが、おやじは首を振る。

「そうもいかないさ。次の仕事が残っているから」

　やぶ医者が名残惜しそうに見ている。たまに宦かん官がんが来るくらいで茶飲み友達が少ないからだろう。猫猫の友達の小シャオ蘭ランも、年季が明けて出て行ってしまったし。

（どうしてるかなあ）

　うまい具合に市井で就職先を決めた、愛あい嬌きょうのある娘を思い出す。そのうち、文でも出そうか。

　やぶ医者は、もらったお菓子を物欲しそうに見ていたので、少しわけようかと懐から出した。包みを取り出し菓子をつまもうとしたが、ふと猫猫は気が付いた。

　変わった形の[image: ]干クッキーは、奇妙な筒状だった。その筒の中に何かが入っている。指先でつまみだすと、小さな紙が入っていた。それがどの菓子にも入っている。

（はて？）

　猫猫は菓子をもう一度懐にしまうと、また後宮を出て行った。

　がっかりしているやぶは見なかったことにした。










五話　運命[image: ]干







　仕事も終わり、宿舎に戻ると猫マオ猫マオはもらった菓子を出した。布を広げてその上に菓子を置く。[image: ]干クッキーの数は七つ。そのどれにも大体同じ大きさの紙が入っていた。

（……なんじゃ、こりゃ？）

　蛇のような蚯蚓みみずのような文字。おやじが書きなぐっていたものと同じ西の文字で、筆記体と言っていただろうか。つまり、早く書くことに適した字の形だ。その一つ一つは二、三文字であり言葉として連なっていない。茘リーの言葉と違い、西方の字は数文字を綴らないと意味を成さない。

　なので、ぶつ切れの文字を読み取れない。何か意味があるのだろうか。

（試しているな）

　やはり癖が強い妃だ。単身後宮に入ってくるだけの肝っ玉の強さを持った女だ。試されているとわかると、腹立たしい。だが、それ以上に解けないと悔しい。

　猫猫は菓子と紙を並べる。紙に書かれてある文字数は、二文字から三文字。雑に切られているのか綺き麗れいな四角ではなく、斜めになっていたり歪ゆがんでいたりした。

　紙は菓子の油が染みついてところどころ滲にじんでいた。いい紙を使っているので、破けていない。

（悪戯いたずらにしても凝っている）

　何がやりたいのだろうか。紙を透かして見る。何も見えない。

　首を傾げていると扉をとんとん叩く音が聞こえた。

　誰だろうかと、紙きれを持ったまま出てみると、姚ヤオと燕エン燕エンが立っていた。二人も同じ宿舎に住んでいる。もちろん、猫猫と話すことはないのでいてもいなくても気にすることはなかった。

「どうかしましたか？」

　猫猫の問いかけにむすっとした姚が答える。

「あなた、昼に妃からお菓子をいただいたでしょ？　あれを私に渡しなさい」

　命令口調で言われた。不思議なものだ、甘いものにはさほど執着がない猫猫でもこんな奴にはやりたくないと思ってしまう。もちろん、この女が食い意地で欲しがっているわけではないことは猫猫もわかっている。

　なので少し意地悪することにした。

「申し訳ないのですが、夕ゆう餉げの代わりにいただきました。西方風の菓子は少しぼそぼそした舌ざわりでしたね。胚芽か何か入れていたのでしょうか？」

　わざと口の中に異物感があるように言ってみる。顔を真っ青にした姚が猫猫に詰め寄ってきた。

「吐きなさい！　早く吐きなさい！」

　揺さぶられる。やはり、猫猫と同じように[image: ]干クッキーに紙きれが挟まれていたようだ。

「残りは！　まさか全部気付かずに食べたっていうの！」

「姚さま」

　ぶんぶん猫猫の肩を揺らす姚を止めたのは、燕燕だ。普段通り、冷静な顔をしている。

「猫猫さんの顔が笑っている気がします、どこか小こ莫ば迦かにしたような表情なので、からかわれているのではないでしょうか」

　燕燕は猫猫の名前を憶えていたらしい。ついでに、猫猫の表情も読み取ってくれた。

「からかったって、本当なの！」

（ばれたか）

　猫猫は襟を正しながら、姚を見る。

「確かに少々遊びましたが、礼儀を欠いているのはそちらのほうではないでしょうか？　私に何か恨みでもあるか知りませんが、いきなり他人の物を奪おうというのなら強盗となんらかわりがありませんよ」

　猫猫が言っていることは正論だ。さすがにこれに反発することはないだろう。姚は顔を真っ赤にしている。ふしゅうっと薬缶のように湯気が出ているように見えた。

　姚は大きく息を吸って吐くと、猫猫をまっすぐ見た。

「さっきの焼き菓子には、何か変わったことはなかった？　あるのなら、渡してほしいの。代わりに菓子代を支払うわ」

「何か変わったことというと？」

「変わったことよ。変なものが入っていたとか」

　お駄賃がもらえるなら悪くないが、猫猫としてもあの奇妙な紙の謎なぞが気になる。おいそれと渡したくない。

　向こうの焼き菓子にも何か入っていたのだろうか。しかし、猫猫に簡単に話すとは思えない。

　ちらりと猫猫は燕燕を見る。あくまで姚に付き従う形の官女だが、彼女のほうはまだ冷静に猫猫を見てくれているようだ。

（こちらに振ってみるか）

　猫猫はどう話を進めるか考えながら口を開く。

「私がもらった菓子に何が入っていたかと聞くのであれば、そちらにも何か入っていたということですよね？　教えていただけたら、こちらも情報を教えます」

「……」

　姚としてはかなり不服といった顔だ。燕燕は、主人の動向をしっかり見ている。

　猫猫は手に持っていた紙切れを出した。

「見せていただいたら、私もこれの残りを見せます」

　紙に書かれていたのはそれぞれ違う文字だ。もし、なにか意味があるとすれば全部揃わないといけない。なので、一枚くらい見せてしまっていいだろう。

「他のは？」

「そちらが見せるのであれば、こちらも見せますよ」

　あくまで猫猫と姚は対等だ。同じ試験を受けて、合格した以上、身分の差なんて関係ない。実際はそうではないと考える人も多いが、今、この場においては対等なのだ。

「姚さま」

「……わかったわ」

　燕燕の言葉に、仕方なく頷うなずく姚。

「ただ、廊下で立ち話というわけにはいかないわ」

「では、私の部屋で」

「いえ、私の部屋よ」

　猫猫としてはどちらでもいいが、ここで簡単に向こうの言いなりになると主導権を握られそうだ。

「では、談話室を使ったらいかがでしょうか。今から借りてきますので」

　平行線になるのを避けたのはやはり燕燕だった。宿舎には談話室があり、仕事の話などできるようになっている。施錠もできるので密談ならやりやすい。

「わかりました。準備してきます」

　猫猫は残りの菓子を布包みに包んで、部屋を出た。




　談話室は、すぐさま借りることができたらしい。十人くらい入れる部屋なので、三人になると広々としている。

「一緒に出すのよ」

「わかってます」

　姚と猫猫、それに燕燕は長卓に頭を突き合わせるように「ほい」と焼き菓子を出す。

　三つの布包みを見る。焼き菓子の数は七個、七個、六個とある。一人分だけ数が少ない。数が少ない物を持ってきたのは姚だ。姚は気まずそうに視線をそらす。

「ちょ、ちょっとかじってしまったのよ」

「なるほど」

　猫猫は半分千切れて文字がにじんでいる紙切れを見て言った。紙切れはちゃんと七枚ある。猫猫の紙切れと同じく、どれも文字が書いてある。

　燕燕のほうは、焼き菓子はちゃんとあるのに紙切れがなかった。

「まだ、取り出してないのですか？」

　猫猫が訊ねると燕燕は首を振る。

「いえ、私の物には、一枚も入っていませんでした」

　筒状になった奇妙な焼き菓子の穴を見せる燕燕。中には何も詰まっていない。その言葉を信じるなら、七枚と七枚、十四枚の紙に書かれてある文字で何か意味を成すということだろうか。

（並べ替えたら、何か意味になる？）

　猫猫と同じ考えのようで、姚は紙を混ぜて並べ替えていた。どちらのものかわからなくならないように猫猫の紙切れは折り目をつけている。

　文字を並び替えるが、姚はもとより、猫猫も燕燕も首を傾げている。

「燕燕、あなたわかる？」

「申し訳ありません。私は砂シャ欧オウの言葉は、かじった程度なので。まだ話すほうならできるのですが」

　やはりおやじが問診のとき書いていたのを見ていたのは、読み書きができたからのようだ。

　姚は不満げに猫猫を見る。

「あなたは？」

「私も同じようなものです。単語がちゃんと並んでいればまだわかるんですけど」

　燕燕と変わらぬくらいだろう。ただ、なんとなく文字列を並び替えると、意味が見えてきそうで来ない。地道にやっていれば、なんとなくわかる気がするが途方もなく時間がかかりそうだ。残念なことに、一枚は歯型とよだれで一文字判別できなくなっている。それがわかっているのか、姚が少し大人しい気がする。

「他に何か手がかりとなるような物ってないのでしょうか？」

　猫猫は焼き菓子を見る。菓子の形は皆同じ。もちろん、まったく同じというわけではないが、見た目から区別できるほど違ったものはない。

「味は？」

　猫猫は鼻をすんすんさせる。どれも同じ匂いで、欠片かけらを口に含んでもやはり同じだった。ほんのりぴりっとする。生姜が入っているのはただの味付けみたいだ。

　それに、今更どの焼き菓子にどの紙切れが入っていたかなんてわからない。

「やはり、特にこれといった意味はないのでしょうか？」

　燕燕が首を傾げる。

「そういえば、菓子に籤くじを入れて占うというのを、どこかの寺でやっていたわね」

　籤となると、ここに書かれている文字は、吉凶の意味があるのだろうか。猫猫が見る限りそうでもない。

「籤となると、なぜ一人分だけ何も入れなかったのか。そこが気になるところです」

　猫猫の意見に二人も頷うなずく。

　焼き菓子を渡したとき、これといってどれが誰にというふうには見えなかった。菓子でなければ、他に何が──。

「……もしかして」

　猫猫は菓子を包んでいた布を見る。猫猫と姚の布は無地、燕燕の布だけ柄物だ。

　猫猫は柄物の布地を観察する。生地は後から色付けをしているようで、角ばった模様がたくさん入っている。後染めのようで、模様がにじんで見えた。もしかして、筆で書き足したのだろうか。

「これって」

　猫猫は布地を卓テーブルに広げる。そして、模様と紙切れをよく見比べる。模様の角ばった模様に紙切れを重ねる。首を傾げながら重ねていくと、綺き麗れいに全部の紙切れがおさまった。
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「やっぱり」

　文字は横二列に並んだ。いくつかの単語が現れた。文章になっているようだ。

「ええっと、なんて読むの？」

　姚が目を細めながら言った。まったく読めないので歯は痒がゆそうだ。

「『白』それから『疑問符』」

「あと『知る』ですかね、これは『正体』かな？」

　猫猫と燕燕がわかるところから訳していく。一つだけ文字が消えているところが読めない。だが、他の単語を照らし合わせていくと、なんとなく意味が通じた。

「『娘』でしょうか」

「そのようですね」

　合わせて考えると。

『白い娘の正体を知りたいか？』

　ぞくっと猫猫の全身が粟立った。

（勘弁してくれよ）

　もう終わったことではないか。なのに今更蒸し返されても困る。

　白い娘、白パイ娘ニャン々ニャンは今度こそ何もできないよう幽閉されているはずだ。愛アイ凛リーンは、馬バ閃センや壬ジン氏シたちに話したこと以外に、白娘々について知っているのだろうか。

　それをなぜ、医官付の官女たる猫猫たちに振るのだろうか。

「白い娘って？」

　首を傾げるのは姚だ。猫猫と違い、巷ちまたを騒がせた白娘々のことは知らないようだ。燕燕は黙って文字列を見ている。

　猫猫としては、これは壬氏にさっさと報告する案件だと思い立ち上がる。立ち上がったとこで、手首を掴つかまれた。

「どこへ行くつもりですか？」

　掴んだのは燕燕だった。

「どこへと言われても、これは報告する案件ではないでしょうか？」

　猫猫は正直に答える。猫猫は慎重だ。面倒くさい秘密は自分だけで抱えるのはごめんこうむる。

　行動としては模範的と言えよう。

「報告することは間違いではないと思うわ」

　姚も珍しく猫猫に加担した。姚が言えば燕燕も黙ると思ったが。

「こんな謎なぞ解ときをただの医官見習いにいきなり出すような人はどんなかたでしょうか？」

　燕燕は猫猫を見る。まるで、猫猫が愛凛を知っているかのような口ぶりだ。

（いや、そんなに知らないから）

　でも、かなり曲者だということだけはわかる。もしこのことを言いつけたとしても、逃げる術を熟知している可能性が高い。

　もしくは。

「これも何かの試験じゃないでしょうか」

「試験……」

　言われてみればそうだ。医官見習いになるには振るい落としが他の官女になるよりも厳しい。試験に受かっても使えないと思えば即座に切られた。

　ありえないこともない話だ。

（いや、しかし）

　さすがに医官の助手として領分を過ぎている気がした。まず、この謎なぞを解くためには、西方の言葉をある程度理解していないといけない。何より、この三人がまともに焼き菓子の情報を共有するとは限らない。

　色んな複合的な面を照らし合わせ、応用力に富んだ人材を探しているようだ。

（まるで……）

　まるで間諜スパイのような。

　壬氏が一役からんでいるとすれば皆無とは言えないだろう。いや、しかし何の接点がある。でも裏をかいて……。

（うん、わからない）

　そうなると何でもかんでも報告するのではなく、臨機応変に愛凛に話を聞くのもありだ。

　ありだが──。

「報告します」

「話を聞いていたの！　試験だったらどうするの!?」

　姚が猫猫に食ってかかる。

　試験だったとしたら落ちるに限る。猫猫はもう医官手伝いの資格はとったのだ。さすがに、これ以上手伝いの数は減らすことはなかろう。医官手伝いの仕事としては、許容量を超えている。

「安心してください。お二人は、妃にご連絡を」

（私は医局で調合を）

　試験の追加項目に受かるのはこの二人だけで十分だ。追加試験に受かれば、また何をやらされるのかわからない。

（やってられるか）

　猫猫としては医局で洗濯だろうが茶くみだろうが雑用をやりつつ、おやじや他の医官に薬の調合を教えてもらい、たまにやってくる丈夫そうな武官あたりにでも新しい薬を試したいと思っているだけだ。そんな些さ細さいな幸せでいいのに。

　しかし、二人の顔は怖い。

　猫猫をがっしりと掴つかみ、睨にらむ。主に姚が。

「これは、三人一緒にいないと解けなかったものよ。あなた一人が言いつけるのであれば、私たちも同じと見なされるわ」

　何が言いたいのかと言えば。

『あなたも共犯なの』

　姚と燕燕の声が重なった。

　猫猫は小さく両手を上げて、苦笑いをした。










六話　軍師倒れる







　猫マオ猫マオは暑い日差しの中、洗濯をしながらため息をついていた。面倒くさいことになったと、心底思っている。

　何のことかと言えば、洗濯ではない。愛アイ凛リーンの謎なぞかけとそれを解いたことによる包囲網だった。姚ヤオと燕エン燕エンは、朝から猫猫が裏切らないようにと目を光らせている。

（共犯ねえ）

　というわけで、現在、猫猫の隣にはぴったりと燕燕がいる。盥たらいを二つ並べ、せっせとさらしを洗っていた。無む患くろ子じの果皮を用意してくれて、おかげでさらしについた汚れが綺き麗れいに落ちる。

　さらしは洗ったあと、一度煮沸する。人の血には、毒がある場合があり、他人の血を浴びたり舐なめたりすることで感染症にかかることもある。性感染症にも通じるものがあり、猫猫は恐ろしさを知っている。

　姚は医官とともに外に出ている。今後、薬の買い付けも覚えてもらうらしい。

（行きたかったのに）

　猫猫を単独にしてはなるまいと、燕燕と一緒に居残りになった。大変つまらない。つまらないので、つい燕燕に八つ当たりがしたくなる。

「洗濯は下女の仕事ではないのですか？」

「私は一度もそんなことは言っておりません」

　言っていたのは確かもう辞めさせられた官女たちだ。あの官女たちは今どうしているのだろうか。姚たちは別に顔色を変えていなかったところを見ると、旧知の仲というより姚の家柄を聞いて勝手に群がって傘下に入ろうとしたようだ。残念なことにそんなにわか子分に同情してやるほど姚たちは優しくなかったようである。

「買い付け行きたかった……」

「私も行きたかったです、むしろあなた一人行ってくれたらよかったのに」

　つまり姚と一緒にいたかったと言いたいようだ。不満は互いにあるようなので、猫猫はこれ以上愚痴らないようにする。

　洗い終わったさらしを絞って、盥たらいの中へ入れていたとき、医局に向かって走ってくる者たちがいた。何事かと猫猫が目を細めていると、誰かが担架で運ばれている。

「怪け我が人にんか？」

　猫猫と燕燕は盥を抱えたまま、医局へと戻る。医官は買い付けで留守なので、今は見習い医官しかいないはずだ。一応、戻っておいたほうがいいという判断である。

「えっ、えーと」

　医局にはあたふたした見習い医官がどうすればいいのかと困っていた。軍部に近いので、怪我人は珍しくない。見習いでも手馴れているはずなのに、と人だかりの中に首を突っ込むと。

「げっ」

　思わず、嫌な声が出てしまった。何がいたかと言えば、片眼鏡モノクルをかけた変人が身をよじって苦しんでいた。

「毒を盛られたらしい」

　真っ青な顔で見習い医官が言った。

「まさか……」

　猫猫は引き気味に変人軍師を見る。青ざめており、震えて腹を押さえている。それだけならいいが……。

「で、でる」

　何が、と言わずもがな、周りは真っ青になりつつ、担架を抱え、厠かわやへと走った。上か下かは言及しないでおこう。




　波の上がり下りが小一時間ほど続き、ようやく変人軍師の容態は安定した。出すだけでは体は渇いてしまうので、猫猫たちは吸収しやすい塩と砂糖を混ぜた水を用意した。ちなみに、飲ませたのは見習い医官であり猫猫は見ているだけである。果実の汁を混ぜて飲みやすくするのも考えたが、そこまでしてやる義理はなかった。

　水が飲めるだけよかった。嘔吐、下痢の症状には水分補給が大切だ。

　落ち着いたところで、猫猫は洗ったさらしを煮沸消毒しようと鍋を準備していたら、慌てた姿の羅ラ半ハンがやってきた。

「義父上が倒れたって聞いたんだが！」

　猫猫は変人が寝ている部屋を指す。わらわらいた部下は一人を残して帰っている。見習い医官も、医官たちを呼びに行った。気が動転しているのはいいが、肝心の留守番を官女二人に任せているのはよくないだろうに。

　燕燕が鍋に水を入れながら不思議そうに見ている。

「お知り合いですか？」

「一応」

「漢太尉とも他人ではないようですけど、どういう関係で？」

「他人です」

　猫猫ははっきり言うと火の準備をする。

「言いたくないなら、それでもいいんですけど」

　燕燕はどこか意味深な物言いをする。一応、聞く体裁にしているが、本当はもう調べているのかもしれない。

（あのおっさんが悪いんだ）

　飽きもせず毎回、医局に来ていたのでしらを切るのも大変だった。

　さらしをぐつぐつと煮ていると、羅半が病室から戻ってきた。

「大叔父はいないんだな」

「今日は買い付けに行って、あと一時にじかんは戻らない。他の医官たちは、別の医局にいるんじゃないかな」

「うーむ」

　あんな変人とはいえお偉いさんだ、倒れたことは内密にしたほうがいい。でも、その弊害を無視しても医局に連れてきたのはおやじこと羅ルォ門メンを呼ぶためだろう。

「毒を盛られたと聞いたのですが」

　腕を組んで悩む羅半に燕燕が聞いた。なんとなく、燕燕が自発的に行動するのが珍しいなと猫猫は思った。

「そうなんだよ。でも、他の人ならともかく、義父上に毒を盛るのは誰がやったんだろうって」

「恨みはいくらでも買っているでしょうに」

　羅半相手ならもっと雑な物言いでもいいのだが、燕燕の手前、少しだけ言葉遣いを改める。恨みなんて、今の地位につくまでに自分の父親すら陥れた人物には、星の数ほどあるだろう。

「義父上は人を見る目だけは確かだ。周りに毒殺を試みるような人間を置いているとは思えない」

「確かに。人を見る目を取ったら、ただの加齢臭が始まりかけたおっさんでしかなくなりますからね」

「碁と将棋ならできるぞ、失礼だな」

「どちらもひどい言いようですね」

　燕燕が冷静に突っ込みつつ、箸はしで鍋の中身をかき混ぜる。羅半は、燕燕がなかなかの美人であることから、話しかけられて悪い気はしないらしい。

　丸眼鏡をきらりとさせて、骨格を数値化しているようである。視線が変態っぽいので頭を叩いておいた。

「部外者なので気に障ったら申し訳ありませんが、後学のために教えていただけないでしょうか？　何に毒が盛られたのですか？」

「そうですね。毒と言いますが、ただの食中毒の可能性は？　拾い食いでもしたんではないですかね？」

「拾い食いはしないようにちゃんと監視をつけている」

　堂々と言い張った。

（してたんかい）

　猫猫は呆れ顔になる。

「あ、あのー」

　後ろから声がかかり振り返ると、変人軍師に付き添っていた官がいた。どこか気弱そうで、線が細い。

（陸リク孫ソンも優男だったなあ）

　軍部に所属しているが、変人の副官という手前、書類仕事が多いのだろう。そういえば、陸孫は最近まったく見ない。変人付から離れられたのだろうか。

「言われたように書きました」

　粗末な紙を出された。ところどころ文字がにじむ中で、何が書いてあるかと言えば、変人のここ数日の行動と食べた物一覧だった。

「ええっと直前には……、月の君はお気の毒に。また邪魔されたようだな」

　つまり、直前まで壬ジン氏シのところで仕事を邪魔していたようだ。

　変人の仕事はあるようでない。たまに重要な書類の判を押したり、唐突な人事を行ったりするらしい。

　戦でも始まれば少しは役に立つのだろうが、平時におけるその存在は昼間の行あん燈どんより性質が悪い。役立たずならそれでいいが、周りを邪魔していくわけだ。

「月餅を一つと、果実水を飲んで、月の君にも月餅を差し上げたが、茶も何も出されなかったと怒っていたと」

「はい。月の君は変わらずお美しゅうございました」

　ほうっと、目を潤ませる副官。ここにも壬氏の犠牲者がいる。

　壬氏が相手なら毒を盛られても、盛ることはなかろう。

「猫猫、毒はどれくらいで効くのかわかるか？」

「何の毒かによります。はっきりとは言えません。あと毒の種類によってはおさまったように見えて再発してそのまま死に至る毒もありますので」

　ちらりと病室を見る。変人軍師の副官が顔を青くする。

「たぶん、大丈夫だとは思いますけどね」

「性格が悪いぞ」

　羅半が呆れた顔で言いながら、卓テーブルの上に紙をのせる。壬氏のところを訪問する前は、宮廷の中庭の四阿あずまやでだらりとしていたらしい。川が流れており涼しいのでお気に入りの場所だそうだ。点心おやつ持参で、饅頭を食べていたと。

「給料泥棒」

「一応、歯に衣を着せましょうか」

　燕燕が猫猫をたしなめるが、内心同意しているはずだ。

　変人は朝の仕事を四半時さんじゅっぷん遅刻して来ている。まさに重役出勤だ。朝食は甘かん藷しょを混ぜた粥かゆと、月餅とのこと。

「甘いものばかりですね」

「糖尿になる」

「大叔父にも言われていたよ。ところで、猫猫、ここまでで気付いたことはないか？」

　羅半がじっと猫猫を見る。最初は、おやじを頼ってきたが、いないので仕方なく猫猫を頼ることにしたらしい。軍師の毒殺未遂なんて、できるだけ早く解決したいのだろう。

「食べた物の残りでもあれば、まだわかるんですけど」

「それは無理だな。食べてしまっている」

「あっ、あの」

　また気が弱そうな副官が出てきた。

「飲んでいた果実水なら、残っているんですが……」

「すぐに持ってこられますか？」

「はい」

　すぐさま出て行ってしばらくして、副官が戻って来る。煮沸したさらしを干し終える程度の時間だった。

「これです」

　差し出されたのは、透明な玻は璃りの徳利だった。木の栓がしてあり、中には淡い色の液体が三分の一ほど残っている。色合いからして、葡萄の果汁を飲みやすく水で薄めた物だろう。

「けっこう大きいですね」

　燕燕が興味深そうに見ている。持ち歩くのに不便だろうが、水や茶の代わりに果実水を飲む変人にはこのくらい必要なのかもしれない。

「これは毒ではないと思います」

　副官が言った。

「どうしてですか？」

「私もいただきましたので。常に持ち歩く物に毒を入れるのは至難の技でしょう」

「それなら除外できるな」

　羅半は徳利を受け取ると、卓テーブルの上に置いた。

「綺き麗れいですね」

「貴方も十分美しいですよ」

　さらりと何を言っているのだろう、この算盤眼鏡は。見た目は冴えないのに、美人だけはしっかり口説くのだ。

「ありがとうございます」

　燕燕は儀礼的な笑みを浮かべる。あくまで事務的に返す。くせ毛の眼鏡男にはまったく興味ないことがわかる。

　猫猫は玻璃の徳利をじっと見る。中の液体を観察し、「うむ？」と首を傾げる。

「立派な徳利ですね」

「はい。陸孫さまにいただいたようで、気に入っているみたいです」

「そういえば、最近見かけませんが、どうしたんでしょうか？」

　猫猫はついでとばかりに疑問を口にした。

「ああ。陸孫さまは西都に向かいました。徳利は別れの品なのですよ。私は後任で、至らないところが多いもので」

　副官は頭を下げる。

「知らなかったか？」

「知りませんでしたねえ」

　先日、西都に行ったばかりだというのに。

「玉ギョク袁エンさまが都に来られるということで、代わりに西都には、中央に詳しい人材を送ってほしいとのことになりました。玉袁さまの希望で陸孫さまが向かいました」

　玉ギョク葉ヨウ后の父が玉袁だ。

　皇后の父ともなれば、中央に来てもらわねば困るという事情がある。少し早い気もするが、玉葉后の御子のお披露目があると聞いた。すなわち、玉袁の孫であり、このまま行くと次の帝ということになる。

　東宮のお披露目となれば、大々的に賑わう。他国から要人もやってくるので、西都の最高権力者であろうとも、長い旅路を経て都に来なければならないのだ。

「どうしてもと言われると、断れないからねえ。いろいろ、使える人だったんだが」

　陸孫をよく知る羅半は残念そうに言った。確か人の顔を一度見ただけで絶対忘れないという特技は使えただろう。顔の判別ができない変人軍師の補佐をするのに最適だったのだが、仕方ない。

　燕燕にとっては半分以上よくわからない話だろうが、特に深入りせずに聞いている。出しゃばりすぎないいい侍女になれそうだが、同時に、どこまで話を知っているのかわからない相手で恐ろしい気もする。

「さて、話を戻そうか。毒を盛ったのが誰かについてだが」

「それならわかりましたよ」

　猫猫は、徳利を見ながらあっけらかんと言った。

『えっ？』

　周りの声が重なった。

「一体、誰なんだ？」

　羅半が眼鏡をかけなおしながら言った。

「変人本人です」

　猫猫は指先で玻は璃りの徳利を弾いた。涼し気な音が響き、中の果実水が揺れる。

「何を言っているんだ？　義父上に限って自殺とかありえないだろ。他人を追い込むことはあったとしても」

「本当にひどい言いよう」

　さらっと突っ込みを入れる燕燕。

「でも入れたのは本人です。この果実水の中に」

「ちょ、ちょっと待ってください。特に何か入れているようには見えませんでした。私の隙を見て入れたのですか？」

　副官も否定する。

「ええ、入れました。堂々と、目の前で」

　猫猫は徳利の口の部分を指す。木の栓が押し込まれている。

「質問ですが、いつも果実水を持ち歩いていますけど、杯コップは用意されていますか？」

「いいえ。普段はそのまま口をつけて」

「あなたは同じように直接飲んだんですか？」

「いえ、違います！　昨晩、屋敷に送り届ける際、果実水を購入して帰ったので、その時いただきました」

　飲み物の類は、入れ物を持参して買うことが多い。空になった徳利を洗い、新しく果実水を入れてもらったのだろう。

「つまり、昨日買ったものですね」

「はい」

　これで断言できる。毒を盛ったのは軍師本人だと。

「それで、どんな毒を盛ったというんだ？　いくら義父上が嫌いでも、冗談が過ぎるとおにいちゃん怒るぞ」

「誰が兄だ」

　思わず素が出てしまった。燕燕をちらりと見ると、「やっぱり」という顔をしていた。言わなくても、猫猫について調べをつけていたらしい。ごほんと咳払いをして、気を取り直す。

「毒は誰でも持っている物です。これですよ」

　猫猫は口を指した。正しくは口の中にある物だ。

「唾液です」

「唾液？」

　杯コップを使わずに徳利の果実水を飲むなら直接口をつけるのが早い。結果、果実水に唾液が混ざる。

「唾液のどこが毒だ？」

「犬に噛かまれて放置すれば、手が腫はれてしまうでしょう。あれと同じです。犬でも人でも、唾液の中には多少違いがあれど、毒が混じっています」

　そして、その毒は栄養があればもっともっと増える。

「暑い夜に、四阿あずまやでだらりとしていた時間。果実水は冷やさずに持ち歩いていれば、中の毒は育ちます。結果、体調を崩すほどに」

　玻は璃りの徳利ともなれば、さらに熱を集めやすいだろう。以前、金魚鉢で太陽の光を集めることをやったが、大体同じ原理で温めてくれるはずである。

「魚が腐るのはわかるのに、飲み物が半日で腐るわけないだろうと思われがちですが、実際、腐ります。というわけで」

　変人軍師は、現在寝込んでいるわけだ。

「はた迷惑な話ですね」

　猫猫が言い切った。

「いや、迷惑はなはだしいのだけれど……」

　周りにどう説明しようかと羅半が腕を組んでいる。

「いっそ拾い食いに変えておきますか？　説明するのが難しそうなので」

　より威厳が落ちそうな提案をしてくる副官。おろおろしながら言うことは言っている。

「いや、徳利の中身が毒だとわかれば、説明しやすい。猫猫、毒見をしてくれ。得意だろ」

「嫌です」

　猫猫はきっぱり断った。

「なんでだ？　普段なら喜んでやっているだろ？」

「なんでって、あのおっさんが口を付けたものですよ。飲みたいですか？」

「……」

　ものすごく納得した顔の羅半。

「もう少し優しくしてやってくれないか。一応、まだ傷心の身なんだ」

「調子に乗られても困りますので」

　猫猫ははっきり言った。

　本当に迷惑な事件だった。




　しばらくして、医官たちが帰ってきた。

「そんなことがあったんだねえ」

　呆れた顔でおやじが言った。姚は購入品の書類作成のため、後から帰るそうで燕燕ががっかりしていた。

　変人軍師は特に問題がなさそうだったので、帰ってもらった。眠っているうちに運んでもらったのは、起きたら面倒だからという理由に他ならない。

　医官たちが戻ってきたのはいいが、今度は購入した薬の分類を任された。猫猫としては楽しい仕事だが、今日の出来事でどっと疲れていた。

「疲れましたね」

「ええ」

　燕燕が話しかけてきた。姚がいなかったためか、今日は話すことが多かった。

　元々、無表情で無口なだけで猫猫にあからさまに突っかかることはなかったので、嫌われてはいなかったのだと思う。話さなかったのは姚がいる手前と猫猫と同じ理由からだろう。

（話すのが面倒くさい）

　たぶん、猫猫と似た性格だ。

「今までのことで、少し謝らないといけないことがあるかもしれません」

　燕燕は薬を抽斗ひきだしに片付けながら言った。

「何のことでしょうか？」

「私の態度についてです。ずいぶん失礼な対応をしてきたようなので。姚さまの態度については、大目に見ていただきたいかと。本来、主席で入るつもりだったのにあなたがいただけのことですから」

「主席？」

「説明を聞いていませんか？　試験で一番いい成績をとったかたには、他の合格者と違う飾り紐を渡されるはずです」

「ああ」

　猫猫のものだけ色が濃かったのを思い出した。猫猫は衣装のこと云うん々ぬんはすべて高ガオ順シュンに任せていて、なおかつ着替えを持ってこられたときやり手婆ばばあにしごかれてそれどころではなかった。

（話聞いてなかった）

　これは申し訳ない。

　しかし、試験をぎりぎりで通過すると思っていたのに、意外だった。

「一般教養ならともかく専門知識だと半分も取れたらいいところでしたから」

　一般教養というと、猫猫がいやいや勉強していた歴史や詩歌のことだろうか。あれはがんばった、かなりがんばった。

「姚さまは一般教養では全問正解したと言っておりましたので、おそらく専門知識で猫猫さんに負けたのでしょうね。私も成績で負けるはずがないと思っていましたので、縁故採用と疑っていました」

「そういうことですか」

　猫猫はこれならまだ勉強さぼっても良かったのではないかとちょっと後悔した。どちらにしてもやり手婆を買収された時点で、受験勉強から逃げることはできなかっただろう。

「私は薬師をやっておりましたので」

「はい、今日の一件でわかりました。でも、それでも悔しいと思うのが姚さまなのです」

　わからなくもない。そういう性格は嫌いじゃない。自分に対して卑屈になるよりずっといい。

　でも、問題は周りがその態度を見てどう対応するかわかっていなかった点だ。合格した官女の中で一番家柄がいいのは姚で他の官女たちは付き従うしかない。

「悪い人ではないので、とりあえず許してあげてください」

　対して燕燕はずいぶん大人な対応だ。年齢は聞いていないが、猫猫と同い年くらいだろうか。

「姚さまはまだ十五で、幼いところがあるのです」

「十五……ですか」

　猫猫よりも四つ下だ。その割に身体は立派に発育している。

「ずいぶん、大きいですね」

　どこ、とは言わないが。

「ええ、頑張って育てましたので」

　なぜか誇らしげに燕燕は言った。

（十五なら仕方ない）

　まだまだ子どもだと言ったら怒られるかもしれない。

　しかし、一つ疑問に残ることがあった。

　この燕燕という官女は、姚のお付だということがわかるが、かなり頭が良さそうだ。なにより姚も覚えていない西方の言葉を多少なりとも理解している。

「聞いてもよろしいですか？」

「何でしょう？」

「私がいなくてもあなたが主席になったのでは？」

　猫猫の質問に、燕燕は人形のような笑いを浮かべた。次の薬を抽斗ひきだしに入れる。

「そんなことは絶対ありませんよ」

（絶対にねえ）

　成績を上げるために不正をするのは問題だが、わかっている問題をあえて間違って答えることは不正にはならない。

　物腰は丁寧だが油断ならないというか。

　つまり何かといえば、食えない人だった。










七話　愛凛妃の思惑







　外部の医官、主におやじが後宮に向かうのは十日に一度ほどだ。上級妃についてはひと月に一度、中級、下級妃は三月に一度を目安に行くことになっている。これで全部の妃を回るのはちと大変だけれど、やれと言われたらやるしかない。

　前回の後宮訪問から九日が経った。官女二人に監視されていること以外は、猫マオ猫マオとしては普通の九日間だ。

　ただ、文が来るたびに検閲されるのはちょっと困る。壬ジン氏シから直接の文がなくて良かった。大体、高ガオ順シュンの名前で来ている。あとどうでもいいが、馬バ閃センはもう仕事に復帰しているらしい。怪我けがのひどさを考えると、異常ともいえる回復力だ。

（なにか身体の構造が違うのだろうか）

　そのうち、怪我の治りを他の人と比べてみたいなどと考えてしまう。

　薬屋は順調と左サ膳ゼンから文が来る。ただ、克コク用ヨウがうるさいと愚痴が書かれるようになった。確かにうるさいくらい明るいがそこは我慢してもらわないといけない。

　たまに文にまぎれて、猫、毛マオ毛マオの絵が混じっているが、これは趙チョウ迂ウだ。ご丁寧に印の代わりに朱で肉球が押されてある。ぐしゃぐしゃでひっかきあとが見えるので無理やり押させたのだろう。

　姚ヤオは検閲と言って猫の絵をしっかり見ていた。見るだけ見て、名残惜しそうに猫猫に返す。あとで、燕エン燕エンが猫の絵をくれないかと言っていたので、姚に渡すのだろう。

　姚たちは『白い娘』のことをただの暗号と思っているようだ。燕燕は引っかかるようだが、姚が気にしていないのなら深く立ち入るつもりはないらしい。

（白い娘ねえ）

　十中八九、白パイ娘ニャン々ニャンのことと思っていたが、もしかしたら違う可能性もある。

（違うとすれば）

　思い浮かんだのは、以前、猫猫が助けた食中毒の絵描きのことだ。彼の家には、白い髪の赤い目をした美女の絵があった。昔、見たという女で、西の地で会ったという。

　砂シャ欧オウ出身の愛アイ凛リーンが言っているのはその女だとしたら。

　いや、愛凛がこうしてわざわざ謎なぞ解ときに出すのだ。やはり白娘々のことだと首を振る。

　だが、猫猫は絵描きが出会った白い女について、引っ掛かったままだった。

（なにかしら関係があるのでは）

　その疑問の答えがわかるのは、翌日、愛凛と再会したときだった。




　後宮に妃という位を持った女は百名足らずいる。

　上級妃が出て行く場合、色々噂うわさになるものだが、低い位の妃であれば気が付けばいなくなっていたということも少なくない。下か賜しされることもあれば、手つかずのまま実家に帰されることもある。

　後宮を出て行くことを鼻で笑う女官は多いが、別に猫猫はそれでもいいと思う。

　花と番号がついた札がかかった部屋。下級妃の部屋だが、扉には黒い布がかかっている。

　黒い布は喪を意味しており、すなわち部屋の主人である妃が死んだことを意味している。

　猫猫たちはおやじとやぶ医者、それから姚、燕燕とともに後宮内を回っていた。二回目の後宮訪問だ。

「病気かしら？」

　ふと口にしたのは姚だ。病気なら、前に来たときおやじが診ている。そうでないということは──。

「自殺でしょうね」

　実は珍しくない。事件性を帯びない明確な自殺であれば、後宮で騒がれることはない。日常茶飯事とは言わないが、珍しく騒ぎ立てるものでもない。

　後宮に入った妃は、花の種類は違えど誰もが美しさを誇りにやってきた者が多い。ゆえに自尊心が高い者も多く、後宮に入ったあとの理想と現実の差に打ちひしがれることも少なくない。

「お酒に依存していたらしいわ」

　女官たちの話し声が聞こえた。おしゃべりに夢中で医官が近くを歩いているのに気が付かなかったらしい。白い上着に気が付くと慌てて、持ち場へと戻る。

（やっぱり女の墓場、いや戦場）

　競争に負けた者は消えていくしかない。

　ある意味、こき使われる下女たちのほうがまだ年季がある分、自由と言えよう。時間さえ待てば、外へと出られるのだから。

　今日の予定は下級妃の部屋を回って、最後に愛凛のもとへと向かう。前回行ったので、今日は行かない予定だったが、当人の強い希望で行くことになった。体の具合が悪いのか、それとも他の何かが知りたいのか。




　まずやってきたのは椿つばきの紋を持った下級妃の部屋だ。

「特に問題はありませんわ」

　香水の匂いがきつい妃は団扇を侍女に扇がせながら言った。もう夏なので、むわんと匂いがこちらにやってきて鼻をつまみたくなる。あろうことか部屋は閉め切っており、匂いがどこかへ流れることはない。

（体型は主上好みなのに）

　めりはりのきいた身体付きをしていて、しっかり襟を合わせられた衣装からでもよくわかる。やや険がある顔立ちだが、頭は悪そうではない。お元気な主上にとっては守備範囲だろう。

　猫猫はそっとやぶ医者が持っている帳面を見た。頁には今目の前にいる香水臭い下級妃の名前が書いてある。妃が過去になんの病気になったかなど書かれてあるものだ。それだけでなくお通りの数も書かれてある。

（やっぱり好みだったみたいだな）

　一回のご訪問ありと書かれてあった。それ以降ないのは、やはり香水が臭すぎたからだろう。渡来品の匂いが強い物が多い。そっと少しだけ耳の裏につけるのなら良い匂いなのに。

　あけすけで下品だと思うが、後宮内での閨ねやの記録は逐一取られる。医官に報告するのも義務だ。義務だというが正直きつい。

（ええ、玉ギョク葉ヨウ后のときとか）

　翡ひ翠すい宮にいたとき、三日に一度は主上がやってきた。

　ちゃんとにゃんにゃんされているか、部屋の外で待機しておかないといけないのだ。基本は侍女頭である紅ホン娘ニャンがやっていたが、どうも連日来られたときなど、きついらしくその場合、猫猫が引き受けることがあった。

（いや、花はな街まちで慣れてたけどさ）

　主上と玉葉后のにゃんにゃんは、ある程度慣れている猫猫が見てもけっこう上級者向けだった。壁伝いの音だけでもけっこう辛い。独身三十路の紅娘にとってこれは苦行だろうにといつも思っていた。

　こうして回数を記入されている時点で、もうここは外界とは違う場所なのだなと思う。

　この下級妃のもとには、今のままではお通りが再開することはなかろう。妃はお手付きになったことがあるためか、妙に堂々としているが、それが猫猫にとっては逆に哀れに感じた。

　お手付きになったことで、後宮の外へと出ることは遠のくのだ。

（せめて匂いがなければ）

　これだけの匂いを漂わせて、鼻がおかしくなっているのではと猫猫は思った。

　いや、思い違いではなく、実際そのように見える。

　小さな形の良い唇がよく開いている。癖というより空気を取り込むのに口を使っているようだ。

　普通、生き物は鼻で呼吸する。犬や猫など鼻でする。人間も基本、そうできているのだが。

　口で呼吸をするということは鼻が詰まっているのだろうか。幼い頃から口で息をする癖がついていると歯並びに影響する。

（歯並びは）

　ちょうどおやじが口を開かせていた。歯並びは悪くない。どうやらおやじも猫猫と同じ考えらしい。

「くしゃみなど出ることは多いですか？」

「はい」

「鼻づまりは」

「春から初夏にかけて多いです。とくに後宮に来てからは」

「寝苦しいことは」

「鼻がつまりさえしなければ眠れます」

　さらさらと書きつけていく。

　やぶがぼぅっと見ているだけなので、猫猫は薬箱をおやじに渡す。おやじがとったのは鼻炎薬だ。

「これを使ってください。睡眠が阻害される場合は使用をやめること。また、小用が増えることがありますが、それは問題ないはずです」

　あと、とおやじが付け加える。

「今使っている香水はおそらく身体に合わないかと思います。使われるのでしたら、軽くつけるか、他の香にしたほうがいいでしょう」

「わかりました」

　妃は鼻炎のことをわかってくれたのが良かったのか、素直に返事した。

　猫猫が気付いたことなのだ、おやじがわからぬわけがない。さらに、「香がきつい」という指摘をやんわりとしてくれた。鼻づまりがなくなれば、自分がどれだけ臭かったかわかっただろうに。




　妃の部屋を出ると、おやじは庭木を観察する。夏の色鮮やかな花が多く咲いている。

「さっきの妃の出身はどこだったかね」

「ずいぶん北西にいたみたいだね。砂漠に近いところで、気候も厳しかっただろうに」

　帳面を開きながら、やぶ医者が言った。

　おやじがゆっくり猫猫たちを振り返る。

「じゃあ、せっかくなので問題を出そうか。妃の鼻炎の原因はなんだと思うかい？」

　優しく目を細めて謎なぞかけしてくる。猫猫は手を上げようとしたが、おやじにじっと見られてゆっくり下ろした。質問をしている相手は猫猫ではなく姚と燕燕にだ。

　ゆっくり手を上げたのは姚だった。

「部屋を密閉していたからでしょうか？」

　確かに閉め切っていた。だから匂いも消えず臭かった。

（それもある）

　部屋は綺き麗れいに見えたが、換気をちゃんとしていたかどうかわからない。寝室を見ていないが、もしかしたら埃ほこりっぽかったかもしれない。

「あと部屋が不衛生かもしれません。寝所が汚れていれば、虫がわき、身体に害を及ぼすからです」

　確かにあり得ない話ではない。でも、猫猫は違う意見だ。

（あの妃は、主上のお通りをあきらめているようには思えなかった）

　そんな妃が寝所の手入れを怠るわけがない。きつすぎる香水もある意味、身だしなみととれる。鼻が詰まっていて加減ができていなかったが。

　猫猫は庭に生える草や木を見た。

（春から初夏にかけてひどい鼻炎）

　しゃがみこみ、道端に生えている草をちぎる。蓬よもぎ、猫猫がよくお灸のもぐさに使っている草だ。どこにでもある草だが、妃の故郷では生えてなかったのだろう。

　猫猫がつまらない顔をしていると、おやじが「仕方がない子だ」と言わんばかりに、猫猫がちぎった蓬をとった。

「妃の寝所は綺麗だよ。いつ主上が来ても問題ないように手入れしてあるはずだ。特に、一度でもお通りになったことがある場合はね」

　不正解を言い渡されて、姚は不服な顔をする。

　おやじはそれを上手く取り繕う。

「着眼点は良かったよ。不衛生な場所には病がつきものだ。特に、寝所は大切だからね」

　褒められて満更でもなさそうな、でも宦かん官がんに褒められてもな、という表情が入り乱れている姚。

（私なら正解を答えるのに）

　年下相手に大人げないが、猫猫にとっておやじは数少ない甘えられる人物なのだ。

「くしゃみの原因には、こういった草や花が関係している場合があるんだよ」

　風邪とは違う。植物の花粉や胞子が身体の中に吸い込まれると、くしゃみが出て鼻水が止まらなくなることがある。

「花粉が身体の中で悪さをする。だから、くしゃみがでる」

　おやじははっきりと言い切ったが、普段、猫猫に対してはこうは言わない。もっと違う理由があって身体に害を与えているのではないかと考えている。でも、この場では言い切ったほうが、二人にはわかりやすいだろう。姚と燕燕の他に、やぶ医者まで感心していた。

（いや、あんたは教えるほうだよ）

　猫猫の心の声が喉元まで出かかって、押しとどめる。

「あの」

　また手を上げるのは姚だ。

「花粉が身体に悪さをするとすれば、皆がくしゃみをしないといけないのでは？」

　おやじはにっこり笑う。

「そうだね。でも、風邪をひく人とひかない人がいるように、花粉が身体に悪さをする人としない人がいるんだよ。それから、ある日突然、悪さをすることもある。たとえば、身体の調子が悪かったりするとね。遠いところから長旅でやってきて、新しい場所に住むときなんかね」

　つまり、さっきの妃のことだ。

（わかっていたのに）

　猫猫はむすっとなる。おやじは困った顔で猫猫を見る。

　医官といえば偉そうで技術は自分で盗めとか言いそうだが、おやじは違う。ちゃんと誰にでも丁寧に教えるのだ。

　ちょっと悔しいけれど、猫猫も大人だ。仕方なく、表情を戻して次の妃の場所へと向かう。




　十人ほど妃を回ったあとで、最後にやってきたのが例の愛凛の棟だ。なんとなく、あの異国の女に妃とは付けづらい。異国人だからというわけではない。そんなことで差別をするようであれば、胡姫である玉葉后もまた同じなはずだ。

　猫猫が愛凛を妃として見られないのは、妃という役割でこの後宮に入ったとは思わないからに過ぎない。

　愛想の良い模範的な侍女に扉を開けられ、前回と同じ部屋に通される。

　中に入る前に、つんつんと燕燕に袖をつつかれる。

（はいはい、わかっていますよ）

　猫猫は共犯だが、主犯は姚がやってくれるという。猫猫としては燕燕のほうが、臨機応変に対応できると思ったのだがそうはいかない。燕燕はあくまで姚を引き立てる役割なのだ。

　さて、問題はいつ言い出すかだ。

　わざわざ呼び出しただけに、熱っぽい顔をした愛凛がやってきた。演技なのか、本当なのかよくわからない。ただ、火ほ照てった頬ほおは妙な色香がある。

（胸でけえな）

　体調が悪いということで寝間着に近い恰好だ。侍女の一人が「はしたない」と言いたげな視線を見せていた。

　燕燕がちらりと姚の胸と見比べていたことは黙っておこう。これ以上、育てる気だろうか。

「それでは脈拍をとります」

　いくら色っぽい恰好をしても、ここにいる男には、大切なものがない。じじいとおっさんで、すでに枯れているので色仕掛けはきかない。

　症状を見て、おやじが薬を用意する。首のあたりが凝っているようなので、葛くずを配合した薬だ。

「ただの風邪です。慣れぬ環境で疲れが出たのでしょう」

「ありがとうございます。先日も思いましたが、この国の医者は呪まじないをするわけではないのですネ」

　愛凛が不思議そうな顔をして言った。

「そういう医療を行う医者もいるようですが、私はそういうやり方をしないだけです」

　おやじは『呪い』という怪しい行為に関しても否定しない。

「ないわけではないのですね」

「呪いがよろしいのであれば、得意な者を連れて来たほうがよろしいですか？」

　おやじの問いかけに、愛凛は首を横に振る。

「いいえ、むしろないほうがいいと思っていました。こう見えて、私は昔、巫女みこ見習いとして仕えていたのですよ。違う教えを説かれた場合、困りますから」

「そういうことでしたか。巫女信仰なら仕方ありませんね」

　後宮に入じゅ内だいしても、信仰まで捨てさせるほど主上は厳しくない。個人の信仰としてひっそりやっている分なら寛容なのだ。

（国を捨てたのに）

　信仰とは簡単に捨てられないものらしい。

「砂シャ欧オウの巫女信仰は知っております。祭事の際はどうされますか？」

　後宮内で神を祀る催しがある。

「問題ありません。参加を許してもらえれば、ちゃんと郷に従いまス」

　柔軟な対応だ。

　雑談を横で見てうずうずしている姚がいる。やはり話しかける時機チャンスをつかみ損ねているようだ。このまま、何も話しかけないほうがいい。

　しかし、そこを上手く補佐するのが出来のいい部下というものだ。

　ぱりっと、診察中の部屋の中で小気味よい音が聞こえた。

　卓テーブルに用意されてあった茶菓子、薄焼きの煎せん餅べいを食べる音だった。燕燕が無表情のまま、煎餅を食べていた。

「燕燕！」

　姚が燕燕を叱責する。姚が口を出したので、おやじもやぶも出る幕はない。しかし、普段の燕燕ならこんな無作法で奔放なことはしないだろう。

「申し訳ありません。とても美味しそうだったもので」

「別にいいですよ。そのために出しているのですかラ」

　けだるげな顔をしたまま、愛凛が言った。

　それを待っていたのか燕燕はちらりと姚に目配せする。姚はここでようやく意図に気付いたようだ。

「確かに美味しそうだわ。先日いただいた菓子もとても美味しかったです。とても変わった白いお菓子でした」

　ちょっと変わった形をした[image: ]干クッキーだが、白くはない。つまり、暗号が解けたと表現しているのだ。

　愛凛は表情を変えず、代わりに侍女が不思議そうな顔をしている。[image: ]干クッキーに紙切れが仕込まれていることを知らないのかもしれない。もしくは籤くじとでも言いくるめられたのだろうか。

「それは良かったです。実は菓子作りは趣味なのです。今日もありますのでよかったら持って帰ってください」

　軽く笑みを作る愛凛。姚の言った意図を読み取ってくれたかどうか、表情では判断しづらい。どんな菓子をくれるかが見ものだ。




　愛凛からもらった菓子は、今度はなんのひねりもなかった。後宮を出て仕事終わりに、三人で示し合わせながら確認した。文が一枚入っていただけだ。宿舎近くの食事処で待つと書かれてあった。三人とも同じ文が入っていたところを見ると、やはり合格は三人一緒でないといけなかったらしい。

　王都の北部にある店は高級店が多い。猫猫たちが待ち合わせ場所に指定された店もまた上位の高級酒楼だった。官僚が多く、ゆえに個室も準備されている。

「浮いているわね、私たち」

　酒楼、名前の通り酒を出される店だ。高い建物は豪奢であり、品はあるものの十五の娘である姚にとっては馴な染じみのないものだろう。

　女三人だけで立ち寄る場所ではない。

　客の多くが大人の男性で女性の姿は給仕を除くと、ほとんど見られなかった。こういう場所に立ち寄るべきではないというのが一般的な考えだ。もっとも、酒の席も花街で慣れている猫猫にとっては、周りの視線が冷たくとも気にすることはなかった。ここには、理性が飛んだ酔っ払いがいないだけましだ。

　上品な化粧をした給仕がやってくる。

「何か御用でしょうか？」

　客として見ていない。もしかしたら、求人と間違えた可能性もある。

「西の客です」

　猫猫は文に書かれてあった通りのことを口にした。給仕は納得したように、猫猫たちを奥へと案内した。




　案内された部屋に入るなり、猫猫は緊張からとてつもない脱力感に見舞われた。

「やあ」

　小柄なくせ毛の丸眼鏡をかけた人物が果実酒を口にしていた。いや、酒ではなく果実水かもしれない。

　変人軍師の甥であり、養子の羅ラ半ハンである。もう一人男がいるが、羅半がたまに連れている護衛で、話には一切口を出さないから無視していいだろう。

「この人は……」

「知っているの？」

　燕燕は先日、変人軍師が倒れた際に会っていた。姚は留守だったので知らない。

「無事、たどりついてよかったよ。もし、来なかったらどうなることかと思った」

「帰る」

　くるりと振り返る猫猫を姚ががっちり腕を掴つかむ。

「なんで帰るっていうわけ？　というか、あなたも知り合いなの？」

　疑問符を浮かべながら猫猫と羅半を交互に見る。

「こちらは羅半さまです。猫猫さんは漢太尉のご息女ですから」

　変人軍師の正式名称だ。やはり調べていたか、と猫猫は苦虫を噛かみ潰した顔をする。

「他人です」

　猫猫はいつものように返す。

「おや、よく知っていたね」

　羅半が感心して言うと、なんでもないという顔で燕燕が返す。

「あれだけ、毎回顔を出されては調べてしまうものでしょう。一部では暗黙の了解となっているようでしたけど」

（あの変人め）

　猫猫は心の中で悪態をつく。大体、ろくでもないことしかしない。先日、自分で食中毒を起こしてから毎食、部下に食べるたびに観察されているらしい。

「そして、この方は、漢太尉のご子息です」

「お兄さん？」

　姚が首を傾げつつ言った。

「そうだよ」

「違うよ」

「どっちなのよ？」

　ここではせめて姚だけでも引き入れておかないといけないと猫猫は思う。

　だが、姚は猫猫を睨にらむ。

「つまり、あなたの身内だってことは最初からぐるだったわけね？」

　違う方面で誤解されたようだ。確かに、知り合いが首謀者だとわかればそう思うのも無理はない。

「それは違うよ」

　否定したのは、羅半だった。

「これくらいの謎なぞが解けないような人間なら、たとえ身内であろうといらないよ。だって、使えない者を送り込んでも、厄介ごとが増えるだけさ」

　丸眼鏡は狐目をさらに細くして言った。猫猫をかばって言ったのではない、これが羅半の本心だ。実の親を裏切り、家を追い出した食わせ者、それが羅半だ。

　燕燕が軽く口を曲げていた。笑みのようだが、皮肉さが混じっている気がする。羅半がどんな人物か噂うわさで聞いているのかもしれない。首を傾げている姚に比べると、ずいぶん世間擦ずれしている。

（むしろ世間慣れしていない主を補佐するためにこうなったのかもな）

　人事としては間違いなかろう。

「立ち話もなんだ。食事をとりながらゆっくり話そうじゃないか」

　猫猫は不機嫌さを顔に表しつつ、席についた。立場的に羅半のおごりになるはずだ。せいぜい、高い品物を注文しよう。




「というわけさ」

　気軽な口調で羅半は言ったが、内容はけっこう面倒くさいものだった。わざわざ要人御用達の店の個室を選ぶだけのことはある。密談すべき内容だった。

　いろいろ噛かみ砕いていえば、愛凛の後宮入内は羅半が噛んでいた。これは知っている。理由は愛凛の政敵が権力を掌握しようとしているため、なおかつ命の危険を感じたからだそうだ。

　食糧輸入を頼んだのはある意味、命綱を作るためだったといえる。飢き饉きんのときに、食い物を握るというのは大きい。それで対抗しようとしたわけだが。

「それすら無視してきたわけだ」

　民のことを考えると気がひけたが、まず暗殺されては意味がない。なので、この国、茘リーの後宮に入ることにした。表向きは亡命ではない、むしろ他国とのつながりを見せることができる。

　猫猫は首を傾げる。

「疑問があるのか？」

「いや、どうも砂シャ欧オウは女がよく出てくるなと思って」

　この国ではまず考えられない。後宮内ならともかく、外では女たちはまず男より位が高くなることはない。官女になるにしても、花嫁修業の一環という考え方である。

　確かに、政略結婚の道具としては重要かもしれないが、愛凛ほど口出しできることはなかろう。

「そんなことも知らないの？」

　珍しく「ふふん」と鼻が高そうにしている姚。どうにも、猫猫が知らないことを自分が知っているというのが嬉しいらしく、説明したくて仕方ないようだ。だんだん、この娘の性格が可愛く見えるようになってきた。

「砂欧という国は、二つの柱で成り立っているの。一つは、王。もう一つは巫女みこなのよ」

　巫女の話は少し聞いたことがある。砂欧では巫女がおり、占いで政治に口出しすると。昼に『巫女信仰』と言っていたのはこのことだ。

「そうだね、よく知っている」

　姚の言葉に羅半が付け加える。姚も燕燕も顔立ちが整っているのでどこか嬉しそうだ。

「本来、政まつりごとの最終決定権は王が持っているのだけど、ここ最近の情勢は違う。巫女はあくまで偶像もしくは象徴として、幼い娘がなっていたんだ」

　本来、数年から長くて十数年しか在位しない。理由は、巫女というものが、初潮を迎えていない若い娘に限られるからだ。

「でも、今の巫女はもう四十路。王よりも年上となれば、本来、くちばしを突っ込むべきところではないところに突っ込むわけだわ。さらに、それによって女たちも政治に口を出す力が強くなったわけよ」

「なるほど」

　いくつかはすでに知っていた話だが、改めて納得する。

（四十路過ぎても初潮が来ないか）

　猫猫にはそちらのほうが気になった。稀にある話だ。原因はいくつかある。その当人たちにとってはどう思っているかわからないことだが、猫猫としては残酷なほどに興味深い。

「過去にもそのような例はなかったのですか？」

「それは本題につながるから、僕から詳しく説明しよう」

　豚の耳の薄切りをつまみながら羅半が言った。

「過去に同じ事例は数件あったらしい。ただ、来るべきものが来ずとも、二十を過ぎたら次の代に移るそうだ」

　政治的にも、象徴的にもそのほうがいいだろう。

「ではどうして、今の巫女みこはまだ続けている」

「今の巫女は特別なんだよ」

　懐から一枚の紙を出す。美人画のようだが、髪色は薄く描かれている。

　以前見た、絵描きの絵によく似ていた。白い髪に目は赤い。

「今の巫女は白子アルビノなのだ。巫女として選ばれる子どもにはいくつも条件があり、その中で最も尊いといわれるのが白い子どもだそうだ」

　巫女の中でも稀な白子だ。慣例を無視して、いまだ在位しているという。

「……」

　ここでようやく合点がいった。

『白い娘の正体を知りたいか？』

　美人絵画家が見た西方の白い美女。もしかして、その美女が巫女だったかもしれない。年齢的にもぴったり合うのではないか。

　白子は本来、持っているはずの色を作り出す何かが欠けているという。白い赤子は偶然生まれることもあれば、血筋的に生まれることもある。茘リーでもそうだが、砂欧でもごく稀なはずだ。

「その巫女が、今病に臥せっている。それで、我が国の医師を頼ってきたのだが、相手が元宦かん官がんであろうと、巫女は男に触れられてはならぬらしい」

「それで医官付の官女を」

「ああ。場所が場所だけに、長旅もしなくてはいけないし、何より国際問題に発展することもある。かなり臨機応変に対処できる人材がいる」

　今回の選抜が特に変わっていた理由はそういうわけだったか。

「誰も受からない可能性があったのでは？」

　燕燕が言った。

「いなかった場合、別の人物に行ってもらうことになっていた。あくまで最終手段として」

　どんな人物だろうかと考え、ふと男装がよく似合う麗人を思い出した。翠スイ苓レイなら出自を抜かせば、誰よりも適材かもしれない。あくまで囚われの身なので、避けたいところだろうが。

「話を読むに愛凛妃は、巫女の病について心がけているようですね。彼女の政敵とやらの牽けん制せいになるからでしょうか」

「おおむね間違いじゃないかな」

　曖あい昧まいな物言いだ。確かに、羅半の言っていることには矛盾がない。ないのだが、猫猫は妙に引っかかっている。

　上手い嘘うそは、巧妙に真実が混じっている。羅半の場合、嘘は言っていないが本当のことも言っていない気がする。

（ここでかまでもかけるか）

　いや、下手なことをすれば姚はともかく燕燕に気付かれる可能性がある。

　猫猫はとりあえず黙っておくことにした。










八話　思惑の思惑







　やはり裏があると確信したのは、久々の休みの日だった。花はな街まちの状況も気になる。宿舎を抜け出すとこっそり緑ろく青しょう館かんへと向かった。

　文には特に問題ないと書かれていたが、そのとおりらしい。昼の店はのんびりしており、禿かむろが玄関を掃除し、悪餓鬼が猫の毛マオ毛マオと戯れていた。

「そばかす!!」

　毛毛を抱えたまま趙チョウ迂ウが走ってやってきた。毛毛は足をじたばたさせ、趙迂の腹を蹴って逃げ出すと、猫マオ猫マオの後ろに回った。
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　一応、猫猫のことはまだ覚えているらしい。猫猫は毛玉をひょいっと抱き上げて、塀の上においてやると、毛毛はそそくさと走り去った。薄情な毛玉だ。恩返しにあとで貴重な生薬でも持ってきてもらいたい。

「おい、なかなか帰ってこないのはどういうことだよ」

「お勤めなんだから仕方ないだろ」

　猫猫は抱きついてくる趙迂を面倒くさそうに頭をつかんで押しのける。

（ん？）

　なんだか身長が伸びていないか、と猫猫は趙迂を見た。毎日、外で遊び回っているのだろうか、肌も少し焼けている。前歯はしっかり生えそろって間抜けさはなくなった。

「左サ膳ゼンはいるか？」

　薬師見習いについて聞く。

「うん、今、片目のにいちゃんといるよ」

　克コク用ヨウもいるらしい。

　猫猫は、顔なじみの妓ぎ女じょに軽く挨あい拶さつしながら、緑青館に間借りしている薬屋に入る。話し声が聞こえた。

「うん、要点はちゃんと丁寧にまんべんなくすりおろすことだよ。なぜって、混ぜるときに少しでも偏かたよると、作った丸薬の効能が下がるからさ」

「ふーん」

　すりこぎでごりごりと粉を作る左膳に、克用が丁寧に教えている。ちゃんと仕事をしているようで偉いのだが、狭い薬屋に野郎二人が密着して作業をしているのを見るとむさくるしくて仕方がない。

　暑いのは承知のようで、窓や扉が全開で風通しが良いのだが、それもまた問題だった。

（腐ってる）

　野郎二人が密着して話をしている姿をにやにや笑いながら見ている妓女が数名。克用は顔半分さえ隠していれば美形だし、左膳は地味で目立たない顔だが不細工とまではいかない。

　女たちの中には、男同士の恋愛について興味がある者も少なくない。男娼こと陰間を緑青館では扱っていないので、妓女たちにとってはなかなか楽しいものらしい。

　そんな風に見られているとはつゆ知らずの二人の間に、猫猫はずかずかと入っていく。

「問題はなさそうだな」

「あー、ちゃんとやってるよー」

　相変わらず阿呆そうな口調で克用が返す。

「いや、けっこうきつきつなんすけど」

　ちょっと恨みがましい目をしながら左膳が言う。

「特に問題はないようで何より」

「ねえ、俺の話聞いてくれよ！」

　文では大丈夫と書いていたではないか。それともやり手婆ばばあに書かされたのだろうか。聞いたところでぐちぐち言われるだけなので無視する。けっこう左膳はねちっこい。

　猫猫は、軽く薬屋の中を確認すると、変なものが増えていないか、何か切らしていないかだけ見て行く。

「これなんだ？」

　薬ではない、だが見たことがないものが棚の上にあった。薄い煎せん餅べいのような、菓子に見えなくもないのだが、点心おやつだろうか。

「ああ。それ。新しく作ってみたー」

　克用は薄い煎餅を一枚とると、すりつぶした薬を上に乗せる。

「こうやってばりばりって食べて服用するんだ。もしくは、溶かして柔らかくして包んで飲み込む」

「へえ。初めて見たな」

　猫猫は素直に感心する。良薬口に苦しというが、薬を買わない理由として不味いこともあげられる。猫猫は、蜂蜜を混ぜるなどして飲ませていたが、蜂蜜はそれ自体が高級品だ。舌に触らないようにして飲み込めば、味を調える必要はない。

「でも、これ飲み込むの大変じゃないのか？」

「だよね。子どもや爺婆にはすすめない。喉に詰まっちゃうから」

　水もちゃんと用意するといわんばかりに、水差しを振る。

「でも、西方ではけっこう一般的な飲み方なんだって。人種的に唾液が多いからだって聞いたことがある」

「……詳しいな」

　猫猫は目をちょっと輝かせる。克用は阿呆そうに見えるが、医学の知識はしっかりしている。

「そういえば、克用はどこで医術教わったんだ？　まさか独学というわけじゃないだろ？」

　基本がしっかりしているのはさっき左膳に教えていたのを見ていてもわかる。

「ははは。引き取ってくれた人がさあ、西方の国の人だったんだー。金色の髪で、髭も体毛も濃い人だったよー」

「砂シャ欧オウ人か？」

「うーん、もっと西の人かなー？」

　その話に興味を持たない猫猫ではない。

「そっちの言葉喋しゃべれるか？」

「ちょっとだけー」

「その育ての親って今どこにいる？」

　猫猫としてはできれば会って話したいところであるが。

「あー、死んだよー。これでねー」

　克用は疱ほう瘡そうのあとを指しながら言った。

「そうか」

　ちょっと残念に思う。医者が病気にかかって死ぬことは珍しくない。むしろ多い。誰より、病気の人間と接するのだから。

「話、盛り上がってるとこ悪いけど」

　蚊帳かやの外にいた左膳が猫猫をつつく。

「あっちで呼ばれているぞ」

　左膳がさす方向に、やり手婆と羅ラ半ハンの姿があった。




　猫猫たちはいつも通り密会用の部屋を用意された。

　やり手婆の面白いところは、見返りが多いほど部屋の豪華さが上がることで、今日の菓子は中の上程度だった。ちなみに羅半の養父が来たときは、欠けた茶碗にぬるい水しか出されない。箒ほうきで叩きだされないだけましになったほうだ。

「今日が休みだと聞いて、いるかなあと思ったらいてよかった」

「いや、ちゃんと調べてきただろ」

　こういうのは用意周到でやるのが羅半だ。

「ってか、前置きはいいから単刀直入に話を進めてくれ。こっちは忙しいんだ」

「いや、さっき普通に駄弁ってただろ？」

「なんかおまえと話していると、それだけで時間がもったいない」

「おまえとはなんだ。お兄様と呼びなさい」

　このやりとりはもう十分だ。早く話を進めてもらいたい。

「用事ってのは、どうせ医官付官女の件だろう」

「話が早くて助かる」

　羅半は用心深い。姚ヤオも燕エン燕エンもちゃんと身元を調べ、性格的に問題ないかと見てきたのだろうが、それでも本題に入るわけにいかなかったようだ。

「砂シャ欧オウの巫女みこの容態を診ることなんだが、もう一つ気になることがあるんだ」

「どういう？」

　猫猫は首を傾げる。

「もし巫女が巫女じゃなかったらという話だ、意味わかるか？」

　意味がわからない。

「情報はもったいつけず単刀直入に」

　猫猫は饅頭を手に取り半分に割る。中には甘い餡が入っていたので、舌打ちをすると半分だけ口にして残りを羅半の皿に入れた。

　猫猫は甘い物はそんなに好きじゃない。残念だが、やり手婆は猫猫の好みではなく羅半の好みを優先する。

「巫女の条件を聞いただろ。初潮が来ていない娘に限ると」

「ああ。でも、実際、一生来ない女もいる」

　珍しいことだが、おかしいとは言い切れない。

　だが。

「その巫女とやらが、子どもを産んでいたとしたら？」

「……」

　ぴくりと猫猫の顔が引きつる。

「前提はひっくり返る」

「……いつ頃？」

「巫女は一時期、体調が悪く砂欧の都から離れた場所で療養していたことがあったそうだ。二十年くらい前から数年ほど。ちょうど、その頃、愛アイ凛リーン妃は巫女見習いとして出仕していた」

（巫女見習い──）

　愛凛は、巫女になるために、出仕していたのだろう。そうなると、今の巫女がいなかったら巫女になっていた可能性も考えられる。

　ふと、絵描きが白い美女を見た頃はいつだったかを思い出す。そうそう白い女がいるわけがなく、巫女というお偉いさんなら旅の絵描きが見えるような存在ではなかったはずだ。

　でも、田舎で療養しているのであれば納得がいく。

　そして、その巫女みこが療養の間に子を産んでいたとすれば。

「白い巫女から白い娘が生まれてくる可能性はあるのか？」

「……自然に生まれるよりは高い程度だと思う」

　父親が同じく白子アルビノであれば、ほぼ確実だろう。それはないにしても、完全に否定できない。

　もし、巫女が子どもを産んでいたとして、問題になるのは一つではない。

「その子どもが白パイ娘ニャン々ニャンとでも？」

　にこりと不気味に笑う羅半。

「正直わからないけれど、合点はいく。白娘々は、今大人しく幽閉されている。でも、誰からの命でやったのか口を割ろうとしない。愛凛妃は、同じ特使であった姶アイ良ラの仕業だと口にしているけどね」

　妙に白娘々に対して、皆が慎重な構えを見せるわけだ。

「愛凛さまは当時、その赤子を見たとでも？」

「だからこうして僕たちに依頼しているのかもしれない」

　どういうわけか、白娘々が他国で厄介ごとを起こしている。砂シャ欧オウとしても白娘々の存在は厄介なものでしかなかろう。

　ただ、それを好都合と思う人間がいるのかもしれない。

「一応聞いておくが、愛凛さまを追い出した政敵というのは、その巫女じゃないよな？　だったら、辻つじ褄つまが合う部分が出てくるんだけど」

　愛凛は姶良のせいにしているが、実は自分で白娘々を操っていた。理由は恨みがある白い巫女を陥れるため、白娘々を使って世間を騒がせていたとしたら。近い将来、砂欧が茘リーに頼る時に、巫女が出しゃばることがないようにと。

　巫女の娘かどうか調べろというのも、それだけで切り札となりうるからだ。

（考えすぎか）

　猫猫は頭を振る。でも、なぜそんなことを調べろというのだろうか。

「とりあえず、今、僕は愛凛妃の言動が正しいと仮定して行動している。彼女は巫女と敵対していない。ただ、巫女が隠し事をしていることを確かめたいそうだよ。簡単に言えば、事実がわかれば脅してこちらに引き込もうという算段なのかもしれないね。元々、姶良が白娘々を放ったのも、巫女を陥れるためだと言っていたから、敵の敵は味方にしたいといえばわからなくもない」

「さらりとえぐいこと言うなよ」

　とはいえ、政治とは一枚岩ではいかず、三枚、四枚と複雑なことは珍しくない。政治的に負けた愛凛はどんな手を使ってもやり返したいのだろうか。

（だけど、昨年来たときはそんな風には見えなかったのに）

　女特使二人、揃そろいの服装でいてまるで双子の姉妹のようだった。一年ちょっとの間に何が起きたのだろうか。

「おまえ、愛凛さまが美人だから、それで甘くなっているんじゃないのか？」

「何を言うんだね。お兄さまに向かって」

　無視する。相手にしていられない。

　政治に関わる者はいつ誰が敵になるかわからない。つまり、愛凛はこちらが白娘々を確保していることを知って、後宮入りしたということか。今後、巫女みこを味方に引き入れたとして、砂シャ欧オウに帰るつもりだろうか。

（ややこしいな）

　疑問に思う点も多い。巫女を味方にするためとはいえ、勝手に他国の人間に白娘々の秘密を話している。砂欧にとっては大きな問題ではないか。

（なにかいろいろあるのかもしれないけど）

　猫猫のような政治に疎うとい人間にはわからないことはたくさんある。ただ、下手に白娘々を処刑できないことだけはわかった。今はそれだけ理解していよう。

「何が言いたいのかよくわからないというのなら、こういえばわかるか？」

　羅半が猫猫の考えをくみ取ってくれる。

「もし巫女の子が白娘々であるとわかったら、それを保護している限りこちらは巫女に貸しを作っていることになる。同時に、こちらの手元に白娘々がいる限り、愛凛を追いやった姶良への牽制となる」

　白娘々が外交の鍵となるわけだ。猫猫の顔が引きつる。

「さすがにここまでの内容は言えないだろう」

　誰にといえば、姚や燕燕にだ。

「だからって私を巻き込むな」

　眼鏡をかち割りたくなる。

「もしおまえが合格していなかったら、本当にどうしようかと思ったよ。翠の貴人にでも頼むしかないが、立場上、いろいろ面倒くさいからな」

　翠の貴人とは、翠スイ苓レイのことだろう。存在しないことになっている者を使うとなれば、まず身元から作らねばならない。適当に官の娘にでっちあげるのだろうが、本来の身元が問題だ。彼女もまた出生に一癖ある人物だ。さらに、以前は医局に出入りしていた。一度死んだことになっている彼女が甦ったのなら、皆、驚こう。

　猫猫も今回の受験でどんな身元にされるかと心配して、あらかじめ羅ルォ門メンの養女として扱ってくれと言っておいた。今はちゃんとした医官をやっている羅門が身内ならまったく問題ない。

「しかし、今度は砂シャ欧オウまで行けってことか？　西の都ですらあれだけきつかったのに」

　往復で一体どれだけ時間がかかるかわからない。

「いや、その点は大丈夫だ」

　猫猫が半分に割った饅頭をつまみながら羅半が言った。

「巫女みこは都までやってくる」

「はあ!?」

　猫猫が怒気をはらんだ声で言った。

　羅半は驚いて饅頭を喉に詰まらせ、茶をすする。

「どういうことだ？　病気で診てもらいたいって人に長旅させようっていうのか？」

　猫猫はこめかみを引きつらせながら言った。

　口の端に茶のしずくをつけた羅半はどうどうと、手のひらで猫猫を制する。

「それが政治だ。砂欧にとっても茘リー、この国は大きな役割を持つ。大きな式典にはそりゃ顔を出したいところなんだよ」

「大きな式典？」

「知らないか？　正室が決まり、その御子が東宮となられる。玉ギョク葉ヨウ后の家は、正式に『名』が与えられる。国境付近で力の強い后の生家だ。砂欧もいい顔をしたい」

「ああ」

　東宮のお披露目だ。他国から使者も来ると聞いていた。

（今までの東宮は短命の子ばかりだったから）

　式典など行う前に死んでしまっていた。

　まだ、今の東宮も一歳に満たないのだが、そこのところは政治がらみの話が混ざっているのかもしれない。

「長旅とはいえ、砂欧には大きな海路がある。季節風に乗れば、陸路よりよほど早くつくんだ」

「それでも」

　他国で何かしら問題があったら、責任を押し付けられるのではないのかと不安になる。他国の重鎮を迎えるのにはそれくらいの弊害が生じる。政敵にとっては、むしろそれが狙いなのかもしれない。

　だが上手くいけば、砂欧と強いつながりが持てる。

「やりたくないかもしれないがやらなくてはいけない。だからこうして頼んでいる」

「……」

　猫猫はむすっとしながら、冷えた茶を飲んだ。

　聞いてしまった以上、もう知らんぷりはできないのだ。

「ちなみにこれを考えたのは壬氏さまだ」

（あの野郎）

　猫猫の口から出かかってなんとか止める。

　壬氏も立場としてなりふり構っていられないのだ。でも、迷惑かけられる身にもなってもらいたい。

「特別手当は出るんだろうな？」

「そこのところの交渉だけは任せておけ」

　眼鏡をきらりと輝かせ、胸を叩く羅半。そこだけは一番頼もしかった。










九話　皇后







　妃が后になる。もう表向きには、玉ギョク葉ヨウ后は正室であったが、それを明白に周りにも見せることは重要らしい。

　戦とは圧倒的に力の差があればあるほど、被害が少なくなる。もし、同じ位の妃が同じころに男児を産んだとすれば、血の雨が降るものだ。正室として玉葉后となったのは、同じ上級妃であった梨花妃が子を産む前である。

　梨花妃の血筋は、后になるにふさわしい。だが、前に男児を産んだ際、正室にならなかったのには理由がある。

（子が長生きするかわからなかったことと、ある意味血筋の問題）

　帝は近親婚を避けている傾向にある。先の帝の時代、繰り返された近親婚によって弱った血筋は同じ流行病でどんどん亡くなっていったようだ。

　梨花妃が国母としての資格を有しながらなれないのは、彼女の資質とはまた別のことだ。

　あともう一つあるとすれば。

　今後、他国との関係で玉葉后の一族とは仲良くしておく必要があるのだ。

　ともあれ、今現在、玉葉后は頂点に近い雲の上の人であられる。初対面の人間が委縮してしまうだろうし、実際委縮していた。

「ふふふふ。点心おやつは気に入ってもらえるかしら？」

　久しぶりのたおやかな声の主は、甘さを控えたお菓子を準備してくれた。給仕をするのは有能な侍女、に見せかけて噂うわさ好きのきらきらした目が見え隠れする桜イン花ファだ。世話好きの明るい侍女は半年ちょっと会わずとも変わらず接してくれるらしい。残念なことに、そばで侍女頭の紅ホン娘ニャンが目を光らせているので声をかける真似はしないが、お目付け役もすぐそばを離れていく。

（一つつまんでいいですか？）

　そんな余裕がある猫マオ猫マオと違い、隣に座った姚ヤオは氷のようにかちこちになっている。燕エン燕エンは無表情ポーカーフェイスなのでわかりにくいが、ちらちらと姚を見ているので心配しているのがわかる。

　後宮で妃たちの往診に慣れてきたころ、ようやく猫猫たちは玉葉后の往診の付き添いをさせてもらえるようになった。

　玉葉后としてはこの時を待っていたのだろう。わざわざ猫猫が医官付の官女になる試験を受けるようにと推薦したくらいだ。そして、猫猫が来たとならば、数少ない娯楽の時間だと考えるに違いなく、現在、茶会のようなものが行われている。

「あ、あの、漢医官は？」

　姚が桜花に聞いた。漢医官とは、おやじのことだ。おやじの正式名は『漢羅ルォ門メン』である。

「はい、今は東宮を診ておいでです。せっかくですので、鈴リン麗リーさまと侍女たちも診てもらうことになりました。何もすることがありませんので、お茶でも楽しみましょうと玉葉さまが」

　紅娘が出て行ったのは、その様子を監視するためだろう。

　鈴麗公主ひめはずいぶん大きくなった。よちよち歩きだった子どもは、宮に着いたとたん客人だと走り出して見学に来ていた。お転婆なところは玉葉后に似たらしい。あいにく、猫猫のことは覚えていないようだが、来客はみな遊び相手という認識らしくずっとついてきていた。途中、紅娘に連れられ悔しそうに出て行ったがまたやってきそうだ。

（建前だなあ）

　正面に座った玉葉后の目はきらきらして、面白い話が聞きたくて仕方ないようだ。

（そんなねたはないんだが、あっても話せないんだが）

　いや、軍師ねたがあるか、と思ったが、あの人物の話はしたくないので却下する。

　桜花もちゃっかり座っていた。

「ねえ、たまには面白い話など聞きたいのだけれど、何かないのかしら？」

（やっぱ無茶ぶりきた！）

　これですっと面白い話が出てくれば、猫猫は口下手とは言われないだろう。だが、残念なことにそんな舌先三寸で言える性格ではない。

　しかし、意外な人物が手を挙げる。誰かといえば燕燕だ。

「お気に召すかわかりませんが」

「あら、本当？」

「昔あった事件の話なのですが、よろしいですか？」

「あら、楽しみ」

　興味津々の玉葉后。燕燕は普段無口なのとは打って変わってつらつらと語り始めた。




　〇●〇




　昔、とある場所で料理人による料理対決が催されました。料理人は矜きょう持じとともにとあるお屋敷の料理長の座をかけていました。

　一人は昔からその地方に住む料理人で、もう一人は遠い地方から流れてきた若い料理人でした。

　お題は、主人が好きな卵料理と湯圓ダンゴでした。主人は茸きのこも好きなので、高級な茸も用意されました。料理人はどちらも腕に覚えがあります。なので、地味な題材でもしっかりと料理に打ち込んだのですが。

　どちらの料理も甲乙つけがたいものになるはずでした。しかし、一方の料理人、若い料理人は上手くできませんでした。特に、卵料理があまりにひどい出来のものを作ってしまい、とてもお屋敷の主人に出せるようなものではありませんでした。

　せめて、湯圓だけでもと出したものの、それを食べた主人は激昂し、料理人を手打ちにすると言い出しました。

　料理人にはまったく意味がわかりません。材料も、すでに用意されたものしか使っておらず、使った材料についてはもう一人の料理人も同じです。

　どうして、料理に違いが出たのでしょうか。




　〇●〇




（面白い話というより）

　猫猫には謎なぞかけのように聞こえた。どこか試すような雰囲気が燕燕を見ればわかった。

「どうして料理を失敗したのかわかりますか？」

　ちらりと猫猫を見た。この流れは大体覚えがある。

「普通に料理をして失敗したのではないのかしら？」

　口を出したのは桜花だ。翡ひ翠すい宮の頃と同じく、家庭的アットホームな雰囲気は変わりないようだ。

「まだ若い料理人って言ったわよね」

「ええ。でも料理人としては一流で、だからこそ遠いところから呼び寄せられたのです」

　補足を付け加える燕燕。主人の姚は静かに座っていた。神妙な顔で茶の揺らぎを見ている。

（料理の失敗、余程ひどいものができた）

　湯圓ダンゴも食べて明らかにまずいというのであれば、塩、砂糖を間違えるほどひどかったのだろうか。

（味覚障害？）

　でもないだろう。考えられるとすれば、元から何か違う味が付いていたとしたら。

「いくつか質問です」

　猫猫は挙手をする。

「なんですか？」

「どんな水を調理には用いましたか？」

「水っていえば、普通に水じゃないの？　まさか海水を使うなんてことないでしょ？」

　桜花が首を傾げる。猫猫に代わり燕燕が首を振る。

「海水ではありません。でも、そこは真水が貴重な場所でしたので、飲み水以外は塩が混じったものを出すことが多くありました。もともと水が硬く、岩塩が産出されるので混じることが多かったのです」

「つまり、湯圓を茹でる際、よそ者で水の性質を知らなかった料理人は塩水を知らずに使ったというわけですね」

　猫猫の答えに、燕燕はゆっくりと頷うなずいた。桜花も納得したように手を叩く。たまに料理を作るこの侍女は何をやらかしたのか理解したようだ。

　その様子に玉葉后は首を傾げる。

「ねえ、塩水でお湯圓を茹でてはいけないのかしら？」

　玉葉后の質問に猫猫は答える。

「湯圓は中まで火が通ったらすぐすくい上げます。茹で上がると湯圓は自然と湯の上に浮き上がってきますから」

　でも、塩が入ると話が違ってくる。塩を水に入れることで水の重さが変わる。重くなった湯で湯圓を茹でると、中まで火が通る前に浮かんできてしまう。水と塩水では塩水のほうが重いからだ。

「つまり、お湯圓が半生だったということ？」

「はい」

　燕燕も黙って頷うなずいているのでこれは正解でいいのだろう。

「でも、卵料理のほうはどうなの？　これも塩水のせいってわけじゃないよね？」

　また桜花は首を傾げる。

「どんな卵料理を作り、どんな材料が用意されたかわかればこれも答えがでます」

「では何を作り、何を材料にしたと思いますか？」

　燕燕の言葉に猫猫は答える。

「蒸蛋ちゃわんむしに灰樹花まいたけを使ったのではないかと」

　灰樹花は地方によっては高級食材だ。茸きのこと聞いてこれが思い浮かんだ。

「灰樹花は歯切れの良い食感が美味しいので、それを生かすためにあまり加熱せずに蒸したのでしょうね。生の灰樹花は、肉を柔らかくするので、卵もまた固まらなかったと」

「そうなんだ！」

　面白いことを聞いたと目を輝かせる桜花。

「正解です」

　燕燕はちょっと眉をぴくりと動かして言った。無表情だが、なんとなく猫猫にすらすら答えられてつまらなさそうだった。

　さっきから燕燕は饒じょう舌ぜつだが、かわりに姚は静かだ。どこか照れくさそうに俯うつむいたままである。

「じゃあ、その料理人はどうなったの？」

「ご安心ください。別のかたに助けられました。お屋敷の料理人にはなれませんでしたが、別の家で働くことになりました。蒸蛋ちゃわんむしをちゃんとした形で食べたいと言ってくれたかたがいらしたのです。幸運にも屋敷の主人とは面識がある家のお嬢様でした」

「それはよかったわ」

　朗らかに玉葉后は笑う。

「はい。ちょうどその若い料理人には、小さな妹がいておかげで二人とも路頭に迷うこともありませんでした」

　燕燕は口角を上げた。

（普通に笑えるのか）

　優しい笑みはどことなく、気恥ずかしそうな姚に向けられているようだった。

（そういうことね）

　燕燕がなんでこんな話題を話したのかわかった気がした。

　ただ、黙って知らないふりをしてあげるのが、猫猫なりの優しさだろう。




　玉葉后にとっては団らん、姚たちにとっては緊張の時間が過ぎた。

　燕燕の話のあと、ちらほらと世間話をいくつかしているうちに、おやじたちが帰ってきた。きゃっきゃと甲高い声が聞こえると思ったら、紅娘が東宮を抱いて、その横には鈴麗公主がいた。

「健康そのものです」

「それはよかったわ」

　おやじの報告に心底安あん堵どした顔の玉葉后。赤子はもう歯が生えてきているようで、口を開けると白い歯がちょこんと見えた。

「離乳食についていくつか気になる点が」

　おやじが紅娘と后の前で説明する。人間は体質によって体が受け付けるものと受け付けられないものがある。赤子には蜂蜜を食べさせてはいけないし、魚や麦などで体に発疹ができる場合もある。

「新しい食材を食べさせる場合、少量、一度に一種までとしてください」

　何種類も新しい食材を食べさせてしまったら、何か体に異変があったとき、どれが原因かわからないからだ。

（これは皇子だからだよな）

　庶民、特に貧民街に住む貧乏人にはまず食べ物がないため、そんなことを気にする余裕さえない。

　姚と燕燕はおやじが言っていることをしっかり聞いている。ついでにやぶ医者も記帳メモしていた。

「東宮は今度のお披露目の際、出ても問題ないでしょうか？」

　心配そうに玉葉后が聞いた。

　お披露目は、他国からも使者がやってきて盛大なものになるという。

「正直、長時間慣れぬ場所にいることはおすすめできません。慣れぬ環境は幼子を疲れさせます」

　静かにしなくてはいけないときに泣き出すかもしれないし、おむつをかえなくてはいけない。おなかが空くこともあろう。

　二年ほど前に、鈴麗公主を連れて園遊会に出たこともあったが、あのときも大変だった。公主が冷えないように、籠に懐炉を入れて温めて風邪をひかないように気を付けた。

　今回は、さらに長時間外に出ることがあろう。

「できるだけ時間を短くと、私からも打診いたします」

「よろしくお願いします」

　后が慎重なのは、よくわかる。帝の子は、鈴麗公主、東宮、それから梨花妃の男児。皇位継承権については、梨花妃の男児もまた持っている。

　梨花妃が非道なことをするとは猫猫には思えないが、当人とは関係ないところで人は権力に踊らされる。梨花妃の知らないところで、東宮に危害を与えようとする輩がいないとは言い切れない。

　過去に、親愛する妃のためにと、他の妃を毒殺しようとした女官がいた。主人が知らないところで動き、そして失敗する。

　梨花妃を国母に、そう考える人間がいるとすれば、今の東宮は邪魔だろう。いなくなればいいと思うだろう。

　いろんな意味で危ないのだ。

（危ないといえば）

　壬ジン氏シとは最近顔を合わせていないがどうなのだろう。

（あれでも皇位継承権は）

　東宮、梨花妃の子に次ぐ。本来なら、赤子をすぐ東宮にするのではなくもう少し経過を見るものだが、壬氏としては次の帝の地位などまったく興味ない。それどころか、東宮が生まれたことを喜び自分は臣下に下ることを望むきらいさえある。

　でも、それを決めるのは壬氏一人ではなかろう。

（どうなることやら）

　猫猫は東宮の紅葉もみじのような手を見ながら思った。

「あー、もう終わりなのかしら。次はいつ来るの？」

　まだ話し足りないという玉葉后の隣で紅娘が無言のまま立っている。

　后の宮をあとにしようとしたら、後ろからぱたぱたと騒がしい足音が聞こえる。

「はしたないですよ」

　紅娘がたしなめるのは、桜花だった。今は医官たちの前なので静かにたしなめているが、あとで拳骨を食らうことを猫猫は知っている。

「忘れ物があるようで、取りに来てもらえないでしょうか？」

　そう言って桜花は猫猫の手首を引っ張る。桜花の顔はにやりと笑っていた。

　皆が見えなくなったところで、桜花は猫猫の手を離した。

「何か忘れてましたか？」

「やだあ、それは口実ね。あるとすれば、これかしら」

　桜花はあっけらかんと言ってのけて、猫猫の手のひらに何かをのせた。のせられたのは翡ひ翠すいの玉がついた簪かんざしだった。翡翠は玉葉后を表している。以前、翡翠宮の侍女をやっていたときは首飾りをもらった。

「ここの侍女は玉葉さまが皇后になられた記念にと、皆揃いで作ってもらったの。私ももらったわ」

「私は部外者ですし」

「あなたが侍女を続けてくれると思って余分に作っていたの。余らせておくのももったいないから、渡しておきなさいって玉葉さまが」

　そこまで言われたらもらわないと失礼になる。ただ、簪かんざしをもらうことになにかしら意味があることを猫猫は知っている。

「玉葉さまは、まだあなたに仕事をしてもらいたいのよ。その気があったらいつでも戻ってらっしゃい」

　桜花が言った。

（難しい話だ）

　またとはない好条件の話で、断ることはもったいないだろう。きっと、玉葉后のもとで勤められたらそれなりに楽しい日常にはなるだろうが。

（それでも不相応だ）

　身分のあれこれでなく、猫猫の性質としてやや押し込められたものになるだろう。

「そうそう、これだけ渡すと怪しまれるだろうから、ほら」

　桜花は三つ、包み紙を渡す。ほんのり乳酪バターの匂いがした。

「他の二人にもあげてね。猫猫はしょっぱいもののほうが好きだろうけどさ」

　無難な土産物を渡すところも抜け目がない。猫猫は菓子袋を受け取ると、皆が待つ玄関へと向かった。










十話　暗躍







　じめっとした空気が気持ち悪い。髪が首に張り付く。壬ジン氏シは椅子に座ると、山のような書類を見て逃げ出したくなった。

　暑く雨の多い季節の事務仕事は憂ゆう鬱うつだ。壬氏は首の裏の髪を払いながら、執務室の椅子に座り、書類をめくる。誰か汗でぬれた手で触れたのか、文字がにじんでいた。ふうっと大きく息を吐き、壬氏は机の隅に置かれた椀を手にする。中には水出しの茶が入っている。

「……」

　壬氏は茶碗を揺らす。いつの間にか、置いてあった。先ほど、厠かわやに行っている間に置かれたようだ。

「この茶は誰が置いた？」

　聞いたのは同じ執務室にいる文官の男だ。高ガオ順シュンは帝付に戻ってもういない。馬バ閃センの怪我けがが治り、復帰するためだ。つなぎとして、書類整理が得意な者を借りていた。

「はい。先ほど、離席なさった際に、官女が持ってきました」

　壬氏とて人間だ。小用の一つくらい催すことはある。しかし、ほんの一寸の離れた間だけ狙って、しかも『官女』が持ってきているとは。

　執務室の入り口には常に護衛がついているが、壬氏とともに移動したのを見計らったのだろう。

　壬氏の執務室は、基本『官女』は入れないようにしている。宦かん官がん時代に、官女たちが、誰が壬氏に茶を持っていくのかが原因で殴り合いをしていた現場に出くわしてしまったからだ。それ以外にも、茶菓子に呪まじないとして髪の毛や爪が仕込まれていたり、たまたま一人でいたところ、いきなり服を脱ぎだして迫ってきたりと面倒なことしかなかった。

　つなぎの文官は書類仕事が得意でも壬氏の事情については詳しく知らなかったようだ。

　壬氏は机の抽斗ひきだしを開ける。中にある布包みを取り出す。丁寧に包まれた中にあるのは銀色の匙だ。布で匙を包むように持つと、茶をかき混ぜる。

　輝いていた銀の匙はすうっと曇っていった。

　わかりやすい毒でよかったと壬氏は思った。

　その様子を文官は真っ青な顔で見ている。わざと見せつけているのは、様子を探るためだった。銀の匙が曇ることが何を意味しているかくらいはわかるようだ。

　どうやら本当に知らないらしい。

　壬氏は匙を持ったまま、入口にいる護衛に渡す。護衛は表情を変えぬまま、匙を布に包んで懐に入れた。もうすぐ交代が来る。そのあと、渡すのだろう。

「どんな官女がやってきた？」

　壬氏は文官に訊ねる。

「そ、それは」

　しどろもどろだ。「若い」、「あまり身長が高くない」、とあまり役に立たない情報をくれる。生真面目な文官だけに、書類仕事に精一杯でまともに官女を見なかったのだろう。ついでに言えば、文官の机の上にも茶が置いてあった。中は半分ほど飲まれている。

　壬氏は、仕方がないと、もう一本匙を取り出して茶をかき混ぜる。こちらの茶には、匙は反応しない。

「問題ない」

　文官は、少しほっとした顔をしたが、すぐさま「しまった」と言わんばかりに委縮する。

　別に壬氏はそれでどうこう言う気はない。ただ、円滑に書類整理をしてくれればいい。仕事ぶりは悪くないのに加え、壬氏に対し変な目で見ないというところはこの文官の長所だ。つなぎの間はちゃんと仕事をこなしてもらいたい。

「気にせずに仕事を続けてくれ」

　壬氏は毒入りの茶を机の端において、書類仕事を続ける。

　文官は顔を蒼白にしながらも、机へと戻った。

　壬氏は文官に気付かれないように大きく息を吐くと、書類整理を続けた。




　気が休まらない日々が続く。宦かん官がんの振る舞いをやめてから何か月経っただろうか。表に出る機会が増えたため、仕事の量はぐんと増えた。睡眠時間を削る日々が続いた。それでも、十日に一度は息抜きに街に繰り出していたのだが今はもうない。

　壬氏は仕事を終え、自室の長椅子に座っていた。夕ゆう餉げと湯ゆ浴あみは終えているのであとは眠るだけなのだが、昼間のことがあってすぐに眠ろうと思えなかった。

「壬氏さま、水菓子はいかがですか？」

　気を利かせた侍女の水スイ蓮レンが梨を持ってきた。

「食べる」

　少し子どもっぽい言い方だろうが、乳飲み子の頃から知っている乳母だ。誰もいないので許してくれる。

　串に刺した梨を口にすると、しゃりっとした歯ごたえと瑞々しさ、そして甘味が広がる。果汁が喉を潤してくれる。酒の一杯でももらおうかと思ったが、今宵はこれで満足できそうだ。
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「お疲れですねえ。最近は休日も街にも繰り出さず、仕事に精を出されていますが」

「終わらぬものだから仕方ないだろ。これからのことを考えると、副官を増やさないといけないんだが」

「侍女もですよ」

　強調するように水蓮が言った。もう初老の域にいる乳母は、年々節々が痛いと口にしていた。新しい侍女を加えたいところだが、壬氏の壬氏たる事情にてなかなか増やすことはできない。

「あーあ、猫マオ猫マオが戻ってきてくれたらいいのに」

　それもありだなあ、と思いつつ、壬氏は首を振る。むしろ願いたいが、当分無理だろう。

「またこき使われると思っているぞ、向こうは」

「だって、使えない子が周りにいても仕方ないではありませんか？」

　優しい声できついことを口にする。壬氏には甘いが、侍女たちには鬼のように厳しいと言われる女だ。

「とはいえ、老体には今の仕事量が多すぎてきつうございます」

　わざとらしく肩を叩いて見せる。

「あーあ、壬氏さまがさっさと妃の一人でも娶めとってくだされば、少しは私も楽になるでしょうに」

　壬氏は苦笑するしかない。

「下手に妃が増えれば、仕事が増えるのではないのか？」

「いえ、侍女が雇いやすくなります。妃の座を狙うからこそ、目の色を変えて坊ちゃまを物にしようと考えていますでしょ。もちろん、それで無くなるとは思いませんけど、数は減らせますから」

　まるで害虫のように言う。

　妃と言われて、壬氏が思いつく人物は一人しかいなかった。相手にとっては迷惑でしかないとわかっている。深窓の令嬢ならともかく、一人で生きていくだけの力を持った者にとって、壬氏の妃という立場は窮屈でしかないだろう。

「坊ちゃま」

　壬氏の曇った表情を読み取ってか水蓮が寂しそうな声をかける。

「私は坊ちゃまの前は、主上のお世話をさせていただきました。坊ちゃまほどではありませんが、主上もとてもおもてになりましたよ」

「そうだろうな」

「ええ、最初の妃であられた阿アー多ドゥオさまは大変苦労されました。嫌がらせもたくさん受けたのを知っています」

　今は隠居の身である男装の麗人の姿を思い出す。飄ひょう々ひょうとした今の姿からは想像がつかない。

「あまりにひどく、私も手を貸すべきかと思いましたが、気が付けば全員従えていましたけど」

「……」

　やはり阿多は阿多だった。

「最初、主上が乳兄弟である阿多さまを求められたときは冗談だと思いました。だって、いくつになっても追いかけっこをするような、男友だちのような仲でしたから」

　聞いたことがある。男子に生まれていれば、阿多は主上の片腕になれる人物だと。

「玉ギョク葉ヨウ后には申し訳ありませんが、主上は悔やんでおられました。本当は隣にいてほしい人物はもう、横に並べる立場ではないと」

「何が言いたいのだ？」

「いえ、ばあやの戯言でございます。坊ちゃまには後悔のない道を選んでほしいと」

　そう言って、水蓮は一切れだけ残った梨の皿を片付けた。

「後悔のない道を、か」

　難しいことを言う、と壬氏は一人ごちた。










十一話　祭の前







　夏の盛り、都は祭の雰囲気でいっぱいになっていた。異国からの人々が来れば、経済が回る。結果、自然に催しが増え、祭へとなっていく。

　お祭というものは嫌いではない。なんだかんだで周りに活気が出てくる。それが宮廷内でも顕著に現れる。

　どう現れるかといえば。

「働きすぎだ」

　仏頂面の医官が、真っ青な顔をした文官にその一言だ。目の下にはくまがあり、ぼんやりと虚ろな目をしていた。

「睡眠はしっかりとれ。文字通り死ぬぞ」

　睡眠は大切だ。一日、二日寝なくていいと息まいていたのが、年をとってぽっくりぱったりくたばることは珍しくない。一時期、壬ジン氏シもかなり危ないくらい寝ていなかった。花はな街まちに来るたびに猫マオ猫マオは壬氏を寝かせようとした。

　都で店を構えるには役人の許可が必要だ。露店なら勝手に広げているところも少なくないが、ちゃんと大がかりに店を構えるとならば、税の関係上必須なのだ。ばれたら、罰金どころか牢獄へ入れられることもある。

　お祭ごとの前には人が集まる。異国の人間がやってくるので、交易品は前よりも増えているし、それを狙って都に住み着くものも少なくない。

　文官はおかげで書類整理に明け暮れている。

　武官のほうも忙しい。おかげで、最近変人軍師が来る回数が減ったのはありがたい。というより、食中毒騒ぎを起こしたせいで部下たちが包囲網を作っているのが正しいのかもしれない。

　人の流入が増えれば治安も悪くなる。それを取り締まるのは武官の仕事だ。あいにく、文官に比べて武官は訓練の時間を仕事に回せばいいことと、脳筋なのでの一言で倒れる者はいない。

　ただ、怪我けが人は増えた。

「っつ！　もうちょっと優しくできねえのか！」

　姚ヤオが武官の腕に薬を塗っていた。切り傷で三寸ばかり赤い筋が入っている。

（皮が切れたくらいだろうに）

　露店を勝手にはじめて、なおかつ怪しげな薬を売っていた商人がいたようだ。取り締まりをしようとしたら、逆上され刃物を出されたらしい。

「すみません」

　姚は変わらぬ声の調子で返したが、唇をちょっと尖らせている。怒っているというより、泣くのをこらえているように見えた。

　燕エン燕エンはそんな主人をそっと手伝いに行く。よく冷えた茶を「鎮痛剤です」と差し出すのだが、たしかあれは普通の水出し番茶のはずだ。

　医官が官女たちに患者を任せることはまだまだ少ないが、こういう燕燕の気配りに対しては評価しているらしい。医局に対する苦情が減ったようだ。

　そして、猫猫は何をしているかといえば。

　ごりごりと薬を作っている。簡単な塗り薬くらいなら作れるだろうと任されていた。もっと変わった薬を作りたいという欲望をおさえれば悪くない。猫猫は接客には向かないし容姿にしても他二人に劣るのでちょうどいいだろう。

「猫猫、塗り薬を」

　例の焼き菓子の件から燕燕はだいぶ砕けた物言いになってきた。ただ、そんな態度を燕燕がするところを見ると、姚が少し口を膨らませる。燕燕は主人の子どもじみた行動を狙ってやっているのではと思うときがある。

「塗り薬ですね」

　猫猫は塗り薬を渡そうとして、ちらりと怪我人を見る。さっきわめいていた武官だ。たいした傷ではないのにうるさい。

「……」

　猫猫はそっと懐に入れていた塗り薬を取り出すと、渡すはずの塗り薬とすり替える。

（ちょうどいい）

　あれだけ元気なら新しい塗り薬の実験台にしても問題はなかろうと思ったのだが。

「おい、何やっている」

　後ろから声をかけられて驚く猫猫。振り返ると老医官が目を細めて見ていた。

「今、薬すり替えなかったか？」

「なんのことでしょう？」

　しらばっくれる猫猫だが、医官に渡そうとした薬を奪われた。医官は目を細めながら、指先で塗り薬を確かめる。

「おい、何か違うもの混ぜているだろ。これは」

「なんのことでしょうか？」

　もう一度、しらばっくれる猫猫の頭に拳骨が落ちた。

「羅ルォ門メンには、厳しくするように言われているんだ」

　おやじの知り合いとなると、動きにくい。例の縁故採用を疑ってきた医官だ。医局で一番厳しいのは彼だろう。

「何を入れた？」

「……蛙かえるを少々」

　蛙の油を使うといいと聞いて試してみた。実際、蛙から油などほとんどとれず、ようやくできたのが今持っているものだ。

「異国では蛙の油が薬となると聞いたもので」

「言っとくが、聞いたことないぞ」

　そうだ、猫猫も聞いたことがない。ただ、もしかして何か効用があるのではないかと試してみた。ちゃんと毒がない蛙を選び、猫猫の体で異変がないか調べている。さすがに毒性があるかないかわからないものを試すほど非道ではない。

「とりあえず没収だ」

「ああ！」

　没収されてしまった。せっかく、休みの日に田んぼに出て探したというのに。

「あなた、蛙って……」

　真っ青な顔をして姚が見ていた。信じられないと表情が語っている。

「そんなものを薬に入れるなんてどうかしているわ！」

　猫猫は片耳をほじほじしながら聞き流す。さすがに態度が悪かったらしく、燕燕に肘ひじで小突かれる。

「姚さんには縁がないと思いますけど、庶民にとっては普通に食材ですよ」

　またもや信じられないという顔をする姚。燕燕に意見を求めるように見る。

「はい。普通に食べられていますね。たまに魚と偽って蛇へびの切り身も売られていますし」

『蛇』と聞いて、顔を真っ青にする。

「ご安心ください。蛇を食卓に上げたりしません」

「蛇もいけますよ」

　ちょっと小骨が多いのが面倒だが、からっと揚げてしまえば問題ない。臭みが気になるなら香草や薬味で消してしまえばいいし。

　ちょうど小腹がすいたときの点心おやつがわりに、蛇を干し肉にしたものを持ってきていた。手荷物から取り出し、食うか、と差し出したら、姚はくらりと壁にもたれかかり、力なく否定された。

　猫猫は仕方なく荷物に戻す。

「おい、おまえら、さぼるな！」

　医官に言われて、猫猫たちは駄弁りをやめて仕事を続けた。




　猫猫たちの昼食は、食堂で食べる。食事は出てお代わりもできるのだが、他の料理が食べたい者は、飯や点心おやつを持参している。

　官と官女の食べる場所は分かれている。普段は、猫猫に素っ気ない姚だが、このときばかりは少しだけ近づいてくる。理由は周りの雰囲気だ。

　後宮でも花はな街まちでも、女は女だけにならないと見せない本性がある。男の目がなくなった食堂の一画では、下世話な話が飛び交っていた。

「ねえ。やっぱり武官って駄目だわ。忙しいわりに給料もそれなり。やたら食べるから、食費も莫ば迦かにならないし、まともに飯もおごらないのよ」

「うわあ、最悪。でも、文官がなんでもいいわけじゃないでしょ。この間、誘ってくれたのはいいんだけどさ。窓際よ。ほんと。かびた文書並べるだけの出世に縁がなさそうなやつ。簪かんざしもあげればいいってものじゃないわ、流行遅れで嫌になっちゃう」

「くれるだけまだましじゃない。どうせ質に入れるでしょ？」

　官女とは良家のお嬢様がたが多い。でも全員が全員、育ちとともに性格がいいというわけではない。

　完全にお育ちのいいお嬢様から見たら、どうにも受け入れがたい現実らしい。猫猫が食堂の隅っこに座ると、そっとついてくるのだ。

　理由は、猫猫がいるとそういう輩、特に新部署である医官手伝いの官女を敵視する者たちが近づかないためである。

（ちょっと注意しただけなのに）

　近づかなくなってしまった。水晶宮のときを思い出す。

　何があったかといえば、おぼこ臭い医官手伝いたちに先制攻撃を食らわせようと、やってきた官女がいたのだ。とりまきを引き連れて、まるで当初の姚のような雰囲気だった。違うのは仕事に生きるというより、男漁りのために宮廷に来ましたという感じだ。毎回、食べる殿方を変えています、といった雰囲気で、その性的なだらしなさをむしろ誇りにしている型タイプだった。

　猫猫はその官女の口の周りに発疹ができていることに気が付いた。

「失礼ですが、お相手は複数いるようですけど、病気についてご存じですか？」

　と確認した。

「病気の男とは付き合わないわよ！」

　と否定されたが、猫猫は性病の潜伏期間について教える。あと、相手は病気でなくとも相手の相手が病気であれば、病の元はうつっている可能性が高い。自分だけが複数を相手にしているとは限らないのだ。

　また、性感染症は一つだけでなく複数まとめてうつると説明する。

「最近、体がだるいことはありませんか？　あと陰部にただれやしこり、もしくは出血などは？」

　猫猫が問診をしているうちに、顔を真っ青にしていなくなってしまった。妓ぎ女じょたちへの対応と同じようにしてしまったのが良くなかったのかもしれない。ただ、早めに対処しておかなければ鼻が腐り落ちてしまうことだってある。

　猫猫はけっこう真剣だったのだが、姚の顔が真っ赤になっていた。燕燕は性感染症についての知識はなかったらしく記帳メモを取っていた。

　さて、話を戻すとして、今日の食事は粥かゆに羹スープに菜おかずが一品。菜はいくつかあり、好きな物を選べるが来るのが遅いと売り切れで選択肢がなくなる。

　食事の量が少ないといったが、普通なら朝夕二回の食事だ。昼に点心おやつの時間の代わりに飯がつくのである。

　猫猫は菜に蒸し鶏の冷菜をとった。肉料理は人気なので早めに来なければすぐなくなってしまう。二人とも同じ物をとっている。

「別にあなたの真似をしたわけじゃないからね」

（うん、言ってないから）

　見方によっては可愛らしい反応だ。角度を変えて姚を見始めてから、猫猫はこの官女に対して好意的にとらえるようになってきた。下手に八方美人で裏が読めない相手よりずっと扱いやすい。

　他の菜を見ると、魚料理と酢の物。魚の切り身は見ようによっては蛇に見えなくもない。魚を避けたのはそういう理由だろう。

　そうなると少し意地悪をしてみたくなるのが、ひねくれた猫猫である。

　食堂の端っこに陣取り、普段なら黙々と食べるだけなのだが。

「そういえば、よその国からお偉いさんがくる話ですけど」

　ここ最近の話題はこればかりだ。

「砂漠では蛇へびや蜥蜴とかげが貴重な栄養源で、やはり食すようです」

　西方へ行くとわかるのだが、食文化が違う。前に西都へと連れて行かれたとき痛感した。これといって観光をできたわけではないが、露店にはけっこう下手物が多かった。虫や蛇が嫌いな翠スイ苓レイが縮こまっていたのが懐かしい。

「猫猫」

　ちょっと非難めいた目で燕燕が言った。姚は持っていた匙を止めたままだ。

「……もう食欲が無くなる」

　そっと匙を置く。意地悪が過ぎたらしい。

「姚さま、ちゃんと食べないと」

「点心おやつだったら入るわ」

　少しむくれた顔で燕燕に言った。燕燕は困った顔で、布包みを取り出した。中は竹筒の水筒だ。食べ盛りの姚は、食堂の食事だけでは物足りずいつも点心持参である。

「食後なら食べていいんですけど」

　ちらりと姚を見る燕燕。姚はぐぬぬと顔を歪ゆがめて、粥かゆに手をつける。

（扱い方上手いなあ）

　ところで竹筒の中身は何かといえば、器を取り出し中身を入れる。甘い匂いと半透明のぷるぷるしたものが出てきた。

「これって……」

　さすがは金持ちだ。高級な点心で、夏にぴったりの水菓子デザートである。滋養強壮、美肌効果があり、たまに玉ギョク葉ヨウ后の夜食にも出していた代物だ。

「姚さまの大好物です」

　そっと燕燕は唇に人差し指を当てる。この水菓子がなんなのか猫猫がわかっていると思っての行動だろう。

（過保護に見えたのに）

　やっていることは残酷だ。これも立派に成長させるためだろうか。

「あー、ちょっとぬるいけどおいしいわ」

　しみじみとぷるぷるした点心を食べている姚。

　その菓子の名前は『雪蛤ハスモ』。

　材料は、蛙の生殖器であることは黙っておいたほうが姚のためだろう。










十二話　異国の娘







「すっかり騒がしくなったねえ」

　おっとりとした物言いは、おやじこと羅ルォ門メンである。今日は白い医官服を脱いでいる。男物の服を着ているが、その丸っこい輪郭と温和な顔つきで老婆のように見える。杖を突きながら、ゆっくり大通りを歩く。

「こけないように」

　猫マオ猫マオは周りを見ながら、おやじの隣を歩く。何もない道なら問題ないが、人通りの多い道、しかもお祭騒ぎで普段よりも人が多い。片かた膝ひざの骨がない老人は誰かにぶつかっただけでこけてしまうだろう。

「大丈夫だよ」

「はいはい。大人しくしてください」

　普段ならもっとぶっきらぼうな言い方だが、今日は他に人がいるためおさえている。姚ヤオと燕エン燕エン、それから猫猫をよく怒る老医官が付いている。あと一人武官がついているが、これは護衛だ。

　なぜ宮廷の外に出ているかと思えば、買い出しである。前回は姚のみだが、今日は三人とも付いていく。荷物がそれほど多くないことと、医局が忙しいので医官をあまり外に出したくないのが理由だ。

　前回、医官がいなくて大変だったのだ。

　あともう一つ、薬を仕入れる相手が異国人であることもあげられる。おやじが買い付けに行く理由は、医官の中で一番他国の言葉に強いためだ。もう一人の医官、猫猫、燕燕も多少はわかる。姚はもうこの際ついでということだろう。

「馬車を使えばよかったのに」

「こんなにたくさん人がいるのだから、馬車なんて使ったら邪魔になってしまうじゃないか」

　おやじは朗らかに言うが、足の悪い御仁を歩かせるのも気が引けるものだ。

　猫猫としてはとても嬉しい話である。おやじと一緒にいられるうえ、珍しい薬を目にすることができる。わくわくするのだが。

「勝手な行動はするなよ」

　医官、恐医官がじっと猫猫を見ている。もともと、観察されていた気がしたが、この間、蛙かえる入りの塗り薬を発見されてからさらに厳しくなった。ちなみに最近ようやく名前を覚えた。劉リュウ医官という。

「悪いねえ」

　おやじも否定しない。劉医官に頭を下げる。

　猫猫だってさすがに他所では大人しくするつもりだ。

　姚は前に比べるとおやじに対して敬意を払っているようだ。燕燕に関してはいつも通り姚のお世話焼きなのだが、最近、ずいぶんいい性格をしていることがわかる。

（姚は箱入りなんだろうな）

　姚は、平然とした顔を装っているが、時折、店に目がいっている。人ごみに慣れぬと同時に、浮足だっているように見える。燕燕はそれを見て、無表情の中に何とも言えない感情が込められているようだ。なんというか、子こ栗鼠りすでも見つけて遠くから愛でるような目だ。

　また、姚が買い出しに連れて来られたのは、一回では慣れないと思われたからかもしれない。

（適材適所なのだろうか？）

　姚のお守りを燕燕はしっかりこなしているのだが。

（ちょっと楽しんでいるのではなかろうか）

　と、思わなくもない。嫌々やるよりはいいのかもしれないが。

　姚が飴あめ細工に目をきらきらさせているうちに、目的地に到着する。上流階級向けの飯屋だ。前に使った店もだが、金持ち向けの店には密談用の部屋が用意されている。

（個室があったほうが便利なんだろうな）

　薬といっても、異国の品は値がはる。下手に往来で取引しようものなら、帰りに強盗にあうことも珍しくない。ゆえに、護衛がついているのである。

　昼間ということで、客層は女性客も多い。昼間は、軽めの点心が多いようで、蒸し上がったばかりの包子がおいしそうだった。

「奥へどうぞ」

　給仕に案内され、個室へと向かう。

　個室には明るい髪の異国人がいた。体毛が濃く、もっさりと鼻の下だけ髭ひげを生やしている。

　猫猫たちもおやじや医官に続いて部屋に入ろうとしたが、異国人が手を挙げる。

「……」

　少し離れていたのでうまく聞き取れなかった。ただ、おやじが首を振りながら、猫猫たちを見た。

「入っていいのは三人までだそうだ」

「えっ……」

　三人となると、切り捨てられるのは猫猫たちだ。医官二人は必須で、護衛も念のために置きたい。

「というか、女子どもを連れてくるな、だそうだ。違う相手のときにすればよかったな」

　劉医官に言われて、猫猫は肩を落とす。廊下でずっと待っていなければならないのか。

「おまえさんは、買い物には慣れているだろ。外で別の買い出しをしてくれないか？」

　劉医官は猫猫にそっと紙片と銭を持たせる。書かれてある内容は、留守番の医官たちが好きな菓子が書かれてある。紙にはぎっちり書かれ、銭もけっこうな額だ。

「余ったら好きなもんを買っていい。飴あめ細工でも買いな。一時にじかんもしたら戻って来るといい」

「……わかりました」

　この医官、怒ってばかりだが飴をやることも忘れないらしい。姚が露店を気にしていたことをちゃんと見ていたようだ。

「あなた、ちゃんとお金の使い方くらいわかっているでしょうね？」

　猫猫が駄賃を受け取ったのが気に食わないのか、姚が突っかかってきた。

（言っている意味わかっているのだろうか？）

　つまりこのお嬢様はお金の使い方がわからなかったと暴露しているようなものである。最近、覚えたのだろうか、ちょっと得意げだ。

（もしかして、姚を連れて来たのは買い物を覚えさせるためでもあるのか？）

　そんなことを考えてしまう。

　姚の後ろで、燕燕の目がきらきらしている。「うちのお嬢様、可愛いでしょ？」と目が語っている。

　猫猫が持っていても文句を言われるし、だからといって姚に渡すとなんだか不安なので、仕方なく金と紙片を燕燕に渡す。

　姚はどこか不服そうだが、燕燕に財布を任せるのまでは反対しないらしい。




「まず、饅頭から行きますか」

　お金を渡したので、自然と燕燕が仕切り始める。紙片をのぞき込み、指定された店の名前を見て猫猫は顔を歪ゆがめる。

「どうかしましたか？」

「この店、いつも昼には売り切れる」

　猫猫はしゅぴっと、店の方向を指す。

「姚さま、そういうことです」

　さすが燕燕は空気を読むのが早い。

「えっ？　えっ？」

　わけがわからない姚の手を猫猫が引っ張る。燕燕もだ。結果、三人で手をつなぐ形になる。

「売り切れていたら、評価下がりますよ」

　猫猫が言うと、姚はびくっと体を揺らす。

「早く行きましょう」

　三人は饅頭屋まで全力疾走した。




　大通りでぶらぶらと、なんて甘い考えだった。猫猫と姚、燕燕は柳の木陰で大きく息を吐いていた。

「医官っていうのはお給金がいいんですねー」

　猫猫は菓子包みの山を見て言った。幾分、嫌みが含まれた言い方だ。

「生菓子が多いのですが、食べ切れるのでしょうか？」

　何軒かはしごをして、大量の菓子が手元にある。残りは駄賃だといったが残るのだろうか。

「……」

　姚は走るのに慣れておらず、疲れて声も出ないようだ。燕燕が気を利かせて、露店から果実水を買ってきて渡す。

　買ってきた菓子はどれも名店の物ばかりだ。緑ろく青しょう館かんで仕入れている菓子も多い。猫猫に金を預けたのも、知っている店が多いとわかっていたからだろう。

「これだけ買えば十分だと思うんですけど」

　燕燕は目を細めながら紙片を見る。最後にもう一つ名前が書いてある。

「ああ、ここかあ」

　猫猫は肩を落とす。ちょっと離れた場所にあるので、あまり歩きたくなかった。

「売り切れることはないと思うけど。時間もまだ半時はあるし」

　そっと姚を見る。

「私は大丈夫です」

　果実水を飲み干してから元気を見せる。

　猫猫と燕燕は顔を見合わせ、どうするかと首を傾げる。

「燕燕。なに、その態度。最近、二人で示し合わせること多くない？」

「いえ、姚さま。ご無理はなさらずに」

「行くの！　行くんだからね！」

「わかりました」

　無表情だが、燕燕はきっと「強がるお嬢様、可愛い」とでも思っているのだろう。燕燕を後ろから見ると形の良い小尻が楽しそうに揺れていた。

「店は通りから少し脇道に入ったところで……」

　猫猫は案内しながら歩く。両手に菓子の包みを持っているのが微妙に邪魔だ。姚が強がって一番たくさん荷物を持っているのでいくらかましだが。

（負けん気の強さは悪くないなあ）

　世の中、自分の生まれた立場だけをひけらかして偉そうにする人間はたくさんいる。でも、姚はそういう性格ではない。わざわざ、医官手伝いの官女に志願したのも、そこのところが関係しているのだろうか。

　向かう店は正しくは菓子屋ではない。変わった食材を売っている店で、仕入れ問屋といったところだ。薬の調合を得意とする医官であれば、多少なら料理をする。珍しい薬味や調味料などを多く扱っているのだ。

　ひとたび、路地裏に入るとずいぶん雰囲気が違う。店と店の隙間を通り抜けると、民家が増える。木陰で猫があくびをし、前掛けをつけた子どもが猫じゃらしを手にしてかまってもらおうとしている。

　水路では洗濯をする女たち、つながれた狗いぬの前には今宵のおかずになるであろう鶏にわとりが籠かごに入っていた。

「こ、こんなところに店ってあるの？」

　不安そうに姚が言った。

　猫猫は返事の代わりに、小さな看板を指し示す。紙片の最後に書かれてある名前と一致して、姚がほっとしていた。

「もっと表で店を構えればいいのに」

「大通りに近いほど、税が高くなるのですよ」

　人通りが多い、立地条件がいい場所ほど、税は多く取られる。

「はやく用事を済ませましょうか」

　店に向かおうとしたが、ふと燕燕が立ち止まった。

「どうかしましたか？」

　猫猫が問いかけると、燕燕はそっと水路の反対側を指した。子どもが数人集まって、なにやら一人を取り囲んでいた。

　遊んでいるのだろうか、と思ったが何か様子がおかしい。どうしたのだろうか、と見ているうちに走り出す影が横切った。

「何してるの！」

　小さな橋をこえて、突入したのは姚だ。子どもたちは驚いている。

「虐いじめているのね！」

　大声を出すものだから、子どもたちは散り散りになっていく。

（なんていうのだろうか）

　若いよなあ、と思いつつ猫猫は姚を追う。姚の前には一人、子どもが取り残されていた。囲まれていた子どもだ。姚の言葉を鵜う吞のみにすれば虐いじめられっ子ということになるが。

「……あれ？　この子？」

　姚が首を傾げる。

　猫猫も子どもの顔をのぞき込み、真似するように首を傾げた。

「異国の子のようですね」

　燕燕が言った。

　上から羽織っている着物は、こちらの衣装だが顔立ちが違っていた。年の頃は十に満たないだろう。髪や目は黒いが、肌が黄色というより赤みがかった白い色をしていた。可愛らしい整った顔をしている。目がぱっちりして、まつげがふさふさしている。

（玉ギョク葉ヨウ后の肌色に似ている）

　ならば混血児ということも考えられるが、燕燕が『異国の子』といった理由がわかった。顔に紋様が入っていた。罪人がされる入れ墨の類ではない。呪まじないのようで、赤く蔦つたのような模様が目の周りに縁どられていた。

　この国では基本、顔に墨を入れることはない。罪人の証だからである。猫猫がそばかすを墨で入れていたのはかなりの例外なのだ。

「大丈夫かしら？」

　姚が子どもに聞いた。子どもはぽやんとした表情で首を傾げる。
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「もしかして、通じない？」

　姚が困った顔をした。何か喋しゃべってくれればいいのに、子どもは何も話さない。

「その子、話せないみたいだよ」

　ふと声をかけてきたのは、さっき姚が散り散りにさせた子どもの一人だった。

「迷子みたいだから、どこから来たのって聞いても全然話してくれなくて。だから、みんなで聞いてたんだけど、声が出ないみたいなの」

　子どもはそれだけ言うと、走っていった。

「ええっと」

　自分から飛び込んでおきながら、姚はどうすればいいのかわからないらしい。

（こちらを見られても困る）

　迷子の話せない、異国の子ども。言葉も通じているかわからない。

「どうしようか？」

（こっちが聞きたい）

　人とは言葉を伝達手段として生活している生き物だ。もし、それが使えなかったらどれだけ不便であろうか。

　猫猫たちは今、まさに実感していた。

「ええっと。名前、名前は？」

　しどろもどろに子どもに話しかけているのは姚だ。背を屈め、異国の少女の目線に合わせている。少女はあどけない顔のまま、首を傾げるばかりだ。何も喋しゃべらない。姚の言葉を聞き取ろうとしているところから、耳は聞こえているように見える。

（何か喋れば、どこの国の子かわかるかもしれないのに）

　一言も発しないのである。

　姚は自分がつっこんだ手前、なんとか少女の身元を割り出そうとしているが、困り果てた顔をしていた。時折、ちらちらと猫猫と燕燕のほうを見ている。

（助けてやればいいのに）

　従者である燕燕はじっと主人の行動を観察していた。

　燕燕のことはずっと姚の忠実な従者だと思っていたが、付き合っているうちにちょっと違うことに猫猫は気が付いた。姚のことは大切に思っているし、ちゃんと従者としての仕事は完璧なのだが……。

（どっか歪ゆがんでる……）

　というのが猫猫の見解である。

　可愛いあまりちょっと意地悪したいような、それとはまた違うような。

　というわけで、姚の困り顔に満足するまで燕燕はずっと観察していたわけだ。

　さすがにこれ以上は、おつかいの時間がなくなると猫猫が出張ろうとしたら、燕燕が前に出た。

「姚さま、こちらの言葉では通じないと思いますので、替わりますね」

「燕燕、お願い」

　ほっとした顔をする姚。燕燕に感謝しているようだが、問題はその燕燕がずっと困る姚の顔を見て小尻を振りながら楽しんでいたことである。

（知らぬがなんたら）

　猫猫は半眼で二人を見る。

　燕燕は異国語で、名前を聞く。異国語といってもいくつかある。猫猫が片言で使えるのは、砂シャ欧オウの言語くらいだ。簡単な読み書きならさらに西の言語もわかる。だがあくまで自己流で、発音には自信がない。

　燕燕も猫猫と変わらぬくらいしか覚えていないと言ったので、娘に話しかけるのもゆっくりとしたものだ。だが、首を傾げていた娘が目を見開き、ぴょんぴょんと飛び跳ねた。どうやら通じたらしい。

「砂欧の子のようですね」

　愛アイ凛リーンは金髪碧眼だったが、砂欧の民が全員、明るい髪と目をしているわけではない。親から子に受け継ぐ色は、濃い色ほど受け継ぎやすいので自然と髪や目は黒や茶が多いらしい。

「通じたの？　でも、名前は」

　娘はまったく喋しゃべらない。ただ、己の喉のどを叩き、手でばつ印を作っている。

「もしかして、声が出ないのでしょうか？」

　猫猫は砂欧の言葉で「声が出ない？」と質問すると、娘は手で大きく丸を作った。

「話せないとなると」

　猫猫は地面に落ちている枝を拾い、地面に文字を書いて見せる。そして、異国の娘に枝を渡す。

『名前書ける？』

　猫猫の質問に、娘は首を振る。なにやら絵を描く。花のようだが、なんの花かまではわからない。

「……字も書けないみたいですね」

「どうするのよ？」

「こっちの台詞なのですが？」

　姚の言葉に猫猫が言い返す。元はといえば、姚が考えなしにつっこんだのが原因だ。姚は気まずそうな顔をする。

　娘はひたすら地面に絵を描いていた。

「これは、なんですかね？」

　柄のついた器みたいな絵だ。

「食べ物でしょうか？」

「これがどうしたのかしら？」

　娘は描いた絵を枝で叩く。

「もしかして、これを探しているとか？」

　姚が言うので、燕燕が片言で娘にたずねると大きく丸を描いた。そして、手のひらを見せる。上には小さな砂金が一粒おいてあった。

「ちょっと、それは……」

　小さいが金きんだ。おいそれと見せるものではない、と猫猫は娘の手のひらをぎゅっと結ばせる。

「お金はあるから、買い物がしたいということで良いのでしょうか？」

「間違いではないと思います」

　燕燕の同意を得る。姚も「うん」と肯定する。

「でもこれじゃあ、まったくわかりませんよね？」

　猫猫は絵を見ながら、

『こういう器が欲しいの？』

　と聞く。娘は大きく首を横に振る。

　せめて、絵がもっと上手ければわかったかもしれない。

（趙チョウ迂ウくらい上手ければ）

　いや、そんなことを言っても仕方ない。絵も年齢を考えると上手いほうだ。

「何か食べ物のようですけど、他に手がかりはありますか？」

　埒らちが明かない。

　娘は水路のほうを見ている。さっき散り散りになった子どもたちが、水辺で遊び始めていた。何かを釣っているな、と思ったら喇蛄ザリガニを捕まえていた。泥抜きをして調理すると美味い。

　しかし、娘は喇蛄が目的ではないようで、「あれではない」と言わんばかりに首を振った。

「仕方ないので、とりあえず戻りませんか？　医官たちならもっと流りゅう暢ちょうに言葉を話せるはずですし」

「そうね」

　姚もお手上げなので、素直に賛成した。

「ねえ、一緒に行きましょ」

　姚が娘と手をつなぐ。娘は首を傾げるので、猫猫は『もっと話がわかる人のところへ連れていく』と説明した。

　しかし、子どもは首を振る。何かを伝えたいらしいが、言葉を発しないのでわからない。地面に絵ばかり描いている。

「これ、もしかして、饅頭かしら？」

「饅頭と言われたらそうだけど」

　楕円をただ描かれていても判断しづらい。猫猫たちが、首を傾げていると、「まだわからないの？」と娘は首を傾げている。

「これは果実でしょうか？」

「林りん檎ごじゃないかしら？」

　姚の言う通り、丸に葉っぱが付いた柄が突き刺さっている。他の物を見ると、果物や菓子に見えなくもない。

「もしかして」

『点心おやつが欲しいの？』

　燕燕の質問に、大きく腕を振る。どうやら正解らしい。

　猫猫は持っていた包みを広げる。さっき買ってきた菓子を見せるのだが。

「違うの？」

　姚と燕燕も持っていた包みを開けて菓子を見せるが、どれも首を振る。

「大体、種類はそろっていると思うんだけど」

　焼き菓子、蒸し菓子、甘いもの、辛いもの、本当に注文が多い。

「あと残るのは、次のお店のものくらいなんだけど」

　猫猫が店を指さしながらいうと、娘はぴょんと飛び跳ねた。

「えっ？」

　とりあえずわからないが、菓子が売ってある店に行くと伝える。すると、さらにぴょんぴょん大きく跳ねる。

「連れて行けってこと？」

　どうやらそうらしい。

　何か欲しいものが店にあるというのだろうか。

　猫猫たちは水路を渡り、店へと向かう。民家の中に立て看板が一つ。閉め切っていてどことなく陰気臭い。

　看板があるのに娘は字が読めない。だから、わからなかったのだろうか。

「こんなのが菓子屋なの？」

　疑心暗鬼の目を姚が向ける。

「ちょっと変わった店ですので、正しくは菓子屋ではありませんし」

　からんと店の戸を開けると、先客がいた。薄暗い店内に、小太りの店主と、客人がいた。客人は女のようだが、ずいぶん背が高い。肌も少し浅黒い。異国人の年齢はわかりづらいが、三十半ばを超えているように見える。

（異国人か？）

「ジャズグル！」

（じゃずぐる？）

　女は、聞きなれない言葉を発した。

　何のことだ、と首を傾げる間もなく、異国の娘が飛び出していく。

『もう！　どこへ行っていたの！』

　異国語で話しかける。『じゃずぐる』というのは、娘の名前らしい。同じ砂シャ欧オウの名前でも、『愛凛』と違い『じゃずぐる』は、上手く発音できそうにない。

「ええっと、保護者ってことよね？　お母さんかしら？」

「状況から察するに。あまり似ていませんけど」

　一体、さっきまでの四苦八苦はなんだったのだろうかと、三人は肩を落としてしまう。

　じゃずぐるは、猫猫たちを指して、何やら女に伝えようとしている。

「もしかしテ、ジャズグルをここまデ、連れてきてくれたのですか？」

　訛なまっているが、十分聞き取れる言葉だ。

「すぐそこの水路にいたので。お菓子が欲しかったみたいで……」

　姚が答える。

「そういうことでしたカ」

　つまり、連れが菓子屋にいるが、はぐれてしまい菓子屋がどこかわからなくなったということだ。こんなにすぐ近くだったとは。

「すみませン。この子がどうしても行きたいというものデ」

　女は説明する。店の主人はその間、注文された品を探しているようだ。ごそごそと棚をあさっていた。

「ああ、この店は」

　燕燕は店の印が入った包み紙を見て納得した。紙は粗雑な作りのものだが、包みとしては十分だ。

「なんなの？」

「いえ、お屋敷とも取引がある店だと気付きまして」

　お屋敷というのは姚の実家だろうか。

「はいよー、今、うちにあるのはこれだけだがいいかい？」

「げぇ!?」

　店の主人がごそっと持ってきたものを見て、姚が声を上げた。

　何を持ってきたかといえば、干からびた蛙かえるの束だ。蛙を伸ばして干したものである。

　もしかして、水路で喇蛄ざりがに釣りに反応したのは、蛙を捕っていると思ったからだろうか。だから、がっかりしていたと。

（蛙の種類は違うんだけどね）

　高級な菓子に使われる蛙なので、そんじょそこらにいる蛙とはわけが違う。

（蛙……）

　猫猫は記憶の片隅にあった、なんだか蛙といっていいかわからないそこそこの物を思い出して、首を振った。たまに思い出すほど、強烈なあれである。

「な、なにに使うのかしら？」

（たぶん、ひんやりした夏の点心に）

　一部地方にしかいない雌蛙の生殖器周辺の脂肪はぷるぷるして美味しい。そのことをよく知っているはずなのだけど。

（知らないほうが幸せ）

　なのである。

「ねえ、異国人って蛇へびや蛙を食べるって本当なのね」

　こそこそと姚が燕燕に話しかけている。燕燕は「そうですね」と答えるが、大変白々しい。

　しかし、今、異国の客人たちが買い占めているものを見て、猫猫は困った。

「あの……」

　干した蛙はともかく、干し映日果いちじくや石榴ざくろを氷砂糖で漬けたものを買い占めている。

「映日果は少しだけこちらにも残していただけませんか？」

　買い物紙片メモに書かれてあるのだ。

「すみませン。どのくらい必要ですか？」

　猫猫が分量を伝えると、快く承諾してくれた。

「映日果なら、今の季節、生でもあるから、いつでも準備できるよ。石榴はもう少し先かな」

「ありがとうございまス」

　店の主人に丁寧にお礼を言う女。じゃずぐるも真似して頭を下げる。

　猫猫は女が買っているものを見て、目を細める。

（ちょっと聞きたいけど）

　相手に踏み込む話になるし、何より言葉が互いにうまく通じるかわからないので口にしなかった。

　女は品物を布に包むと、猫猫たちの前に立つ。

「これハ、大したものではありませんけど」

　女が差し出すのは、白い布だ。一人一枚、渡す。

「ジャズグルがお世話になったので」

　そういって、異国の客人たちは店を出ていく。猫猫は布に触れてみて慌ててしまう。

「あの！」

「品物が用意できたよ」

　猫猫が追いかけようとしたが、店の主人に呼び止められた。お使いの品を受け取り、店の外に出るともう異国の二人組は見えなくなっていた。

「どうしたの？」

「これなんですけど」

　猫猫はもらった白い布をひらひらさせる。無地に見えて、隅には細かい草木の刺し繍しゅうがほどこされている。

「ひんやりとした手触りから絹ですね」

「ええ、絹だけど、それがどうしたの？」

　あっけらかんと言い放つお嬢様に、猫猫は「やれやれ」と両手を広げて首を振る。

「姚さま。たかだか迷子を連れてきた駄賃に絹製品を与えるのは、大盤振る舞いです。一般的に」

「そ、そうよね！　私も思ったのよ」

　うん、姚可愛い。燕燕は、姚が見えないところで親指をぐっと立てている。

　店での買い占めもそうだが、簡単に高級品をほいほい差し出せるような人たちだ。

（かなりの金持ちだな）

　もうちょっと胡ご麻まをすっておけばよかったと、息を吐く。

　そんな中、時刻を知らせる鐘が鳴り響いた。

「じ、時間！」

　とうに戻る時間になっていることに気が付いて、三人はまた全力疾走する羽目になった。










十三話　皇弟付侍女







　買い物で外を出歩いてから数日、猫マオ猫マオはまたいつもの変わりない仕事を続けていた。ばてつつも毎日、さらしの洗濯と消毒を繰り返す医官手伝いたちのもとに通知が来た。

「私にですか？」

　首を傾げるのは燕エン燕エンだ。通知は燕燕のみに来ていた。

「一体、何かしら？」

　不思議そうにのぞき込む姚ヤオ。猫猫を合わせて三人の中で一番体格も発育もいいのだが、興味津々の姿は年相応に幼い。

「辞令のようですが」

　内容を見て、三人は顔をしかめる。そして、通知を持ってきた医官を見る。

「ということで、しばらく燕燕はこちらの仕事を優先してくれ」

　医官の言葉に一番顔をしかめたのは言われた燕燕本人だった。

「申し訳ありませんが、私は、姚さまと離れるのはどうも」

「断れる相手だと思っているのかい？」

　あくまで丁寧な物言いだが、有無を言わさぬようだ。何が書いているかと言えば。

「ええっと、つまり皇弟殿下の付き人をやれということよね、期間限定で」

　姚が文書をかいつまんで読む。つまり壬ジン氏シのお世話係だ。

「一つ質問をよろしいでしょうか？　なぜ、私なのですか？　成績等を顧みれば、姚さまのほうが優れているかと思われますが？」

（いや、それはあんたが手抜きしたからだろ）

　つっこみたいけどつっこまないでいるのが猫猫の優しさだ。

「それに家柄を考えると私は不適当かと思います」

　姚はともかく燕燕は庶民だ。皇族の侍女ともなれば多少家柄が良いものが選出されるのが基本だ。

　しかし、猫猫としては燕燕が選ばれた理由がわかる気がする。

「むしろ、家柄の良い者は避けているのだよ」

　すこし訳知り顔で医官が言った。

「下手に家柄がいい娘を選出すると、殿下の妃候補と勘繰る者が少なくない」

　壬氏は猫猫より一つ上、二十歳だ。見た目はもっと老けているが、そろそろ側室の一人でもいておかしくない、むしろいないほうがおかしい。

「あと、あの顔かんばせであるからして、下手な者をつけると困るとのお達しだ」

　予想通りだ。燕燕なら多少歪ゆがんでいるがお嬢様命なので壬氏にうつつを抜かすことはないだろう。むしろ、異動したくねー、と顔が語っている。不敬だ。

「猫猫も候補に入っていたのだが……」

　ちらりと医官が外を見た。窓にはりついているのは片眼鏡モノクルの変人だ。最近見ないと思ったらまた復活していた。皆、もう慣れたものだ。

「とある方より、ふさわしくないとのお達しがあったので、除外した」

　じろじろ見ているところ後ろから部下らしき二人組に手を取られ引きずられて帰っていく。二度と来ないでほしいが、またしばらくしたらやってくるのだろう。

「早速だが明日から、行ってほしい」

「……」

　無表情だが、絶対嫌ですという気オーラが出ている。姚に助けを求めようと、窺うかがっている。その姚と言えば「家柄と言われたら仕方がないわ」と納得していた。嫉しっ妬とするかと思いきや、そういうところは案外さっぱりしている。燕燕が実力者であることを知っているからかもしれない。

「燕燕ならどこへ出してもおかしくないわ。頑張ってね」

　きらきらとした笑みを浮かべて言ってくる姚。普段、燕燕にやられていることに対する仕返しかなと思いきや、そんな雰囲気はまったくなく、完全に祝福していた。まるっきり燕燕の意図が読めていない。天然だ。

　燕燕の顔が歪む。ここで、主人が口を出してくれたらよかったのに、完全に送り出す姿勢に入っているものだから何も言えない。

「では頼むな」

　ぽんと医官に肩を叩かれて、燕燕はがっくりうなだれた。




「一人減るとやっぱり仕事が忙しくなるわね」

　姚が薬を棚に片付けながら言った。前より猫猫に話しかけることが増えてきたが、燕燕がいないことでより増えている。

「そうですね、燕燕はよく動いてますから」

　猫猫は薬が何か確認しながらわけていく。たまに珍しい薬が混じっていることもあるが、今日持ってこられたものは、大体、普段使う薬の追加分だけだ。

「大丈夫だとは信じたいけど、まさか皇弟殿下に対して粗相がなければいいわね」

「問題ありませんよ」

「そうよね、燕燕だもの、大丈夫よね」

（いや、多少粗相しても首を斬られることはないから）

　燕燕の能力というより、壬氏の人柄を見ての判断だ。壬氏はなんだかんだで、あまり人を罰することを得意としない。もちろん、止むを得ずという場合は処分するが、燕燕がそこまでひどい失敗をするとは思えない。

（謀む反ほんでも起こさない限りね）

　ともあれ、猫猫はいつも通り仕事をするのであった。




　〇●〇




　執務室にはいつもより人が多かった。壬氏は書類仕事片手に、紹介される文官、武官、官女を見る。

　本来、壬氏の立場ならいちいち新しく配属される者の顔合わせなどしない。しかし、わざわざ確認するのは壬氏なりの考えである。

「これから忙しくなるが、がんばって働いてくれ」

　壬氏はにこやかに笑う。別に愛想をふりまきたいわけでもなく、部下を気遣ったわけでもない。

　そこにいる人物はみな、表情を崩さずその場にいる。

　笑いかけるという行為は、相手に好印象を与えることもあるが、壬氏にとっては逆に災難を呼ぶことが多い。

　宦かん官がんとして後宮に入った初日、笑顔で他の宦官に挨あい拶さつをしたところ、高ガオ順シュンが一瞬目を離した隙に茂みに連れ込まれた。一物イチモツがなくなっても完全に性欲がなくなったわけではなかったらしく、壬氏をお稚ち児ご扱いしようとしたわけだ。どうやってことを起こそうとしたのかわからないが、とりあえず身の危険だった。

「今となってはいい思い出の、わけがない」

　思わず一人ごちる。その場で殴って逃げた。実は、宦官同士でそういう関係を結ぶことは珍しくもなく、表向きは義兄弟と呼んでいるらしい。

　考えたくない。あいにく、壬氏にそんな趣味はない。

「どうしましたか、壬氏さま？」

　ようやく怪我けがが治り戻ってきた馬バ閃センが首を傾げる。全身、ばきばきになったはずだが、こいつは毎日鍛錬を欠かさずにやっているらしい。高順も父親ながら息子の丈夫さに呆れていた。

「いや、なんでもない」

　今回の人選は悪くないようだ。どうしても若い侍女を入れなくてはいけないと聞いて少し不安だったが、今のところ問題はなさそうだった。自室に戻ったとき、水スイ蓮レンにお小言を言われないで済む。

　ただ、前回、毒を盛られた件もあるので気を引き締めるにこしたことはない。しっかり目を光らせていかねばならない。壬氏個人的には、旧知の人間を入れてもらいたかったのだが、今回入れてもらったのはその旧知の人間の同僚とのことだ。つまり、医官付の官女とのことである。

　初めて作る部署の人間として試験は難しく作っていた。その中で、医官に適性のないものはどんどん落とされたと聞いているので、実力は確かなのだと思う。

　これから各々、東宮のお披露目のため、仕事を割り当てられる。壬氏もまた仕事に取り掛からなくてはいけないので、さっさと解散してもらうことにした。




　皆がいなくなったところで、壬氏は大きく息を吐く。部屋にいるのは馬閃のみなのでこれくらい大目に見てくれる。

「壬氏さま。飲み物をご用意しましょうか？」

「いやいい。それよりもお前、体は本調子なのか？」

「……申し訳ありません。朝の鍛錬は、まだ二里しか走れません。すぐに戻しますゆえ」

　十分すぎる。どうなっているのだろうか、こいつの身体は、と壬氏は思う。

　そんな壬氏の思惑とは別に、馬閃は休んだ分の仕事も頑張ろうとしていた。苦手な書類仕事も頑張ってくれるのは喜ばしい。

「壬氏さま、離宮に砂シャ欧オウの巫女みこがいらっしゃっている件はいかがいたしましょう」

　書類を一枚手にして馬閃が聞いた。

　政治というのは実に面倒臭い。口頭で伝えれば早いことをいちいち文書にして回す。確か、相手方が離宮にやってきたのは数日前だった。今頃、書類で問われても困る。一度、壬氏は挨あい拶さつをしたが、それっきりだ。誰か別のものが対応しているのだと思っていたが、今さら壬氏のもとに回ってくるなど思いもしない。

「私がやるのか……」

　山になった書類を見て息を吐くしかない。後宮関連の仕事もいまだ回ってくるし、子シの一族が抜けた分の穴も全部こちらに回ってきている気がする。

「みな、私のことを嫌っているのだろうか？」

「いえ、むしろ愛されているのではないかと思いますが」

「真顔で言うのはやめてくれ」

「そうですか？　皆、壬氏さまに会いたくて来ているものかと」

　まったく悪気なく言うから困ったものだ。

　官女を立ち入り禁止にしていた理由は、わざと書類を落として仕事を長引かせるという輩が多かったのもある。たまに、文官でもそういう者がいるので、一度書類を落とした者は出入り禁止にするしかない。出入り禁止と言っても、相手方に悪いようには言わないが、どうしても変な方向に勘繰られるのだ。

　おかげで一部では、失敗すると処分が下される場所だと思われているが。

　それでも、書類は減らない。

「砂シャ欧オウの巫女みこをどうするかという件だが、まだ、医官たちは対面していないのだな？」

「はい。行くのなら漢医官と医官付の官女たちということになります」

　相手は異国の重鎮であり、巫女という肩書を持つ人物だ。医療目的とはいえ、おいそれと男が触れていいものではない。元宦かん官がんである漢医官、つまり漢羅ルォ門メン、猫猫の養父であり、羅ラ漢カンの叔父が行く。触れて診るのは官女たち、羅門がその情報をもとに病気を探る回りくどいものだ。

　まどろっこしいが相手方の要望なので仕方ない。ちょうど一人引き抜いたところであと二人残っているが、猫猫がいるので羅門との連携はうまくいくだろう。

「では、双方の都合を聞いておけ。できるだけ巫女側の都合に合わせて、訪問するように医局に伝えてくれ」

「かしこまりました」

　早速、馬閃が書にしたためて、執務室の外で待っている伝令を使う。

「他に何かあるか？」

　重要な話を先に終わらせておきたい。何度も舞い戻ってくるくだらない案件は後回しでいい。

「特にないのですが、あっ、あると言えばありました」

「なんだ？」

　馬閃は気まずそうな顔をする。

「……早速、異動願を渡されました」

「……」

　達筆で書かれた異動願を受け取る。さっき顔合わせしたうちの誰かということになるが。

「医官付に戻してくれと、燕燕という官女が申し出てきました」

「医官付官女」

　やはり同じ穴の狢むじなという言葉があるが、ちょっと変わった職種を求める者は変わった者が多いらしい。

　若い侍女はできるだけ置きたくないので、他の侍女たちが仕事を覚えて問題が無さそうなら数を減らしてもいいと壬氏は思っていた。しばらく我慢してもらえれば要望には応えられそうなのだが。

「その燕燕という官女は、どういう推薦を受けている」

　一応確認しておく。

「仕事内容はそつがなく、相手を立てることを得意とするとあります。また、侍女としての技術も十の頃から躾しつけられているため問題がないそうです。物覚えもいいのですが、自分から前に行かないのが長所であり欠点というところと」

「確かに悪くないな」

「それから……、少々、能力とは関係ない話になりますが……」

　馬閃はどこか言いにくそうに顔を書類から背けている。

「なんだ、言ってみろ」

「……はい。備考に、男が苦手、嫌いというわけではないのですが」

　少し躊ちゅう躇ちょして続ける。

「少々、女にょ色しょくの気があるようです」

　女色、すなわち女なのに女のほうが好きということだ。

「採用！」

　壬氏は異動願を払い除ける。

「じ、壬氏さま！」

「いい人材じゃないか。絶対逃がすなよ」

　壬氏はにやにやと笑いながら馬閃に言うと、仕事の続きを始めた。
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十四話　巫女との対面







　宮廷の近辺、阿アー多ドゥオが住んでいる離宮の近くにもう一つ大きな離宮がある。主に、異国の客人を振る舞う場所だ。今回、砂シャ欧オウの巫女みこ一団はこの離宮を仮住まいとしているらしい。

　猫マオ猫マオと姚ヤオ、それから羅ルォ門メンと護衛が数人、巫女の問診のためにやってきていた。護衛の面子を見ると、猫猫は見覚えがあった。以前、後宮で顔を合わせたことがある宦かん官がんだ。巫女相手ということもあり、この離宮は半分男子禁制のようなものになっている。護衛も宦官で揃えたのだ。

「少し変わったところね」

　姚が言った。

　宮廷に近いとはいえ、猫猫と姚が住んでいる寮とは反対方向だ。あまりまじまじと見る機会はない。猫猫は何度か阿多のところへ行くときに目にしているが、よく見ると確かに変わった造りだった。

　異国風と言えばいいのだろうか。雰囲気としては砂欧というより、さらに西の建造物を思わせる。猫猫は見たことがないが、昔読んだ貸本の挿絵によく似ていた。木材とところどころに煉れん瓦がを使い、窓の上部は半円になっている。硝子ガラスをところどころ使っているのが、まさに贅沢と言える。庭には、薔薇ばらでできた緑門アーチがあり、花の盛りにはさぞや見ごろだろう。

　使用人の衣装も少し変わっているが、人種は皆、茘リー人らしい黒髪に黒い目をしている。

（異国の要人がいる場所で、異国人は雇えないからなあ）

　間諜スパイがいた場合、ただ事ではなくなる。そこらで泥だらけで庭の手入れをしている小母さんも、ちゃんと身元がはっきりした者なのだろう。

　建物の中に入ると、いかにも異国人らしい風貌の女性が出迎えてくれた。背が高く、髪が薄い茶色をしている。目の色は暗い緑と萌黄色の中間、橄欖オリーブに似た色だ。

「おまちしておりましタ」

　独特の発音はこの人も変わらないらしい。

「奥へどうゾ」

　言われるがまま、奥へと進む。

　外装以上に内装が凝った造りになっていた。足元は石畳、石柱にところどころ彫刻が施してある。渡来品らしい置物が対称的に配置されている。落としたら、庶民が一生働いても返せないだろうな、と横目で見る。

　奥へ奥へと進んでいくうちにだんだん、暗くなってきた。窓に帳カーテンが張られ、外の光を抑えてある。

（白子アルビノか）

　白い髪、白い肌に赤い目。中には青い目だったり、髪に金が混ざっていたりするそうだが、どちらにしても太陽光には弱い。おやじから聞いた話によると、白子は人に本来あるはずの色の源がなく、それがない故に、太陽光の刺激を存分に受けるという。

　窓からの光が遮られるとともに、足元には光源が置いてある。蝋ろう燭そくが昼間っから使われ、それも回廊を照らすように定間隔に置いてある。

「こちらでス。申し訳ありませんが、男性はここでお待ちいただけないでしょうカ」

「わかりました」

　おやじこと羅門と護衛が入口の前で止まる。

　猫猫たちは部屋へと入る。中は薄暗く香の匂いで充満していた。橙色の光源が揺らめき、天蓋付きの寝台の奥から影が見える。

「お連れいたしましタ」

　寝台の傍には、付き人らしい女性がいた。浅黒い肌をしている。なんだか見覚えがある顔で猫猫が首を傾げていると姚が先に反応する。

「あっ」

　間抜けな声が響いた。

　猫猫は姚の脇腹を小突く。小突きながら、なぜ見覚えがあるのか思い出した。先日、『じゃずぐる』という異国の娘を連れて行った異国の女だった。迷子を連れてきた礼としてもらった刺し繍しゅう入りの布から、金持ちだとは予想していたが、まさか巫女みこ付だとは思うまい。

（巫女さんも蛙かえる食べるんだな）

　てっきり殺生をしてはいけないとかで、肉や魚を食べることはないと思っていた。巫女が病気と聞いたとき、肉を取らないことによる栄養失調も考えたが、それは違うのだろうか。

　浅黒い肌の女も思い出したようで、びっくりした表情を作るが一瞬のことだ。元の真面目な顔に戻る。そうだ、この場では仕事で来ているので、公私は分けておかなければならない。

「ドウゾ」

　お付の女よりもさらに訛なまりが強い。帳をめくられ顔を見せたのは、まさに白子という風貌の美女だった。四十路と聞いていたが、想像よりは若く見える。横になっているのでわかりにくいが背は高いほうではなかろうか。どちらかといえばふっくらしているが、手が長いので肥満には見えない。

（もっと若くて痩やせていれば）

　あの美女ばかり書く絵描きが書いた異国の女とそっくりだ。そして──。

（似ているといえば似ている）

　誰にと言えば、白パイ娘ニャン々ニャンにだ。

　猫猫には羅ラ半ハンから頼まれた密命がある。

（この巫女が、本当に巫女の資格を持っているのか、それとも）

　とうに巫女としての資格はなく、白娘々という子を産んだのか。

　それを確かめるために来ている。

（経産婦かどうかを見極めるには）

　一番てっとり早いのは、股をのぞくことだが、さすがにこれは無理だろう。不敬にもほどがある。

（できなければもう一つ）

　妊娠をすると腹が十月の間に急激に大きくなる。腹ははちきれんばかりに膨らみ、出産とともにしぼむ。その際できる肉割れを妊娠線という。なぜできるかと言えば、腹のふくらみに対して皮膚の成長が追い付かないため、皮が破れてしまうからだ。

（玉ギョク葉ヨウ后にも梨花妃にもなかったけど）

　普通に出産すれば、できる確率のほうが高い。もちろん、ない可能性もあるが、確認する一要素としては使える。

（腹くらいなら見せてもらえないだろうか）

　猫猫はゆっくり頭を下げると、寝台に近づいた。すでに姚と話し合って役割分担を決めている。記録が姚で、触診するのが猫猫だ。姚としてはちゃんと自分でしっかり触診も行いたかったようだが、他の医官のもと、脈拍の取り方が猫猫のほうが正確だったため、断念した。

　自分が劣っているとわかれば、悔しがりながらも認める。

　燕エン燕エンがいろんな意味で可愛がる理由もわかる。姚はまっすぐ過ぎて、ひねくれ者にとって、時にうるさく、時にまぶしい存在だ。

　燕燕が壬氏の侍女に選ばれたことに納得しているように、猫猫相手でもはっきり実力がわかれば評価を受け入れるのだ。

　あらかじめ、どのように体が悪く、どんな治療法をしてきたか記された書物を見せてもらっている。おやじとは相談し、いくつかの病気に当たりをつけてきていた。

「まずは脈をとらせてもらってよろしいでしょうか？」

　ゆっくりわかりやすいように猫猫が言った。

「ハイ」

　伸ばしてきた手に猫猫が触れる。柔らかい感触。肌が白いため、血管の位置がわかりやすく青く浮いている。

　三本の指を手首に当てる。どくんどくんと音が伝わってくる。一定時間の間に何回伝わってくるか数える。猫猫が指で回数を姚に教えると、携帯用の筆記用具でさらさらと記述していく。

「少し緊張されていますか？　脈が少し早いようです」

　わからない言葉があったらしく、巫女みこは首を傾げる。隣の女が異国の言葉で訳すと、微笑んで答える。

「エエ、スコシ」

　別に異常値ではないので、問題はなかろう。

「お顔に触れてもよろしいでしょうか。目や舌を確認させていただきます」

「ドウゾ」

　猫猫は両手で頬ほおに触れる。ほうれい線はあるが、それ以外はとてももちもちとした綺き麗れいな肌だった。

　下した瞼まぶたを引っ張り、目を調べる。口を開けて舌を出してもらう。

（ある意味幸運だったな）

　猫猫は、先日、じゃずぐるという少女に会ったことに対して思った。

（石榴ざくろに、雪蛤ハスモ）

　あのとき、買っていたものは薬の材料となる食材が多かった。しかし、渡された文書には何も書かれていなかった。つまり日常生活として薬を摂取していることになる。

　猫猫はちらりと寝台の脇に立つ付き人を見る。先ほどはびっくりしていた付き人は何食わぬ顔をしている。

（薬として処方していたわけではない？　たまたま偶然？）

　薬は取りすぎによって、体に害をなす場合もある。

「すみませんが、普段、何を好んで食べているかなど、詳細に記していただけますか？」

「わかりましタ」

　付き人が返事をする。

　さらさらと書くが、問題は異国語である。わからない単語がところどころあるので、あとで翻訳しながら考えなくてはいけない。どちらにしても、診断を最終的に下すのはおやじなのでそこに期待する。

「では、上着を開いてもらえますか」

「……ハイ」

　ゆっくりと上着をはだけさせる。寝間着は検診にくることがわかっていたので、前で合わせるものだ。二つの乳房があらわになり、へそも見えた。

「……触れてもよろしいですか？」

「どうぞ」

　猫猫は直に触れて、音の違いをはかりながら、腹を見る。

（妊娠線はない）

　ふっくらとした腹なので、もともと妊娠線が付きにくかったのかもしれないし、元から産んでないのかもしれない。前提条件から間違っている可能性がある。

　どうして思ったのかと言えば。

（肉付きの割に貧乳だ）

　初潮が来ない場合、性別が半陰陽の可能性がある。男であり、女であり、どちらでもない。乳房が小さいのはその可能性もあるが、元々貧乳も考えられる。

　経産婦かそうでないか、まるっきりわからない。病気も、月経があるのかないのかで、変わってくる。

　前提条件がはっきりしないというのは実に困ったものだ。

　猫猫は、眉をぴくりと上げ下げしながら診ていく。

　診ていくがわからない、わからないが、なぜかもやもやとした気持ちになった。

（何か見落としているのだろうか）

　違和感があるけれど、それに気付かず、診断は終わってしまう。

（いっそ、下まで診せてもらえたら）

　いや、やめておこう。初診で、上半身をさらしてくれただけ十分だ。後宮の妃の中でさえ、他人に肌をさらすのが嫌だと断る者だっている。

「もう服を着て問題ありません」

　一度で何でも終わるほど、世の中甘くない。これ以上ぐいぐいいっても仕方がないので、診断内容をおやじに報告するほうが優先である。

「一度、今聞いたこと、調べたことをもとに医官と話し合ってまいります」

「わかりましタ」

　付き人は巫女みこに上着をかける。

　猫猫たちは退室した。




「き、緊張したわ」

　帰りの馬車に乗るなり、姚が漏らした。声が出たことに気が付いて、すぐさま何もなかったかのような顔をしたがもう遅い。ここに燕燕がいたら、「迂う闊かつなお嬢様超可愛い」みたいな顔をしていただろう。代わりに猫猫がじっくり観察しておく。

　初回の往診は終わったのだが、猫猫としては微妙としか言えなかった。その場で、状態をおやじと確認することもできず、離宮を出てから話し合うことになっている。

（回りくどすぎる）

　せっかく、遠い異国から船に乗ってやってくるくらいなので、こちらの医療に期待しているのかと思いきや、ちゃんとした医者に直接診てもらうわけでもなし。

「それでどうだったかい？」

　おやじは確認するが、猫猫はなんとなくこの柔和で優しくて、そしてとてつもなくお人好しな男が答えを知っているように思えた。その上で報告する。

「巫女みこさまは本当に、ご病気なのでしょうか？」

　猫猫の正直な感想だった。

「何を言ってるの？　わざわざ砂シャ欧オウから来たのよ」

　姚が口をはさんでくる。

「ええ、わざわざ船に乗って長旅をしてこられた。たしかに、ご病気だと思いますが、異国の医師に頼ってまで治すようなものには思えませんでした」

　一応、姚の前なのでおやじ相手にも丁寧な口調を心がける。

「じゃあ、どんな病気なのかい？」

　おやじの質問に猫猫は、姚が書いた記帳メモを見ながら答える。

「症状は倦怠感と不眠、体力低下、それに肥満も入るようです。あと、一番心配していたのが」

　骨が折れたのが治らないという。場所が左手の小指ということで、日常生活にはほとんど影響がないのだが、それでも不自由だろう。

「おそらく女の気がなくなることによる障害かと思います。別に珍しくもない人が年を取ればなる病気です」

　主に、月経が止まることでなる病だ。女の気が減ってしまうことで、心体ともに不安定になってしまう。その中の一つに、骨が脆もろくなるという。

　四十路という年齢を考えると少し早いが閉経もおかしくないし、もし、元々、本当に月経が来ていなければ、より病になりやすいだろう。

「そうかい。では、猫猫の見立てが正しいと仮定して質問するよ。国によって医療にも違いがある。砂欧では、本当に巫女の病を治せないと思って茘リーに頼ったのかもしれないよ。何か根拠でもあるのかい？」

「はい」

　猫猫は何を食べていたのかを書き記した紙を取り出す。

「薬には、女の気を増やすものは含まれていませんでした。でも、普段の食生活を見る限り、その必要がないほど薬の代わりになるものばかり食べていました」

「それってもしかして、あのとき、店で買い占めていた──」

　姚は気が付いたらしい。数日前に、巫女の付き人は食材を大量に買い占めていった。あの中には、婦人病の薬となるものがたくさん含まれていた。

　巫女は己の病気に対してどう対応していいのか、わかっていた。それなのに、わざわざ茘までやってきたのは、政まつりごとが大きく関係しているのだろうか。

「おまえたちの考えは、二人とも一緒ということでいいのかね？」

　おやじが姚にも聞いた。

「私は、猫猫ほど医学の知識はありませんが、先日、巫女みこさまの付き人が薬を大量に買っているのを見ていますので、異論はありません」

　ちょっと悔しそうなのは実力不足を口に出さなくてはいけなかったからだろう。認めるだけの素直さがあるから可愛い。段々、猫猫も第二の燕燕になりつつあるかもしれない。

（薬ってわかっているんだ）

　なら、雪蛤ハスモを食べているのも薬という自覚はあるのだろうか、とふと思った。そのうち、聞いてみよう。

　おやじは困った顔をしている。普段から困った顔をしているので、どういう困った顔と言えば、やや困った顔程度の困った顔だ。

「一つ言っておくね」

「はい」

「はい」

　猫猫たちは返事をする。

「私たちは人の命にかかわる仕事をしている」

　当たり前のことだ。

「巫女に対する医療処置が命にかかわるようなものであってはいけない」

「はい、そのとおりですけど？」

　不思議な顔をして姚が聞く。

「間違っても、先ほどの話を巫女側にしてはいけない。私たちは、巫女の病について適切な処置をすればいいだけだ」

　たとえ、すでに相手がやっている療法だとしても。

（納得がいかない顔をしている）

　その通りだろう。姚としては、なんでわざわざ相手がやっているものと同じ療法を言わなくてはいけないのかと思っている。そんなことをすれば、己を無能だと言っていると言いたいのだろう。

（莫ば迦かなふりをしておくのも、大切だよ）

　おやじはさっき、「命にかかわるようなものであってはいけない」と言った。

　ここで言う『命』というのは、巫女ではなく猫猫たちのことだ。

　政治的なきな臭さが漂う中で、下手に本当のことを口にするのは命の危険にかかわる。擦すれてないお嬢様にはまだ理解しがたい話だ。

（燕燕ならうまく言いくるめてくれただろうけど）

　現在、出張中なので仕方ない。

「姚さん、もうすぐ着きますよ」

　猫猫は話をそらすために馬車の外をのぞいた。離宮から宮廷より、宮廷から医局に帰る前のほうが長いから一苦労だ。

「医局に戻ったら、薬を探しますか？　この国にしかない薬があるかもしれませんし、それで体調が少しでもよくなればいいじゃないですか」

「……わかったわ」

　基本は頭がいいので、ここで騒いだとしても意味がないことをわかっている。

　素直に大人しくなってくれた。




　医局に着くと、おやじはさっさと資料をまとめて報告に行く。

　猫猫たちはおやじの許可を得て、薬剤室に入ると処方する薬を探し始める。巫女みこの体質によって効かないもの、もう使っているものもあるだろうが、とりあえず並べていく。

　猫猫は覚えているものからかたっぱしに、姚は本を見ながら一つずつ出していく。許可はもらったものの、薬剤室を占領しているので医官が気になって顔を出してきた。

「どうしたんだい、こんなに広げて、何の薬……、うわっ！」

　嫌そうな声が聞こえた。誰かと思えば、おやじの古い知り合いの医官だ。前に、里リー樹シュ元妃の不貞を確かめるために同行した医官の一人である。顔見知りのため、たまに気遣って顔を見せに来る。

「どうかしましたか？　変な組み合わせでもあったのですか？」

　猫猫が不思議そうな顔をする。

「ああ、いや、また、あそこに行かされるのかと一瞬どきっとしただけさ」

「あそこ？」

「あそこ」

　医官は宮廷の北側を示す。

「後宮だよ」

「どうしてですか？　確かに、婦人病の薬をかき集めたんですけど、後宮とは別件ですよ」

　猫猫は不思議に思いながら並んだ薬を見る。

「婦人病かあ。ならわかるわ。宮廷ではほとんど男相手だからあんまり処方しないんで、慌ててしまったよ」

　何か嫌な思い出でもあるのだろうか。そういえば、昔は宦かん官がん以外の医官も後宮の出入りがあったことを思い出した。

「そういえば後宮医官を以前していたことがあったと聞きますが、そのとき何かあったんですか？」

「大したことじゃないよ。ちょっと嫌な思い出があっただけさ。これと、これと、あとは……」

　猫猫たちが取り出した薬をつまんでいく。

「他数種類混ぜると、特製偽宦かん官がん薬になる」

『偽宦官薬？』

　猫猫と姚は声をそろえる。

「大したもんじゃないよ。後宮に宦官でもない男が入る必要がある場合、問題が起きたら困るだろ。だから、宦官とは言わないまでも男としての欲を抑えるための薬さ」

「ああ」

　猫猫は納得した。壬氏はともかく高ガオ順シュンが後宮を出入りしていた際、なにも問題はなかったのだろうかと思ったが、おそらくこういう薬を飲まされていたのだろう。

「とりあえず不味そうですね」

「すごく不味いよ」

　体験者は語る。

「しかも、慣れてきたら変な副作用あるし」

「やっぱあるんですね、副作用」

「あるよ。薬はなんでも取りすぎは良くない。なのであんまり好きじゃないの」

　嫌な声を上げた理由がわかった。どんな副作用があるのか聞きたかったが、さっさと薬剤室を出て行ってしまった。

「こういうの、燕燕は得意なんだけどなあ」

「得意そうですね」

「さっきの副作用の話もあるし、一応、文で確認してみようかしら？」

「そうですね、燕燕は喜びますよ」

　お嬢様不足でそろそろ禁断症状が出ているかもしれない。

　でもそのおかげか、姚とはだいぶうまく話せるようになってきたのは良かった。猫猫は薬の組み合わせをどうしようか、考えながら思った。
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　数度の巫女みこの往診を終えた帰り、馬車の中から見る通りの雰囲気は年始のような賑わいになっていた。

「歩いて帰ったほうが早そうですね」

　姚ヤオがそんなことを言い出した。猫マオ猫マオはおやじの足が悪いことを知っているので、黙っている。

　おやじは困った笑いを浮かべていた。

「すまないねえ。ちょっと私の足では遠いものだから」

　しまった、という顔をしたが、もう遅い。おやじだからいいものの他のお偉いさんならご機嫌を損ねるところだろう。

　意味があるのかないのかわからない往診だが、いくつか役に立っている面もあったようだ。残念なことに役に立ったのは、猫猫たちが準備した薬ではなく、水分をもっと取るようにという生活指導だった。

　水が貴重だという砂シャ欧オウでは水を頻繁に飲むという習慣はなく、巫女という立場であれば簡単に小用にも行けないので飲む回数が極端に少なかったようだ。水を飲む回数を増やしたら、頭痛が減ったと喜ばれた。

　あとは、散歩ができるのが嬉しいと片言で報告してくれた。白子アルビノであるがゆえ、夜しか外を歩けなかったのだが、砂欧に比べて茘リーは日差しが弱く雨も多い。天候が悪いときに傘をさして、外を散歩しているという。

（のびのびしている）

　実は観光バカンスのために茘に来たのではと勘ぐってしまいたくなる。

　もちろん、一日中ずっと暇というわけではなく、時折、訪問者も来るという。お偉いさんならわかるが、異国の巫女が珍しく「一度、話を聞きたい」という理由でやってくる人もいる。

　白パイ娘ニャン々ニャンが人気だったように、異国の白子の巫女もまた、その稀な色彩から人を魅了するのだ。

「今日の訪問者は占いを望んでいたようですね」

　ふと思い出し、猫猫が口にする。

「巫女という立場を考えると占いも仕事の一つなんだろうけど、ちょっと不敬だねえ。一応、他国の重鎮だというのにねえ」

　おやじの言葉に皆納得する。

　加えて言えば表向き療養にも来ているのだ。気遣いが感じられないが、困ったことに大抵の人は、そんなものである。

「占いが当たると言いますが、それに寄りかかるのはどうかと思います。はっきりした理由もなく、占いで将来を決めるのはどうかと」

　猫猫としてはそこが気になった。占いなんて根拠がない。あるとすれば、あの巫女が読心術を持っているからだろう。

「猫猫はあるかないかをはっきりさせたがるからねえ」

「占い嫌いなの？」

　姚が口をはさんできた。

「気持ち悪くないですか？」

　なんでも白黒つくものがあるわけではないとはわかっている。でも、猫猫は世の中の不思議なことは、自分の知識や情報が足りないだけで何かしら根拠があることだと思っている。

「亀かめの甲こう羅らを焼いて、それで遷都を決めるのはどうかなと」

「いや、案外それは理にかなっているんだよ」

　おやじが反論する。

「その地方の動物を使うことで、そのときの栄養状態がわかる。つまり、土地の富み具合もわかるというわけさ。占いと称し、神や仙を表に出すことで、人が信じるのであれば大がかりにやるものだ。それが政まつりごとの始まりかもしれないね」

（なるほど）

　おやじの言うことには納得できる。姚も興味深そうに聞いている。

「ただ、困ったことに過去に意味があったことでも、どうしてそれをやっていたのか、意味がわからないまま形だけ残ることがある。こういうのが一番厄介だね」

　おやじが悲しそうな顔をする。

「昔、不作になるとその年に生まれた赤子を人柱に埋めるという村に行ったことがあってね。しかし、ある時期、人柱を埋めても不作がなくならず、どんどん新しい生いけ贄にえを埋めていったわけさ。とうとう生贄になる村人がいないというときに、旅の途中の私が通りかかったわけさ」

（あっ、想像がついた）

　受難体質のおやじのことだから、ここまでくれば話が読めてくる。

「縄に巻かれて穴に落っことされたときは本当に死ぬかと思ったよ。あとから来た連れが気付かなかったら、今も地面の下だっただろうねえ」

「……」

　姚が絶句している。おやじはおっとりした口調でかなり重い昔話をしてくれる。聡明なおやじだが、己の不幸話には少し麻痺しているきらいがある。元々、宦かん官がんになったのも本意ではない。

「生いけ贄にえなんて莫ば迦からしいと思うかもしれないけど、昔はそれで効果があったってこともある。その村では、連作が当たり前に行われていた。肥料は足していたけど、どうしても足りない栄養があった。それが人体に含まれるものだったってわけだよ」

　もちろん、その理屈で言えば連作による障害以外では意味をなさないわけだ。おやじが立ち寄った村は、虫から仲介する病気による不作で、生贄など無意味だったのだ。

「意味がわからなくても経験則でやってしまう場合がある。生贄の起こりも土葬で死体を埋めた周辺だけはたまたま作物が実ったとかそういうものだろうさ。だが、時とともに神や仙が付け加えられ、神聖化される。神様という言葉はとても便利なんだよ」

　砂シャ欧オウの巫女みこもそういう過程で神聖化されたものなのかもしれない。

　話しているうちに医局についた。もっと話が聞きたかったが仕方ない。猫猫は足の悪いおやじを支えながら馬車を下りる。これからまた報告書を書かなくてはいけない。

　しかし、医局が騒がしい。

　どうしたかと思えば。

「やっと帰ってきた」

　困り顔の医官が近づいてきた。

「どうしたんだい？」

「どうしたもこうしたも、二人がいないときに来るとは思わないじゃないか。いないと言っても帰るまで待つと言って困ったよ」

　その口ぶりからしている人物は限られる。

　猫猫はおやじと顔を合わせる。

「仕方ないねえ」

　おやじが先に医局に入っていく。中にいたのはご想像の通り、片眼鏡モノクルの変人だった。変人軍師はどこからか持ってきた長椅子に横になっていた。

「叔父貴！　遅かったじゃないか！」

　変人は、にかっと笑う。

「こら、羅ラ漢カンや。勝手に他所の備品を持ち込まないでおくれ。ほら、菓子の包み紙はちゃんと塵箱に捨てなさい。あと、果実水ばかり飲んでむし歯になっても知らないよ。もう入れ物に直接口をつけて飲んでないだろうね？」

　背を丸めながら包み紙を拾い始める姿はなんというのだろうか。

「ば、ばあやみたい」

　お嬢様育ちの姚の感想はこんなのだが、他の人たちは似たような感想を持っているだろう。

　おやじがせっせと周りを片付け始めたので、変人の部下や見習い医官が慌てて塵を拾い始める。本来なら猫猫も混ざって片付けるべきだろうが、近づいたらまたうるさそうなのと、単純に手伝いたくないので柱の陰で観察する。

「叔父貴！　猫猫は！　猫猫は近くにいるな！」

　くんくんと鼻を鳴らす。狗いぬのようだ。

「気持ち悪い……」

　猫猫は思わず漏らしてしまう。

「猫猫、あんたの顔、本当にすごい顔しているから、やめてくれない。ちょっと、私まで引いちゃうから」

　姚に言われたので、ねじ曲がった口と眉間のしわを指の腹でもみほぐしながら戻す。それでも頬ほおがぴくぴくしている。

「猫猫！　猫猫を出してくれ！」

「どうしたんだい？　騒いだら夕飯に人にん参じんたくさん入れてもらうよって言ったじゃないか。今日は人参粥で行くよ」

　先ほどの『ばあやみたい』な行動に加えて、この台詞だ。腹を抱えて撃沈している者が数名いる。残りはどうすればいいか戸惑っているようだ。

「粥は卵がいいんだ、叔父貴。いや、それより猫猫。今日はちゃんとした理由で来たんだよ！」

「持ち込んだ長椅子に寝そべって菓子食い散らかしている時点でどうかと思うけどねえ」

　おやじは言いながら、医務室の抽斗ひきだしを開ける。中から取り出したのは房楊枝ハブラシで、変人軍師に渡した。歯を磨けと言いたいらしい。

「まず私が話を聞くよ。おまえは猫猫のことになると見境がなくなるからね。ちゃんと私が納得できる話であれば取り次ぐから」

　変人軍師は房楊枝を噛かみながらこくこく頷うなずいた。

　おやじに任せておけば大丈夫だろう。猫猫は廊下に置かれた使用済みの包帯が入った籠かごを持つ。洗っている間に話が終わればいいと思った。




　包帯を洗い終わり、干し始めるところで呼び出されたので半時ほど時間が過ぎただろうか。おやじが疲れた顔で猫猫のもとにやってきた。

「結局、何の用だったんですか？」

　聞いたのは猫猫ではなく姚だった。

「いやねえ、意外な申し出だったんだよ」

「どのような？」

「東宮のお披露目がもうすぐあるんだけど、その時の食事会の毒見を猫猫にやってもらいたいそうだよ」

（出る気あるのか）

　羅半曰く、変人軍師はことあるごとに園遊会やら会合をさぼっている。以前、猫猫が毒見をした園遊会のときもさぼって出ていなかったくらいだ。

「なんでまた……」

　恨みだけはしっかり買っているのはよくわかる。でも、まさか猫猫を指名してくるなんて本当に意外だ。毒を飲むなんてとんでもない、と猫猫に毒見をさせるときに思わないのだが。

「侍女にしろというのならともかく、毒見役なら断りづらいんだけどどうするかね？　周りは食中毒のこともあってか、毒見を付けることに異を唱えることはないし」

「どうすると言われても」

　おやじの断りづらいというのは、断れないに等しい。なんだかんだで押しが弱い。どうでもいいが今さっきのやり取りでおやじのあだ名は『[image: ][image: ]おかあさん』になった。本当にどうでもいい。

「質問をいいですか？」

　そっと手を上げるのは姚だ。おやじがどうぞと頷うなずく。

「猫猫と私は、食事会では巫女さまにつく話になっていませんでしたか？」

「そうだよ。でも、どちらか一人とのお達しだった」

　猫猫か姚か、まだ決まっていない。巫女の毒見役として、双方の国から一人ずつ出す予定である。他国の要人のため、周りには付き人やら護衛やらたくさんいるので同席できることでさえ、よかったほうだ。

「なら、猫猫、あなた行きなさい。私がいれば問題ないから」

　姚ははっきり言った。

「ちょ、ちょっと待ってください。私にも選ぶ権利があるのでは？」

　姚に毒見役などさせるのは、燕燕が怖い。猫猫がやる気でいた。

「せっかくご指名を受けたのだから受けたほうがいいわ。何より、下手にあなたが巫女の傍にいて、漢太尉が周りをうろつく羽目になったらどうするの？」

　何も言えない。

　おやじも無言だ。

　この国では傍若無人な態度が当たり前になっているが、異国の巫女さまの前でやられては困る。去勢した男でさえ、触れることを許されないようなおかただ。

「猫猫……」

　おやじが猫猫の肩を叩く。

「巫女さまは私に任せなさい」

　姚も肩を叩く。

「ちょ、ちょっと待ってください」

　猫猫は両手を振りながら二人を見た。

「猫猫、悪いが断れないよ。巫女みこさまの件を考えると、どうしてもお前は羅漢のほうにつくべきだよ。国際問題になるからね」

「い、いや、おやじ、もっと頑張ってよ」

「無理」

　はっきり言われて、もう一度猫猫は肩を叩かれた。










十六話　食事会







　時間というものは平等に流れているものではない。楽しい時間は短く、苦痛の時間は長い。

　そして、食事会までの時間もまた光陰矢の如しと言われるように短かった。嫌なことに迫る日々もまた、短いのだ。

　猫マオ猫マオはたっての願いで、当日までできるだけ変人のところには行かないでいいことになった。姚ヤオは猫猫と違い、一人で任される仕事ということで張り切っている。巫女みこの離宮に数日前から泊まり込みをすることになった。食事会をともにするにあたって、巫女が普段どんな食事をするのか実際一緒にとるのだ。

　食事についてはこと細かく確認しているが、見落としがあると困るからと巫女たってのお願いである。

　猫猫としては、異国風の料理が出て気になっていたのに、それもこれもあの変人が悪いのである。

　姚は毒見などやったことがなく、猫猫が泊まり込みの前にしっかり教えた。勉強熱心で帳面にしっかり書きつけて、漏れはないはずだ。

　食事会の当日、いつもより半時早く出勤しなくてはいけない。

（行きたくねえ）

　これを何度、思ったことだろうか。

　だらだらと服を着替えて、ぎりぎりの時間を見ながらゆっくり自室を出ると、やつれた顔に出くわした。

「猫猫」

「おや、久しぶり」

　廊下でばったり会ったのは燕エン燕エンだった。壬ジン氏シ付の侍女として出張してから、宿舎には戻らず別の場所で寝泊りをしているのだが。

（姚不足かな）

　明らかに疲れた顔をしていた。目はどことなく虚ろで、唇はかさかさしている。ふらりと動く姿は幽鬼を思わせる。

「猫猫……お嬢様は？」

「えっ、えーと、姚さんなら……」

　ここにはいないことを伝えると、天から星が落ちてきて頭に直撃したような顔をした。くらくらしたまま、壁に寄りかかるとそのままずりずりと溶けるように床に落ちていく。塩をかけた蛞蝓なめくじのようだ。

「大丈夫ですか？」

　どう見ても大丈夫じゃないのだが、一応確認するのが礼儀だろう。

「お、お嬢様……」

（本当に好きだなあ）

　猫猫は指先でつんつんつつきながら、どうしようかと考える。仕事には行きたくないが、私情で遅刻するのも癪しゃくなので、いつまでも燕燕の相手をしているわけにはいかない。

「どうしたんですか？　仕事は？　今日は一日、張り付いていなければならないのでは？」

「うっ、うう。こういうときじゃないと抜け出せなかったんですよ……。月の君の侍女頭は、監視が厳しく……」

「ああ」

　猫猫は納得した。月の君というのは壬氏のことだ。壬氏にはちゃんと皇弟としての名前があるが、これを口にしていいのは主上くらいなものである。ゆえに、違う呼び名で皆呼んでいる。

　そして、壬氏の侍女頭として想像するのは、水スイ蓮レンという初老の侍女で、これがなかなか食わせ者なのだ。さすがの燕燕も水蓮からはなかなか逃げ出すことはできなかったようである。

「早く戻らないと、また怒られてしまうのでは？」

「……そうですね。いいです、近くで匂いを嗅ぎたかっただけです。髪をしっかり梳すいて結い上げたかっただけです。もういくらさらさらでも、野郎の髪結いはやりたくありません……」

（壬氏を野郎扱い）

　お嬢様一筋なのが窺うかがえる。

　壬氏の髪結いまで任されているということは、かなり水蓮に気に入られているようだ。ちなみに猫猫は壬氏付の仕事に慣れた頃、何度か髪を結うようにと言われたが、やったことがないと毎回断った。

　燕燕はゆるりと起き上がる。のろのろ歩いて戻ろうとしたが、何を思い出したのか猫猫を振り返った。

「そういえば、文の返事をまだ渡していませんでしたね。先の理由にて、手紙も送ることができなかったもので遅くなりました」

　下手に文のやりとりをすると間諜スパイに間違われる可能性がある。今、こうしてやってきているのも十分怪しいが、疑われたら猫猫が弁明してあげないといけない。

「わざわざありがとうございます」

　猫猫は文を受け取る。燕燕は婦人系の病や美容にいい薬に詳しそうだったので、聞いていたのだ。

　文を開くと、かなり詳しく書かれてあった。大体は猫猫の知っている内容だったが、いくつかこんな効用があるのかと感心してしまうものまである。

「……!?」

　猫猫は文の中の一行に目がいった。

「ええっと、これ」

　ふらふらと戻ろうとする燕燕を捕まえて聞く。

「雪蛤ハスモなんだけど、これ、本当？」

「……はい」

「ええっと、こんなものわかっていて、姚さんに食べさせていたと？」

　いや、育てていると聞いていたが。

「姚さまを美しく育てるためです」

　燕燕はきりっと一瞬顔がきらめいたが、またうつろに戻った。

　猫猫は姚に同情しつつ、自身もまた仕事に向かうことにした。




　食事会までの流れを猫猫はよく知らない。祭事のようなことをやるらしいが、段階がいろいろあって正直覚えていない。何より、関係者しか入れない場所でやるのでそれまで待機だ。待機なのに、半時も早く出勤させられたのはとても納得がいかない。

　猫猫は医局の薬棚でも眺めていようと考えていたが、医官の一人に呼び出しを食らう。何かと思えば、使い走りのようだ。

「これを、妃たちに運んでもらいたい」

　園遊会やら食事会やら、その手の催事イベントは後宮の花たちが外に出られる数少ない機会だ。なので、使い走りといっても男をよこすわけにはいかないのだろう。姚も燕燕もいないので猫猫が行くしかない。

　荷物を確認すると、線香が入っていた。なぜ医局にあるかと言えば、医療用としても使われるためだ。煙には虫よけ効果があるし、香りは心を落ち着かせる。

「蚊やりの代わりが欲しいとのことだ。ただの蚊やりだと煙たくて仕方ないとさ」

　普通、蚊やりといえば、線香なんて上品なものではなく、虫よけ効果のある木の枝をがんがん焚くのだ。煙だけでも多少効果があるが、確かに煙たい。

「どこの妃の我わが儘ままですかね」

「ほら、あの異国からやってきたという新入り妃さ」

　意外だな、と猫猫は思った。

（まだ、色よい報告はしてないんだよなあ）

　巫女の秘密についてだ。

（巫女は子どもを産んだことがあるのか）

　結局わからないまま、帰ってしまいそうだ。

「砂シャ欧オウ出身ということで、新入りだが食事会にねじ込まれているそうだ。他の妃にも渡しておくように、あと渡す順番は間違えないように」

　医官は丁寧に出席する妃の名前一覧と、妃たちがいる棟の場所を地図で教えてくれた。玉ギョク葉ヨウ后はもちろん、上級妃の梨リ花ファ妃、それから中級妃が愛アイ凛リーンの他に二名出席している。

　順番を間違えると怖い怖い。

（それにしても）

　本当に砂欧の権力関係はよくわからないと猫猫は思いながら使い走りに行く。

（愛凛が亡命で、姶アイ良ラとかいう女が政敵、そんでもって愛凛は巫女を味方にするため弱みを握ろうとしている）

　猫猫のおつむで考えると、ざっとこんな相関図だろうか。

　気になると言えば気になるが、下手に首を突っ込むと、巻き込まれて首を落とされる可能性もある。ただ、黙って言うことを聞いて、あまりに危なそうだったらさっさと引くのがいい。

　控えの間は、妃ごとにそれぞれ与えられていた。玉葉后だけは、別の場所に待機している。順番としては、梨花妃から行くのが妥当であるが、顔を見せると話が長くなりそうだ。

　猫猫は梨花妃の控え室の前で知った顔の侍女が来るのを待つ。ろくでもない侍女たちは皆やめさせられたので良かったが、残った侍女もまた、猫猫を見るとき妙に怯おびえるのはやめてもらいたかった。

　さくっと次、次と渡していく。

　愛凛の部屋の前に来た。ふと、猫猫は鼻を鳴らす。

（なんだろう、これ）

　外からでもわかる香の匂いがした。とりあえず、部屋の戸を叩く。

「どうゾ」

　独特の発音が聞こえたので、戸を開ける。中には愛凛一人で侍女は誰もいなかった。

　愛凛は何か胸のところをしっかり押さえている。愛凛に近づくと妙な匂いがちょっと強くなった。

「蚊やりを持ってきました」

「ありがとうございます。そこに置いててくださらない？　ちょうど侍女が、席を外しているのデ」

　お手洗いか何かだろうか。半分、監視のようについている妃の侍女だが、この控えの間は、窓も小さなものが一つ、入口は一か所で、外には警備の者がいる。問題ないと見たのだろう。

「では、私はこれで……」

　帰ろうとしたら、猫猫は袖を掴つかまれた。

「な、何か？」

「巫女みこさまのところにもいっているでしょう？　巫女さまの容態はいかがですカ？」

（これはどう答えるべきだろうか）

　猫猫は一瞬迷い、そのまま答えることにした。

「旅の疲れもないようです。病については今、こちらでちゃんと診ておりますのでご安心ください」

　無難すぎる返事をして、猫猫は自分で笑いたくなってくる。表向き、気遣っているようだが、この妃は弱みを握ろうとしている。

（役者だ）

　猫猫も依頼を受けなければ、本当に心配しているように見えただろう。

（顔色もあまりよくないな）

「体調が優れないのではないでしょうか？」

　職業病だ。つい、口にしてしまった。

　愛凛は目を丸くする。

「あら、そう見えましたカ。きっと、食事会を前に緊張しているのかもしれませんネ」

「問題がなければ、それでいいのですが」

　あえて深く突っ込む理由はない。

「……ええ。大丈夫」

　愛凛は独白のようにつぶやき、遠い目をした。ただ、一瞬のことですぐさま猫猫を見る。

「ありがとう。あなたは特に官女の中でも優秀だと聞いていたから、期待しているワ」

　重圧をかけてきた。近づいたせいでまた匂いが強くなる。

（本当になんだっけな。この匂い）

　ふむ、と考えながら猫猫は愛凛の部屋を出る。

（なんだろう、このもやもや）

　さっきの匂いもだが、他にももやもやしたものがたまっていた。砂シャ欧オウ関係でいろいろ引っかかっていることだ。おそらく、答えを知るきっかけはいくつも集まっているのだが、それを答えにまで導き出せない。もしくは、答えに至る欠片かけらがいくつか足りないような気がした。

（これがおやじならとうに答えを導き出せているのに）

　猫猫は自分の未熟さに軽くため息をつきながら、また医局に戻っていく。




　食事会というものは気楽に楽しくやってもらいたいものだがそうはいかないのがお偉いさんたちというものだ。

　部屋の中央には大きな長卓、左右に椅子が並び、その先に大きな卓がつながっている。奥は主上と后、壬氏に、そして客人である巫女も座っている。巫女は、日差しを避けるために紗を頭にすっぽり被っていた。

　食事会には他の国の重鎮も来ているが、大体が属国なので扱いはそれなりになる。

　その他大勢は、長い卓に左右対称に配置されている。前の園遊会のときと並びは同じだが、違うとすれば、室内で椅子に座れることだろうか。

　猫猫は「早く終わらねーかなあ」という顔をしながら壁際に立っていた。周りを見ると、毒見役なんて大層なものは主上と客人に后たちといったご要人についている。

（こいつには必要ないだろうよ）

　けっ、と吐きだしたくなりながら、猫猫は変わり者の背中を見ていた。中肉中背、やや猫背気味、片眼鏡モノクルをかけた釣り目を除けば特に目立った特徴のない冴えない男だ。この国の軍師というやつは。

　大体、軍師という肩書も名ばかりだ。本来は太尉とかいう位らしいが、猫猫はそれがどんなものかわからない。ただ、座っている席を見る限り、かなり偉いほうなのだろう。

（毒見なんて欲しがるなら出て来なければいいのに）

　変人軍師の周りの人たちも同じ顔をしている。この駄目なおっさんは、暇になると周りにちょっかいをかけはじめるので困るらしい。園遊会やらなにやらの催事を休んで文句を言われないのは、いても邪魔だからだろう。

　早速、変人は暇になったらしく横に座っている武官らしき男に話しかけ始めた。

　猫猫は半眼で見ながら、そっと手に持っている布を引っ張る。布の先には紐がつながって伸びており、先は変人の足首に結ばれている。引っ張るごとに変人がびくっと動く。動いて後ろを見て、なんだか満足そうな顔をして、ぴしっと背筋を伸ばす。

　まさに足『首』に縄を付けている状態だ。

　いちいち、こちらを見るのがなんとも不愉快だが、仕方ない。守銭奴の羅ラ半ハンが、毒見役のついでにと監視も仕事に加えてきた。もちろん、言うことを聞く気はなかったが、おやじにも頼み込まれたのと、今度、交易品の珍しい薬をくれるというので引き受けた。というわけで、猫に鈴ならぬ、変人に紐をつけたわけである。

　周りは少々変な目で見る気がするが、元々、変な目で見られているのがこの変人ということで、誰も何も言わないので気にせずにいく。

　食事会といってもいきなり食事が始まるわけではなく、いくつか前置きがある。外での園遊会と違い、派手な剣舞といった催しはないが、心地よい音楽が聞こえるのはいい。少し異国情緒あふれるのは、砂シャ欧オウの音楽を想像イメージしているからだろうか。

「これは巫女みこを題材として作った曲だそうだ」

　そっと教えてくれたのは、たまたま近くに来た羅半だった。

「愛凛妃が自ら作った曲だよ。玄人プロが多少手を加えているがなかなかのものだろ？」

「愛凛妃が？」

　猫猫は愛凛のほうを見る。中級妃に囲まれている異国の女は、目を細めて曲を聞いていた。

「いろいろあると思うが、妃は巫女に感謝しているようだよ。巫女見習い時代に、巫女からしっかりした教育を受けさせてもらったらしい。砂欧の結婚年齢はこの国よりもさらに幼いからね」

　少し聞いたことがある。砂の民は、十になるかならないかで嫁がされると。

「学を持たないまま嫁がされた女は、逃げ出すこともできない」

「そうだね」

　茘リーでもあることだ。どんなに旦那がひどい奴でも逃げ出すこともできない。逃げ出したとしても、働くこともできず、挙句、騙だまされて妓ぎ楼ろうに売られることもある。

　無知は罪と猫猫は思う。だが、同時に、知は皆に平等に与えられるものではない。猫猫はおやじに学を教えてもらった。でなければ、緑ろく青しょう館かんで妓ぎ女じょになっていただろう。

　愛凛もまた巫女みこによって学を与えられた。愛凛はそこで当たり前のようにもらったものを感謝しているのだろうか。

（なのに、弱みを握ろうとしているなんて世も末だな）

　猫猫は、ふうっと息を吐く。

　軍師は音楽に興味ないのか、懐から碁の本を取り出して読み始めたので、また紐を引っ張る。本当に主上がこの男を縛り首にしない理由がわからない。

　なにやら偉そうな人が偉そうに話をして、話が終わったところで食事が始まる。壬ジン氏シの後ろには、燕エン燕エンがいる。本当なら、ばあやである水スイ蓮レンが付きたいところだろうが傍仕えの侍女は若い者が多い。元気なばあやでもこういうときは、空気を読んで燕燕に任せたのだろう。

（なんか順調に出世しているみたいだな）

　どうにも他人事には思えない。ただ、燕燕はちらちらと視線を横へとやっている。理由は、壬氏に燕燕がついているように、砂欧の巫女にも姚ヤオがついている。姚は緊張しているのか、少し顔色が悪かった。

　燕燕は今朝がた、屍しかばねのように虚ろだった顔がちょっと元気になっていた。しかし、まだまだお嬢様不足から解放されないようで、早く終わらないかと周りを見ていた。姚の顔色が悪いのも気になるようだ。

　結局、せっかく医官付の官女を育てようとしたところで、皆、毒見役になってしまうのがまた面白いところだと猫猫は思う。本来、毒見とは代わりがたくさんいる位の低い者がやる仕事だというのに。姚はいいところのお嬢様のようだが、親は止めなかったのだろうかと少し不安になった。

（一応、毒見のやり方は教えたけど）

　毒見といってもたとえ誰がやろうと、失敗するときは失敗する。新しい毒だったり、遅効性のものだったり。

（結局、人間死ぬときは死ぬ）

　そんなものだ。でも、猫猫はどうせ死ぬなら、新型の毒に当たって死にたいと考える。できれば、どういう毒性があるのか確認してから息を引き取りたいと考えるのは贅沢だろうか。

　さてさて、そんなことを考えているうちに食事が運ばれてきた。

　いつも通り、毒見を行い、さくさくと終わってもらいたい。

　猫猫は毒見用の小皿を受け取り、食べているところをねっとりと変人軍師に観察されながら思った。




　食事を始めたら食事会はさくっと終わった。このあとは宴ということで、食事会と宴の差がわからない猫猫はため息をつくしかない。

　場所を変えて、少人数で行うらしい。姚と燕燕は引き続き仕事のようだが、猫猫はこれで仕事が終わりだ。ということで、部屋を出て猫の鈴ならぬ、軍師の紐を投げ捨てようとしたところ──。

　がたっと音が響いた。なんだろうと振り向くと、官女が倒れていた。誰かと思えば姚だった。

「お嬢様！」

　燕燕が飛び出す。どうしたのかと姚を起こす。

　猫猫は紐を投げ捨てると、二人に近づいた。姚は俯うつむき、床には吐しゃ物がまき散らされていた。
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　近くにいた官女たちが喚わめきだす。お偉いさんがいるところで吐き出すなんて、無礼だと言わんばかりで金切り声を上げるが問題はそこじゃない。

「お嬢様、お嬢様！」

　姚を揺らす燕燕の頬を叩く。

「口の中に残留物がないか、確認して！　喉に詰まってたら、窒息してしまう」

「──はい」

　動揺していた燕燕だが、猫猫が言うと指を姚の口に突っ込む。呼吸はあるようだが、震えて腹をおさえている。瞳孔が広がっている。

（姚が倒れたということは）

　巫女みこはどうなっているのだろうか。猫猫が見たところで、すでに巫女の周りには人が集まっていた。姚とともに毒見役をやっていた女も真っ青な顔をしてふらふらしている。口を押さえながら移動し、巫女もまた離れていく。

（巫女に毒が盛られた）

　猫猫は震える姚に上着を着せる。燕燕は「お嬢様、お嬢様」と顔を真っ青にしながら、狼狽うろたえるばかりだ。

「水、塩水を、それから……」

　何の毒かわからない場合は、ただ腹の中身を出すことを先決とする。無理やり吐かせようと、燕燕を引き離す。姚の口に指をつっこんでいると、足の悪い老人が近づいてきた。

「猫猫、燕燕。替わりなさい」

　やってきたのはおやじだ。手には水差しと桶を持っている。上掛けも持っていて、そっと姚の腰に掛けた。腹痛と嘔吐とくれば、下痢も症状に現れる可能性が高い。粗相をしても、目立たぬよう気を利かせてくれたのだ。

「おまえは巫女のほうを優先すべきだろう。こちらは私にまかせなさい」

　と、おやじは猫猫が投げ捨てた紐を拾うと引っ張った。反応するのはぼうっと突っ立っていた変人軍師だ。

「炭を持ってきてくれるかい。できればすり鉢で、粉々にしてくれるといい。あと、部屋を準備しておくれ。この子と巫女たちを診る部屋だよ。できるね、羅ラ漢カン」

「ああ。叔父貴。すぐ用意する」

　返事をしたのは変人だが、反応するのは周りにいる部下たちだ。おやじが直接命令するより、変人が言ったほうがより早く動いてくれる。

「おやじ、姚を頼むね」

　猫猫はそれだけ言うと、巫女たちがいるほうへと向かった。










十七話　容疑者







　巫女みこたちは早急に用意された部屋に入った。

　巫女ともう一人の毒見は嘔吐を繰り返す。塩水を渡してひたすら胃の中身を出してもらわなくてはいけない。一緒に、粉々にした炭と下剤も飲んでもらう。まずいが、胃の中を空っぽにするためには必要なことだ。

　巫女の容態は、おやじが診られない以上、猫マオ猫マオが責任を持つしかない。胃の内容物を全部出し、腸の中身も全部排泄してもらう。下剤が効かないようなら、肛門から薬液を入れて無理やり排泄させるところだったが、巫女も毒見もそれは嫌だろう。ちゃんと下剤の効果があって安心していた。

　この二人は、姚ヤオに比べて症状が軽いようで、中毒症状が出ても意識ははっきりしていた。

　姚のほうはといえば、かなり深刻で燕エン燕エンは今の主人である壬ジン氏シのことはおかまいなしに姚の看病をしている。壬氏も鬼ではないので、さすがに連れ戻そうとはしない。

　巫女の容態が少し安定したころ、食事会の翌日、壬氏は猫猫のもとにやってきた。いつもより質素な恰好だが、相変わらずきらきらしさは変わらなかった。隣には復帰した馬バ閃センがいた。

　猫猫は、昨日から同じ服のまま風呂にも入っていなかったが、この際、失礼とか考えるほど余裕もない。

「巫女の容態はどうだ？」

「落ち着いています。姚、毒見を行った娘ほどひどい症状はないので」

　見習い医官が猫猫のもとに逐一、姚のことを報告してくれる。猫猫も見習い医官に、事細かに巫女の容態を伝える。何かあったら国際問題だ。これ以上、悪化させてはいけない。

　壬氏が直々にやってきたのも、そこが関わっているからだろう。

「姚とか言ったな。燕燕の主人とかいう」

「ずいぶん、燕燕のことはお気に入りのようですが、そろそろ帰してやってください。姚不足で死に体になっていましたから」

　そんな中で、姚があんな風になってしまったのだから、気が気でないだろう。猫猫は少し落ち着いたのか、ちょっと冗談交じりで言ってみた。不謹慎と言われようが、冗談でも言わなければやっていけない。

「同僚があのような目にあっているのだが、おまえは心配じゃないのか？」

「心配していないというほど、冷血ではありません。ただ、私の今の仕事は巫女みこさまを診ることであり、姚には養父がついていますので」

　おやじがついている以上、なんとかしてくれると信じている。燕燕も医術はかじっているので、落ち着けばちゃんと看病ができる。猫猫が仕事を投げてまで行く必要はない。

　なにより巫女がここで一大事となれば、国の問題に発展する。それだけは避けなければならない。

「……ところで、巫女さまに毒を盛った犯人はわかりましたか？」

　巫女の関係者以外は、誰も中毒症状はなかったという。

　巫女が助かっても、命を狙われたことには変わりない。ならば、早急に犯人を見つけ出し、処罰をしなければいらぬ諍いさかいの原因になる。

　壬氏はなんともいえない顔をした。そして、ちらりと馬閃を見る。馬閃は微妙な顔をしながら、懐から布包みを取り出した。中から何が出てきたかと思えば小瓶だ。蓋を開けると粉が入っている。

「これは……」

　猫猫は鼻を鳴らす。どこかで嗅いだことのある匂いだ。それも、すぐ最近だ。

「!?」

　思い出して思わず瓶に手を伸ばしたところで、馬閃が布包みで覆った。

「何か知っているようだな」

「……これは抹まっ香こうですか」

「ああ」

　抹香、植物を使った香の一種だ。その材料に樒しきみという植物がある。毒性が強く、嘔吐、腹痛、下痢といった症状がみられる。

「毒性があると漢医官から聞いている」

「はい。今回の症状にそっくりです」

　摂取後、数時間で中毒症状を起こす。

「この香についてだが……」

　壬氏は神妙な面持ちで猫猫を見る。

「愛アイ凛リーン妃が持っていた」

（やっぱり……）

　猫猫は食事会の前に、愛凛のもとへ蚊やりを持って行った。そのとき嗅いだ匂いと同じだった。




　姚、巫女、巫女のもう一人の毒見。中でも、姚の容態はまだ悪い。一度、小康状態になったのだが、またぶり返している。三日たった現在、だいぶ落ち着いたようだが予断を許さない。

　猫猫は姚に代わり、巫女みこの離宮に泊まり込んで巫女たちを看病している。とはいえ、症状は軽いので、念のため泊まり込んでいるに過ぎない。

　それよりも問題なのは、毒を盛ったとされる人物についてだった。

（なんでまた愛凛が）

　巫女と同じく砂シャ欧オウ出身の女は、なぜ巫女に毒を盛ったのか。巫女を味方に引き入れるのではなかったのか。それとも、最初からそのために後宮に入ったのだろうか。

　巫女には恩があったのではなかったのか。

（一応容疑者扱いだけど）

　証拠はあった。懐に抹香が入っていたという。愛凛の侍女が着替える際に見つけて報告したのだ。

　毒性のある抹香を食事会の前に大量に仕入れていたこと、食事会の席は、同郷ということもあり巫女に近かったことがわかっている。何より四六時中、監視の目があるわけではないと猫猫は知っている。線香を運んだ際、愛凛の周りには誰も侍女がいなかった。食事会のときも隙を見て、食事の皿に入れたと考える。

　不可能ではない。

　証人と状況を見て、愛凛は事情聴取を受けている。

（犯人はすぐさま見つけないといけない）

　国際問題に発展する。

（でも相手が同じ国の人間だとすれば）

　茘リーという国としては都合がいい。巫女の毒殺未遂は砂欧の内部抗争と責任転嫁できる。犯人が愛凛であればなにより都合がいい。

（そうなると、羅ラ半ハンはどうするんだろうな）

　猫猫は数字のことばかり頭にある面食いの小男を思い出した。元は、羅半が食糧の輸出か、それとも亡命かという話で愛凛を招き入れたのだ。あの計算高い男が、間違っても共犯扱いされるようなことはないだろうが、気持ちいい話ではない。

（何かあるかもしれない）

　なにより猫猫は引っかかることが多すぎて気持ち悪かった。




「もう巫女さまは問題ありませんのデ」

　付き人が猫猫に言ったのは、五日目の朝だった。

「巫女さまはまだ顔色が優れないようですが」

「気持ちの問題でス。相手が相手なので、気持ちがよいわけではありませんヨ」

（だろうなあ）

　遠い異国で命を狙われたと思ったら、相手は同郷だったという。

「そうですねえ。お知り合いだったようですが？」

「……はい。もとは次代の巫女みこ候補として、やってきた方々ですかラ」

（聞いていた通りだ）

「あの子はいとこの姶アイ良ラとともに、十二の年まで一緒に暮らしましタ」

　どうしてこんなことに、と付き人は大きくため息をついた。

　気になるけどこれ以上詮索する立場ではない。

　猫猫はそう思いながら「わかりました」と納得した。




　巫女の離宮を出ると迎えの馬車が来ていた。猫猫はそのまま乗るが、馬車の中にいたのはおやじだった。

「姚は問題ないの？」

「今のところはね。燕燕が看ていて、悪くなったらすぐ知らせるようには言ってある」

　小康状態からまた悪くなり、そしてまた落ち着いてきたという。まだまだ油断してはいけないが、おやじがこうして猫猫を迎えに来たのには理由があるのだろう。まさにその通りで、おやじは外を見ながら言った。

「医局には戻らないよ。ちょっとその奥に行くからね」

　医局の奥といえば、宮廷でいうお偉いさんが集まる区画である。そこへ向かう理由に猫猫は心当たりがあった。

「……食事会のこと？」

　猫猫は巫女と巫女の付き人、おやじは姚の、それぞれ毒を食らった人物の看病をしていた。愛凛が容疑者扱いされているという点で、猫猫たちが参考人として呼ばれるのは不思議ではない。

　馬車は医局を通り過ぎ、目的地へと向かう。壬氏の宮だった。

「どうぞ」

　丁寧な物腰で迎えてくれたのは水スイ蓮レンだ。初老の白髪交じりの侍女は猫猫を見るなり、少しだけにやりと笑った。どこか食えないおばさまに猫猫は頭を下げて返す。

　通された部屋には、壬氏と馬閃、それから羅半がいた。今回の件で弱っているらしく、小柄な眼鏡男は歪いびつに唇をゆがめていた。

「要件は聞いているか？」

　壬氏が聞いてくる。また、無理をしているのだろうか、ちと顔色が悪い。帰りに無理にでも眠らせようか。

「愛凛妃の件についてでしょうか」

「ならば話が早いな。まず、羅ルォ門メン殿から話を聞かせてもらいたい」

　前置きをおかずに、話が進められる。

「私の話せるのは医官付の官女である姚についてしか話せませんが」

（嘘うそだな）

　猫猫は思った。いや、嘘ではないが本当のことでもない。おやじは慎重な性格だ。正しくは『はっきりと根拠がある話か』というべきだろう。思い込みで物事を語ってはいけない、そういう人である。

「姚の病状はひどく、腹痛に嘔吐、下痢の症状、それから一度小康状態になりましたが、また容態が悪化し、また落ち着いているところです」

　猫猫も聞いていた通りだ。症状は抹まっ香こうの毒と同じだ。ただ、症状が重く、また状態が悪くなったのは少し首を傾げてしまう。

　抹香の材料、樒しきみには毒性がある。時に人を死に至らしめる強い毒であるが、特に毒性が強いのは実だ。香として使われているのは葉や皮を粉にしたものだ。それほど、大量に食べたとすれば。

（さすがに気付くのに）

　猫猫は姚に対して毒見の方法を教えていた。匂いを嗅いで調べることも話している。ただ、毒見をする前に顔色が悪かったので、もしかして鼻が詰まっていたのではなかろうかとの懸念もあった。

　しかし、おやじの次の一言で猫猫のひっかかりが決定的なものに変わる。

「毒はおそらく茸きのこ毒かと思われます。樒しきみの毒ではありません」

　前提を覆す言葉に、周りは唖然としていた。ここにおやじを呼んだのは、証拠がそろった愛凛の容疑をはっきりさせるものだったのだろう。

「そうか……」

　猫猫は納得してしまう。茸の毒なら樒よりよっぽど強いものが多い。なにより、症状も似ている。毒茸の匂いや味は、さすがに姚もわからないだろう。

　唖然としていた中で、羅半が身を乗り出してくる。

「では、愛凛妃ははめられたと考えていいのでしょうか？　大叔父！」

　嬉しそうな声が聞こえる。それはそうだ。もともと引き入れた人物が問題を起こせば、羅半にも責任が及んでくる。この小男にとってそれは計算外に違いない。

「私は毒が抹まっ香こうではないとしか言っていないよ」

　おやじのまわりくどい言い方は時に周りを苛いら立だたたせる。

「私からもよろしいでしょうか？」

　猫猫は、さっさと話を進めるため、自分の発言を口にすることにした。

　おやじの発言に流されないように、できるだけ客観的に事実を述べる。

「巫女みこと、もう一人の毒見については、腹痛、吐き気と症状は一緒です。姚に比べますとかなり軽いものと思われ、三日ほどで体調もほぼ良くなっております。茸毒と仮定するとして気になる点があるなら、巫女みこたちの服用した量が少なすぎることと、毒の効きが早い気がしました」

　茸毒、症状からして毒ドク鶴ツル茸ダケあたりを思い起こした。あの毒は強力で、なおかつ遅効性だ。毒が効き始めるころには、毒が体に吸収されているという恐ろしさで、一度治ったと思ったら、また次の症状が起こるという。おやじの処置が悪いとは思わないが、姚の容態は茸毒だと仮定すると樒よりもっと深刻に考えないといけない。

　猫猫も症状が茸毒に思えたのだが、考えから除外していた。理由は、毒の症状が現れ始めるのが三時ろくじかん以上あとになるからだ。毒見をしてからあれほど毒の効き目が表れるには少し早かった。

（おやじもそれくらいわかっているはずだ）

　なのにこうして発言しているのには理由があるはずだ。毒の効き目を早くする薬でもあったのか、それとも毒鶴茸ではなくもっと別の茸毒のことを言っているのか。もしくは───。

（毒見よりも前に食べていたのか……）

　……。

　猫猫は思わず卓テーブルを叩いてしまった。

　なんで気付かなかったのだろうか。先ほど、巫女のいた離宮の会話を思い出す。

「壬氏さま」

「どうした？」

「砂シャ欧オウの巫女には、愛凛妃が容疑者であることは伝えていますか？」

「まだ、はっきりとわかるまで伝える気はない。無駄に不安をあおりたくない」

　そうだ、そのとおりだ。でも、離宮で付き人が言っていたのは。

『気持ちの問題でス。相手が相手なので、気持ちがよいわけではありませんヨ』

『……はい。もとは次代の巫女候補として、やってきた方々ですかラ』

　猫猫はこのやりとりですでに巫女は容疑者が誰か話を聞いていたのだと思っていた。猫猫はすでに情報を耳にしていたので、つい相手も聞いているとばかりに気にしなかった。

（なんで巫女の付き人がすでに話を聞いているのか）

　姚の病状がひどく、巫女たちが軽度だった理由。毒の効く時間の誤差、ここで説明が付く。

「おやじ……。推論だけど口にしていいか？」

　猫猫はおやじに真しん摯しな目を向けて言った。おやじは困った顔をする。

「言ってしまったことに責任はとれるのかい？」

　口に出してしまった以上、話さなかったことにはできない。

「でも、言わなくちゃいけないときもあるだろ」

　おやじは無言だ。猫猫はそれを了承とする。

「何かあるようだな」

「はい。あくまで一つの推論ですが」

　こういう言い方をするのは逃げ道を作っているかもしれない。でも、猫猫とて断言できるほど自信が大きいわけでもない。

「毒を盛ったのは愛凛妃ではないと思われます」

「根拠は？」

　壬氏は、ただ鵜う呑のみにせず、説明を求めてくる。羅半と馬閃も猫猫を見る。

「毒が、おやじ、いえ漢医官のいう茸毒と仮定すると、愛凛妃が毒を盛ったと考えづらいからです」

　毒が効き始める時間。毒鶴茸の類であれば、食事会の前に毒を盛らねばならない。愛凛は、後宮を出たあとはずっと監視されていた。侍女が目を離すことはあったが、部屋の外を出ることができず周りに味方はいない。食事会前に毒を盛ることは不可能だ。

「では、食事会の前に誰が毒を盛ったと？」

「はい。毒を盛るとすれば離宮でとなります」

　数日前から姚は離宮で巫女みこたちと同じ食事をとっていた。すでに離宮にいるときに毒を摂取したと考えるのが妥当であり、そうなると毒を盛った人物は。

「巫女の付き人の誰かとなります。つまり自演です」

『!?』

　皆が驚いた顔をする中、おやじだけが表情を変えずにいた。おやじもまた同じように考えたのだろう。だが、憶測は簡単に口にしない、それがおやじである。

　自演であれば、姚以外の二人の症状が軽かった理由にも説明がつく。毒を摂取していたのは姚一人、残り二人は演技かもしくはもっと軽い別の毒を服用したのだ。それなら、誰が容疑者か知らないはずなのになぜ知っていたのか、説明がつく。

　自演であり、罪を愛凛に擦なすり付けるためだったなら。旧知の仲であれば、毒茸と似たような毒性がある抹香を愛用していることくらい知っているだろう。

　憶測では口にしない、おやじの教えの意味はわかる。でも、猫猫だって頭にくるときがある。

（姚を巻き込む理由は！）

　姚がひどい症状なら、それだけ毒殺の衝撃が大きいだろう。姚はそのために利用された。ちょっと気位が高いところがあるが、根は素直で勉強熱心な娘だ。

　燕燕ではないが、猫猫だって姚のために憤りを感じるのだ。

　今更じぃんとしびれてきた手に気付き、猫猫は自分が冷静さを欠いた話をしていなかったか、思い直す。周りを見ると、おやじは無言のまま、壬氏たちはぽかんとしている。

「一つ質問をするぞ」

　口を最初に開いたのは、馬閃だ。こういうときの反応は早い。

「なぜ、巫女が愛凛妃を陥れる理由がある？」

「それについては、心当たりがあります」

　猫猫に代わり羅半が手を上げる。

「愛凛妃は、巫女が子を産んだのではないか、しかも白パイ娘ニャン々ニャンではないかと僕に話してきました。なので僕は猫猫に経産婦であるかどうか確かめるようにと、頼んだのです」

　巫女としての資格がなければ、巫女としての地位ははく奪されてしまう。むしろ、罰せられるかもしれない。

「巫女が白娘々の母親か……。これまた、大きな発破だな」

　こうなると亡命をしてきた理由は政敵の存在の他に、巫女の秘密の一端を握ってしまったことも考えられる。

　そして、巫女が茘リーまでやってきた理由も。

「口封じのためと考えれば」

　羅半の発言に猫猫は引っかかりを感じた。

　なぜだろう、おかしくはない推理のはずだが、どこか奥歯にものがはさまったような気持ち悪さを感じる。

　猫猫はおやじを見る。

　おやじはただ無言で肯定も否定もせずに座っていた。










十八話　男女の駆け引き







「羅ルォ門メン殿とともに帰らないのか？」

　壬ジン氏シが部屋に残って湯を準備する猫マオ猫マオに聞いた。

「壬氏さまの顔色がずいぶん悪いようで。何日、徹夜しましたか？」

　質問を質問で返しつつ、眠りにつきやすい薬湯を差し出す。羅ラ半ハンは羅門とともに帰り、馬バ閃センは見送りに行っている。

「徹夜などしていない」

「質問を変えます。ここ数日の合計睡眠時間は？」

　壬氏が指を折るが、それが片手よりも増えることはなさそうだ。壬氏の表情がわかりやすく歪ゆがみながら、薬湯を飲み始めた。

「明日は早いのですか？」

「いや、ようやくひと段落した。というか、宮に帰れたのがようやく今日だったわけだ」

　おつかれさまさまである。

「水スイ蓮レンさまが心配しますよ」

「おまえは心配してくれないのか？」

　湯呑に口を付けながら壬氏が言った。衣の胸元を緩めるので、猫猫は寝間着はどこかと探す。ちょうど水蓮がやってきたのはいいが、猫猫に寝間着を渡すとさっさと部屋を出て行ってしまった。

（これは着替えさせろ、ということか）

　前に壬氏のもとで働いていたときは、嫌々ながら更衣を手伝ったことがある。正直、これくらい一人でできるだろ、という猫猫の考えと、やってもらうのが基本となっている壬氏との間は平行線なのだ。しかし、立場の違いということもあって、猫猫が折れるしかない。

　壬氏が衣をぱさりと落とすとともに、猫猫は寝間着をかける。帯を渡し、軽く結うと落ちた衣を拾う。

「燕エン燕エンにもこうして手伝わせていたんですか？」

　呆れたように猫猫が言った。

「いや、やってもらってないぞ」

「髪結いはしていたようですけど」

　髪結いをするくらいなら更衣くらい手伝っているものだと思っていた。

「確かに結ってもらっていたが、終始、水蓮の監視がついていたぞ」

「そうなんですか？」

「ああ、後ろからぐさっと一突きされないようにだな」

「ま……」

「まさか」と言おうとして、止まる。お嬢様欠乏症に陥った燕燕なら、やらぬとは言い切れぬかもしれない。

「水蓮は過保護だ。部屋で二人きりにすることもなかったぞ」

　でも、今現在、壬氏と猫猫は部屋に二人きりだ。

「……」

「水蓮はおまえを買っているぞ」

「買われても仕方ないのですけど」

　猫猫としては利点がない。水蓮が猫猫を買っていて、何か良いことがあるというのだろうか。

　飲み終わった湯呑を持っていこうとすると、ぐいっと壬氏に手首を掴つかまれる。

「いつもはぐらかそうとする」

「さあ、なんのことでしょう？」

　このまま、部屋にいるのは危ない、さっさと引き上げたいが壬氏が手を離さない。

「水蓮に急かされた。さっさと、妃を娶めとればいいと。仕事が減ると」

「そうなんですね」

　あくまで他人事として扱う。

　だが、それが壬氏のご機嫌を損ねることになる。

「俺が言いたいことの意味がわかっていて、どうして何もなかったように振る舞える？　そんなに関わりたくないのか？」

「は……」

　言いかけて、口を塞ぐがもう遅い。

「今、即答しようとしなかったか？」

「お気になさらず」

　壬氏の目が半眼になる。目の下にうっすらくまができている。

（私の相手などせずに、すぐ眠ってしまえばいいのに）

　疲れているのだ、さっさと寝ろと言いたい。

　でも、壬氏の口は動く。

「これだから羅門殿も苦労する。軍師殿の気持ちもわからなくもない」

「……」

　かちんときた。

　壬氏も疲れていたのだろう。愚痴を漏らすこともできないので、いろいろ鬱うっ憤ぷんがたまっている上で睡眠不足だ。

　普段ならもっと気を付けて口に出すことはなかっただろう。その禁句を口にしてしまった。

　しかし、軍師のこともだが、今の猫猫は『羅門』という名前のほうが響いた。

　今日は、珍しく猫猫は羅門に反感を持っていた。そこで、壬氏に口にされたのだ。

　壬氏だけでなく、猫猫も連日、疲れていたのかもしれない。

　つい爆発してしまった。

「壬氏さま。壬氏さまは私のことを、言葉足らずだとよく言いますが、壬氏さまも他人のことは言えますか？　いつも、私に対して、『読み取れ』としか言えないような言動ばかりしているじゃないですか？　はあ？　読み取れ？　雰囲気で感じろ？　ああ、思い出しました。よくいる妓ぎ楼ろうの客人にそっくりです。言葉で語らず、『俺の背中を見ろ、わかるだろ』と言わんばかりの。好いた女にまっすぐに伝えられない。女とはいい雰囲気になったと思ったところで安心して文も何もよこさない。結果、横から鳶とんびにかっさらわれてしまった情けない男を思い出します。それを振られた後に、妓楼にやってきては酒とともに、妓ぎ女じょに愚痴るのですよ。なら、最初からまっすぐ相手に伝えれば良かったんです。はっきりきっぱり、相手を不安にさせないくらいしっかり言えばいいんですよ」

　猫猫が一息に言う。珍しい。猫猫も自分の口からこんなに一度に言葉が出るものなのだと驚いてしまった。

　壬氏も驚いていたが、表情はすぐさま変わる。寝台から立ち上がって、猫猫を見下ろす。

（し、しまった）

　どうしようか、売り言葉に買い言葉。まさにその状況だろうか。

「まっすぐしっかり言えばいいのか？　言ったら、おまえはまともに俺の話を聞くっていうのか？　聞いたぞ、本当だな！　絶対だ！　今から言うからな。ちゃんと耳を抑えず聞いておけ！」

　壬氏はすかさず耳を抑えようとする猫猫の両手を掴つかむ。

　壬氏は、一呼吸置く。何か照れくさそうな顔をしながら猫猫を見る。

「おま、いや、猫猫！　よく聞いておけ！　俺は、おまえを妻にする」

　言われた。言われてしまった。

　猫猫にとって死刑通告ともいえる言葉を言われた。

　今までの壬氏の曖あい昧まいな言動は、いわば猫猫に対する優しさの表れだった。言葉ではっきり言ったら、壬氏と猫猫の立場では命令になる。猫猫はそれに逆らう術を持たない。

　壬氏の顔がほんのり赤らんでいるのに対して、猫猫の顔はやや青ざめていた。

「ここに仙人がいて、時を戻してくれないものか」

「おい、頭の中がだだ漏れになっているぞ」

　照れくさいようで少し目をそらすが、両手首はまだ離してくれない。なんとも言えない空気が流れる。

「……とは言え」

　壬氏がふうっと息を吐く。

「今の状況では、前におまえが言ったように、弊害が残る。それでは、本意じゃないだろう」

　火ほ照てりを抑えるように壬氏は寝台の前の水差しを口にする。

「必ず納得するだけの状況にしてやる、覚悟していろ」

　壬氏はそれだけ言うと、寝台に潜り込んでしまった。

「おまえの恐れているような状況には絶対にしない」

　寝息が聞こえてくる。

（私が恐れていること）

　猫猫は玉ギョク葉ヨウ后の顔を思い出す。

（壬氏さまは知らないだろう）

　壬氏の本当の出生の秘密を。

（玉葉さまはどうだろうか？）

　それに主上の壬氏に対する本意は。

　阿アー多ドゥオについては。

（知りすぎることはよくない）

　壬氏は本当のことを知ってなおかつ、猫猫が納得できる手段を選べるのだろうか。猫猫だけではいけない。周りを黙らせるだけの状況を作り出せるのか。

（そんなの無理だろう）

　誰もが納得できる世界を作るのは難しい。上の立場につけばつくほど、それはより困難になる。

　猫猫は首を振りながら部屋を出ようとした。部屋の入口に、微笑ましい顔をした水蓮がいた。なぜかぐっと親指を立てている。

　猫猫はばあやを睨にらみながら横を通り過ぎるしかなかった。










十九話　真実の真実







　それから数日、壬ジン氏シからは何もなく時間が過ぎていった。

　猫マオ猫マオは自分の言葉が絶対とは考えていない。だが、あのときおやじに反発して語ったことは間違いではないと思っている。

　しかし、巫女みこ毒殺未遂事件は容疑者が愛アイ凛リーンのまま、話が進んでいった。

　愛凛を問い詰めたら自白したとあった。理由については、好きでこの国に来たくなかったが、来る羽目になった。要因の一つである巫女には恨みがあったと。元々、巫女候補として巫女になるべく育てられた。しかし、その機会はずっと巫女の座に居座り続ける人物によってなくなった。

　巫女と茘リーという国への不満を交えて自白するのであれば、もうやけっぱちになったとしか思えない。

（帝への不満も入れると印象最悪だ）

　浅はかな異国の女が、恨みで巫女を襲ったとしている。

　したほうが、都合がいい。

「ふざけるな……」

　猫猫は報告しにきた羅ラ半ハンに思わず吐き捨てていた。使いで済ませるような話ではないため、猫猫を呼び出し、直接話をしている。わざわざ薬のお使いに見せかけて呼び出された。

「僕に言われても困る」

　羅半は、胃薬を飲みながら言った。こんな奴でも胃を痛めることがあるのかと猫猫は今更ながら思う。

「僕だっておかしいと思うさ。だって、巫女を慕っていた話は聞いていたんだぞ。なのに、今更、恨んでいたなんて」

　首を横に振りつつ、深いため息をついた。

「そういえば、あの姚ヤオとかいう官女はどうだ？」

　話を持ってきた手前、羅半も姚に罪悪感はあるのだろう。

「たぶん、もう大丈夫だろうけど、後遺症があるかもしれない」

　おやじと燕エン燕エンの看病でだいぶ良くなった。ただ、まだ完全回復までは至らず、「毒を知らずに食べるなんて」と落ち込んでいた。毒どく茸きのこは案外美味しいのでわからなくて当然だ、と猫猫は言おうとしたが、おやじにやんわりと止められた。慰めにならず逆効果になるらしい。

　猫猫は一日一回、巫女みこのもとへ容態を診に行っているのだが、正直、うまく表情を隠せているかわからない。

　巫女が仮病を使っているのであれば、猫猫が容態を聞く必要もないし、何より愛凛に罪をかぶせた共犯になる。

　巫女と面会する時間はあるのに、それを問い詰めることができないのが悔しい。

　なにより猫猫が言ったのはあくまで推測であり、はっきりした証拠がない。もし、愛凛を陥れるためにわざわざ、外遊をするとすればどんな弱みを握られているのだろうか。あまりに弊害リスクが大きすぎる。

「巫女のどんな弱みを握っていたのかな、あの女は……」

「僕はてっきり良好な関係とばかり思っていたのに。確かに弱みを握ろうとしたけどね。巫女に対して悪い印象を持っているどころか、尊敬しているように見えたさ」

　羅半は卓テーブルに肘ひじをつきつつ、水を飲む。猫猫が思い出したかのように「何か食べた後でないと胃が荒れるぞ」と言ったら、不服な顔をして棚から点心おやつを取りだした。芋いも餡あんの入った饅頭で猫猫が「肉餡はないのか」と聞いたら、「ない」と言われた。つまらない。

　仕方なく、勝手に芋餡の饅頭を奪いながら話を続ける。

「良好なら、こんなことにならないだろ」

「少なくとも、愛凛妃は巫女を慕っていたはずだ。でなければ、あんな供述はしないだろ？　仮に冤えん罪ざいだったとしたら」

「……それはそうだな」

「弁明があるならちゃんと聞くと言っているのに、あからさまに自暴自棄になって……。かなりの役者だね」

　羅半は愛凛の冤罪を信じているようだ。

　巫女を悪しざまに言いながら自白しているというが、裏を返せば自分で罪を被ることになる。

「愛凛に巫女との関係について、どこまで聞いた？」

「前に言ったとおりだよ。次代の巫女候補として愛凛殿は巫女のもとで五年ほど行儀見習いをしていたとさ。見習いは今でも月のものが始まり、巫女としての資格がなくなるまで同じ宮に住むそうだよ。本来なら、巫女の宮を出て行った時点で、結婚が決まっていた。でも、愛凛妃は嫌で仕方なかった。なので、従姉妹とともに実力主義の祖父に保護を求めた。巫女から習った知識は大いに役に立ったようだよ」

　その流れで、特使になったのだろうか。女だてらに異国にやってくると思ったら、やはりいろいろ苦労しているようだ。

　巫女見習いのときに赤子の存在を知っていた、もしくは感づいていたとして──。

「普通ならもっと早く暴こうとするものじゃないのか？」

「何がだ？」

「赤子だよ、巫女みこの経産婦疑惑だ」

　弱みを握るのではなく、ただ、純粋に気になって調べようとしないものか。

「巫女見習いの当時からおかしいと思っていたら、今更暴こうと考えるほうが不自然だろ？」

「確かに」

　羅半は美女に弱いのだろうか、少し思考回路が鈍っているようだ。眼鏡をくいっと上げて考え込む。

「じゃあ、こう考えればいいか？」

　羅半は腕を組み、目を瞑つぶる。

「実は子持ちかどうか調べるのは口実だった」

「そう来たか」

　羅半はぼけているところがあるが、頭は良い。思考さえ切り替えると、理解が早い。

「それをはったりに裏でもっと大きなことを隠していた。今の事態に陥っているのがそれが原因だと」

「言われたら辻つじ褄つまが合わなくもない」

　問題は何を隠しているかだ。

　猫猫と羅半は唸うなる。

「ここにおやじがいれば」

「大叔父なら確かに何か知っていそうだなあ。知っていても、話そうとはしないかもしれないけどね」

　ずっと何か引っかかっている顔をしていた。猫猫が気付かぬ何かを知っているのだろうか。予測はついているが、あくまで予測なので口に出さないだけなのかもしれない。

　また、もやもやしてしまう。

「巫女も直接、大叔父上が診たらなにかわかったかもしれないのに」

「未熟者で悪かったね」

　猫猫が厭いや味みったらしく返した。でも、猫猫も思う。いくら男でも宦かん官がんなら触れてもよさそうなのに。

「……」

「どうした？」

「宦官」

　猫猫は額をおさえた。ちらばっていた答えの欠片かけらがまだたくさん残っている。それを思い出す。

　猫猫は懐の記帳メモを取り出す。記帳には巫女の問診をした際、書き留めたものがある。他に、食事会のとき、燕エン燕エンに書き留めてもらった文も挟んでいる。

「これは？」

「巫女みこがよく食べている食材。婦人病に効く、つまり女の気を高めるもので、これがその効用」

　医官のじいさんが昔飲んでいたという薬の材料でもある。不味かったから嫌な顔をしていると最初思っていたが、効用を見て苦笑いするしかないことが書かれていた。

「……猫猫、おまえが服用したほうがいいんじゃないのか」

　効用を見て、からかうように羅半が言った。

「はい、次な次。宦かん官がんの特徴言ってみろ」

「兄さまの扱い雑だな。はいはい、わかりました、言いますよ。男の気がそがれ、毛が薄くなり、声が高くなるかな」

「他に、年を取ると太りやすくなり、その後、一気に老け込む。おやじ見ればわかると思うけど。他にある特徴がある」

　どんなものだ、と興味深そうに羅半が見る。

「男としての成長が始まる前に去勢すると、声変わりはせず、体毛も生えてこない。そして、成長に関わる男の気がないため、手足がやたら長くなるわけだ」

「僕は巫女のことをまじまじと見たことはないんだけど、もしかして──」

「女にしては長身、手足は長く、ここ数年で太り始めた。女の気が減ることによってかかる病も、宦官なら似たような症状の病気がある」

　特徴としては当てはまる。

「おい、ちょっと待て。さすがにおまえでも宦官と女性の区別はつくだろ。上半身くらいは確認したのだろうし、ってそれはもしかして！」

　先ほどの薬の効用を思い出したらしい。

「ええ、胸はちゃんとあったね」

　猫猫は厭いや味みったらしく、先ほどの記帳メモを取り出す。燕燕にもらった文には薬の効用が書かれている。その中に雪蛤ハスモも書いてあった。

『雪蛤　美肌、美容によい。栄養価が高く滋養強壮に良い。ただし、食べ過ぎると胸部が肥大する』

　燕燕が姚ヤオに食べさせていた食材。姚の発育がいいわけだ。育てたと燕燕が誇っていたのを思い出す。

　老医官が苦笑いした理由もこれかもしれない。食べ過ぎたら、男なのに胸が膨らんだなんて冗談にならない。

「まず男女の違いを見るには胸を確かめるからな。へその位置で気付けばよかったが」

　ふくよかだったので、怪しく思っても気付きづらかっただろう。男女の裸をよく知っている猫猫でさえこれなのだから、姚や燕燕も疑わなかったのは当然と言えよう。

　宦かん官がんですら近づけなかった理由は、むしろ宦官のほうがより身体的特徴が近い。ばれることを恐れたためだ。

　最初から仕組まれたことだった。

『巫女みこが経産婦かどうか調べる』

　この時点で、巫女が去勢された男だと考えなかった。

（しまった）

　完全に騙だまされていた。おやじが微妙な顔をしていたのも、猫猫から聞いた巫女の身体的特徴からその可能性も示唆していたのだろう。きっと直接、巫女を診ていれば発言しただろうに。

「つまり、これが、巫女が隠し通しておきたかった秘密だとすれば」

　どうしようもない弱点になる。

「いや、でも待て。たとえそうだとしても、今更他国の妃になった女を口封じに来るか？　ここまで手の込んだやり方をして」

「そこなんだけど」

　巫女が女ではなかった。その仮定が通るなら、他のことも翻るのではないだろうか。

　巫女が罪を擦なすり付けた、いやむしろ愛凛が罪を被ろうとしたら。そうなると、罪を被る理由がわからない。罪を被ってもらって得をするのはむしろ茘リーの国だ。

「……もし、巫女をうちの国の住人が殺したとすればどうなる？」

「一応、国の顔だ。下手をすれば戦になるだろうな。今、愛凛殿が自供してくれるのはありがたいに違いない」

「じゃあ、愛凛なら問題ないわけか」

「そうでもないが、戦とまではならないだろう。ただ、砂シャ欧オウに対して、我が国は下した手てに出る羽目になるだろうけど」

　戦にならず、隣の大国に対して大きな顔ができる。

　頭がこんがらがってくるが、落ち着いて話をまとめなくてはいけない。巫女の性別について考えてみよう。

「巫女が砂欧で男とばれた場合、どうなる？」

「この国で主上がもし女性だったらどうなる？」

　質問で質問を返された。愚問だった。まず前提からありえないと言っていい。茘では今まで一度も女帝は出ていない。そうだ、先帝の母君である『女帝』はあくまで通称に過ぎず、肩書は皇太后であった。

　性別を偽って即位しているのであれば、本人の処罰のみならず国の威信さえ揺らいでしまう事態になる。

「砂欧の場合、政は巫女と王、二つの柱がある。それが一本になるのなら、愉快な人は愉快に違いない。たとえ、次の巫女が決まったとしても、威信は地に落ちてしまう。せっかく白子アルビノの巫女の時代に作ってきたものは完全に崩れてしまうだろう」

　今の巫女が即位している期間は長い。おかげで、砂欧では女も強い意見が言えるようになっている。だが、その巫女が男だとばれたら、根本から崩されてしまう。

　巫女に教育を受けさせてもらったことで、不本意な結婚を回避し、女でありながら特使にまでなった愛凛はどう思うだろうか。

「巫女の敵側、たとえば王もしくは王の関係者がそれを嗅かぎつけたとしたら。巫女は遅かれ早かれ暴かれる立場にあった。ゆえに、本来やらぬはずの外遊に出た」

　猫猫が確認するように口にする。

「外遊に来た理由は、王たちに自分の正体がばれないよう──」

　もうばれないような場所に、手の届かない場所にいるために。証拠を残さないために。

　猫猫は額を抑える。いや、まさか、これはあり得るだろうか、と歯ぎしりしてしまう。けれど、今までの行動を考えると、これがしっくりくる。

「自殺するために」

　猫猫は、恐ろしい推測を口にしてしまった。










二十話　茸粥







　風がじんわり湿っている。気温は慣れた気候よりずっと涼しいはずなのに、肌に張り付く感覚は慣れない。ただ、日差しが弱いのだけは、建物の中でもわかる。いつもの生活より少しだけ散歩の時間が長い、それが嬉しい。

　ここ何なん月つきかの間、自分はどれほど冒険をしたのだろうかと思った。ずっと屋敷にこもり、ただひたすら崇拝されるだけの生活。誰かに敬われることは慣れたことであり、当たり前であり、同時に退屈すぎた。それを望む者がいればいつでも明け渡す準備はできていた。なのに、己自身の存在のせいでその機会を奪うばかりだった。

『巫女みこ』と呼ばれ続けて、己の本来の名すら忘れてしまった。もし、座を明け渡していたら、どう名前をつけようかと困るところだっただろう。

　ようやく終わる。

　ただ緩慢ともいえる時間を過ごす。この時間こそが最後の猶ゆう予よなのだと思う。

　帳が幾重にも張られた部屋の中、衣擦れの音がした。何かと思えば、娘が一人顔を半分出してこちらを窺うかがっている。娘の名はジャズグル、『春の花』を意味する。一年ほど前に連れてこられた娘で、生まれつき声が出ないらしい。

　どういう経緯で、こちらにやってきたかなんてものを聞くのは野暮であろう。見た目は愛らしく整っているが、手足は細く栄養が足りないことは見てわかった。文字が読めないと聞いたが、耳は聞こえるのでこちらの話はわかる。知識がないことは逆に好都合だった。

　巫女みこが手招きをするとジャズグルは嬉しそうに近づいてくる。今日、客人はいない。ここ数日、病の床にふせっていてジャズグルの相手をすることはなかった。かまってあげなくてはいけない。

　嬉しそうにやってくる娘に、巫女は微笑みかける。巫女はそっと寝台から降りると、部屋の脇に置いた道具を持ってくる。中には塗料が入っている。赤い塗料を指の先ですくうと、額に塗ってやる。すでに描かれた刺青いれずみを強調するように縁どっていく。ジャズグルは、楽しそうにただなすがままにされる。

　他人と会話しないからだろうか、学がないからだろうか、見た目よりもいくらか子どもっぽく見える。

　赤く塗った顔を作ると、巫女は羊皮紙を出した。机に染料を並べて、ジャズグルに水鳥の羽を渡す。

「今日はどんな夢を見た？」

　巫女が聞くとジャズグルは、不器用な手つきで絵を描き始める。声も文字もなく、伝える手段は拙い絵だ。

　絵を描き始めると熱心になる。ただ、ずっと巫女の部屋にいるわけにはいかない。もうすぐ食事の時間だ。

「部屋に戻りなさい」

　紙と染料をまとめてジャズグルに渡す。羊皮紙がかさばるため、ジャズグルは受け止めきれずに何枚か落とす。紙を拾いながら上目遣いでまだ一緒にいたいと巫女を見ていたがしかたない。いつもより、丁寧に頭を撫なでる。

「いつまでも一緒にいられるわけじゃないの。一人でお絵かきはできるね」

　こくりと頷うなずくのを見て、巫女は笑みを浮かべる。

　ジャズグルが出て行ってからしばらくすると、浅黒い肌の付き人がやってくる。巫女は『巫ふ覡げき』と呼んでいる。巫覡、意味は『巫女』と同じようなものだ。彼女もまた巫女と同じく名前を忘れられた者だろう。先代の巫覡からあとを継ぎ、もう二十年近く巫女の傍にいる。

『巫女』とは本来は『神み子こ』のことだよ。

　先代の巫覡が言ったことを思い出す。『神子』に仕えるのであれば『巫覡』と呼ぶのにふさわしい。神の声を聞くのが巫ふの仕事なのだから。




『神み子こ』がいつしか『巫女みこ』と呼ばれるようになった。選ばれる者が女しかいなかったせいか、女しかいなくなったせいか、どちらだろうか。

　巫女もまた自分が『巫女』としてふさわしいのだと思っていた。

　幼い頃に先代の巫ふ覡げきによって見出された。物心がつく前に、引き取られずっと宮の奥で育った。

　特別だと言われた。白い髪に白い肌に赤い目。色が欠けているからこそ、神の声が聞こえるのだと言われた。

　一挙一動が占いとなり、それを巫覡が読み取るのだ。

　白い巫女の占いは当たる。王ですら頭が上がらぬ唯一の人物、いや人として扱っていいのだろうか、神として宮の奥に座っていた。

　巫女に学は必要ない。その存在こそが至高であるはずだ。代々の巫覡は巫女に学を教えることはなかった。しかし、巫女を育ててきた巫覡は変わり種だったのだろう。巫女に書を与え、文字を教えた。

　それでも、世間知らずだったことには違いない。

『巫女』は初潮とともに、やめなくてはならない。『巫女』でなくなるとどうなるのだろうか。想像がつかないまま、十を過ぎ、十五を過ぎた。

　初潮には個体差があり、歴代の『巫女』の中にも来なかった者がいると聞いた。なので、珍しくもない、ただ『巫女』を続ければいいと思った。ただ、自分の肉体に初潮が来ないこと以外にも違う点があることに気付かずにはいられなかった。

　女らしい成長はまったくなかった。乳房が膨れることもなくただ、身長と手足だけがのびた。いくら世間知らずでも男女の違いくらいわかる。巫覡に聞くと、「あなたは特別ですよ」と言われた。言われたが、それから慣れぬ食材を食べさせられるようになった。胸は膨らんだが初潮は来ないままだった。

　何も知らないまま、わからないまま月日が経つ。巫女としての知名度が上がったのか、占いを求める者は増える。巫女は占いのときは好きなように振る舞え、ただ声を発してはいけないと言われた。代弁はすべて巫覡がやった。

　その巫覡も巫女が二十歳を過ぎた頃に体を壊した。寿命だったが、人の死を見たことがない巫女にはよく理解できなかった。弱る巫覡の代わりに今の巫覡が来た。巫覡の孫だった。

　老いた巫覡は巫女に言った。巫女にはなぜ、初潮が来ないのか、女らしくない体つきなのか。

　巫女が生まれたのは、小さな村だった。砂の大地が多い砂シャ欧オウの中で豊かな緑を持った特別な場所だ。引退した『巫女』の行き場として用意された村で、村人の多くに歴代の『巫女』の血が流れていた。

　過去に白い『巫女みこ』もいたのだろう。巫女はそこで生を受けた。

　男として。

　なんの冗談かと思った。笑えない、なにかからかっているのかと思った。

　しかし、巫ふ覡げきはかすれた声で話を続けた。

　当時の王は粗雑な王だった。交易の中間として栄えている砂欧で、他所に戦を仕掛けるなどとふざけたことを言った。臣下はなんとかなだめようとしたが、思い込みの激しい若い王は聞く耳を持たなかった。

　王を制することができるのはもう一つの柱である『巫女』だ。しかし、当時の『巫女』の求心力はそれほど高くなく、もうすぐ引退する年齢に達していた。

　新しく『巫女』が誕生すると王と面会する。白い、特別な『巫女』ならなおさら意味が深い。

　巫覡は莫ば迦かな王を廃するために巫女を利用した。巫女を男でないものとした。雄の子山羊にやるのと同じように、巫女を去勢したのだった。

　巫女は女にされ、王に面会する。赤子がぐずるのは珍しいことでもなく、慣れない雰囲気に巫女は泣いたという。巫覡はそれを理由に「王にふさわしくない」と占いの結果を口にした。

　己の人生をすべて否定されたかのような告白だった。『巫女』として二十年以上生きていたのに、何もかもが嘘うそだった瞬間だった。

　王を廃するために用意された駒、ただそれだけなのに、自分は特別だと信じてずっと生きてきた。

　息を引き取る巫覡を罵ば倒とうしてやりたかった。でも、罵倒の言葉も知らぬほど巫女は無知だった。多少の知識では意味がなかった。そのなけなしの知識さえ、巫覡が自責の念から逃げるために巫女に与えたものだったのだろう。

　先代巫覡の死とともに、巫女は療養という目的で、生まれた村に近い場所に移り住んだ。先代巫覡は優秀だった。巫女という傀かい儡らいを十二分に動かし、政まつりごとを安定させていた。孫の巫覡も優秀だが、経験が乏しかった。慣れるまで、逃げるようにと言ったほうが正しいのかもしれない。

　事実、巫覡の交代とともに、『巫女』も交代するようにと無言の催促が行われた。見習いとして良家の子女が何人も巫女のもとにやってきた。その中に、愛アイ凛リーンと姶アイ良ラもいた。どちらも優秀だった。先代の巫覡がしてくれたように、彼女らに教育を受けさせた。騙だましていることに対する贖しょく罪ざいだったかもしれない。ただ、彼女らの未来の可能性を広げる手段にはなった。

『巫女』の座などいつでも渡していいと思ったのに、すがりつくより他なかった。『巫女』になるために作られた存在、名前さえ忘れられた存在なのだから。

　愛凛は巫女みこに懐いてくれたが、多くの巫女見習いは巫女のことが邪魔で仕方なかっただろう。姶良は巫女を敵視した一人だった。双子のように似た二人だが、性格は違っていた。

　いつまでも療養を続けているわけにはいかないと思った頃だった。巫女が生まれた村から使いがやってきた。白い産着に包まれた赤子を連れて。その赤子は血管が透けるほど白い肌をしていた。




「巫女さま」

　聞きなれた声に巫女は驚いてしまう。目の前には、巫ふ覡げきがいた。つい昔のことを思い出してふけってしまった。

「……本当によろしいのですか？」

　目の前には雑炊が置いてある。そうだ、食事の準備をしてもらっていた。

「これ以上、遅くなるとおかしいだろう」

「……」

　巫覡の顔は暗い。何もかもわかってくれたつもりだが、どうしてそんな顔をする。ぎゅっと拳を握り、目を合わせないように俯うつむく。

「食事は一人で取る。なので、あちらへ行ってくれ」

　笑う、笑うしかない。

「おまえならあとは任せられる」

　匙をゆっくり口に運ぼうとしたが、なんだか外が騒がしいことに気付いた。

　眉間にしわを寄せて巫覡と顔を見合わせると、扉が大きく開かれた。

『失礼します！』

　茘リーの言葉で大胆に現れたのは小柄な女だった。医官付の官女で、何度も往診に来ていた。確か今日は来ないはずだったのに。

「ぶ、無礼です！」

　巫覡が立ちはだかるが、官女はひょいとすり抜けて巫女の前に来た。警備はどうなっているか。

「無礼ない。私の仕事、これ！」

　今度は砂シャ欧オウの言葉に切り替えて娘が言った。片言だ。

　何のことを言っているのかと呆気に取られているうちに匙を奪われた。

　そして、粥かゆを口にするとごくんと飲み込んだ。

　巫女と巫覡は真っ青になる。

　官女はにんまりと笑い、目を細めたまま巫女を見る。

「おいしい。茸きのこ粥がゆ」

　勝ち誇った顔で官女は言った。










二十一話　巫女の告白







　猫マオ猫マオはもう一口と、匙を伸ばした。しかし、美味しい茸きのこ粥がゆは巫女の付き人によって奪われる。

「な、なにをするんですカ！」

「何をと言われましても、毒見です」

　向こうがこちらの言葉に切り替えてきた。猫猫の砂シャ欧オウ語はやはり上手くなかったらしい。こちらのほうがありがたい。

「そちらの粥かゆをください。まだ、毒見は終わっていません。それとも、その残りの粥を巫女みこさまに食べてもらうつもりなのですか？」

「……」

　付き人が黙っているのをいいことに猫猫はさらに続ける。

「本当ならそんなわけありませんけど、なかなか貴重ではないのですか？　証拠を残さないように手に入れる毒物というのは」

「なにを根拠に」

　付き人は一瞬顔をひきつらせたが、すぐに落ち着いた表情に戻す。あれだけ手の込んだことを考える人たちというのは面の皮も厚い。巫女みこも何食わぬ顔をしている。

（そうだろうな）

　ここで簡単に白状してくれたらどんなに簡単なことか。

「ではしばらくお待ちいただけますか？　今、食べた粥が毒であれば、私に毒の症状が出るはずです。たった一口では毒も効くかわかりませんので、残りをください」

　手を伸ばす猫猫。付き人は粥を渡そうとしない。

「今の一口では、せいぜい茸きのこが一かけらしか入っていませんでした。致死量には届きません。渡してください」

「莫ば迦かを言わないデ。毒というなら吐き出しなさイ」

「いいえ、吐き出しません」

　猫猫は懐から記帳メモを取り出す。

「それハ？」

「巫女さまの毒見を行っていた姚ヤオという官女の手記です。勉強熱心な娘で、毒見の際、変な匂いがしたら食べないようにと教えていました。仮に愛アイ凛リーン妃が毒として盛ったにしても、抹まっ香こうなら匂いで気づくはずです。経験は未熟ですが、初歩的なことを間違えるような娘ではありません」

　そして、手記には食事会前数日のことが事細かに書いてある。

「巫女さまの食事についてもどんなものを食べていたかちゃんと書いていました。食事会の前、朝食にはこれと同じと思われる粥かゆが出ているようで」

　記帳には『朝　雑炊茸きのこ入り』と書いてある。

「毒の効き目はちゃんと計算したんでしょうね。食事会の終わったあとにうまく体調を崩すようにと。そして、さすがに多少の罪悪感はあったのでしょうか？　適切に処置すれば、助かる毒の量でした」

　今は落ち着いている。内臓に後遺症が残るかどうかは心配だが命を落とす心配はなくなったらしい。燕エン燕エンも一安心しているだろう。

「さっきから、わけのわからないことを言わないでくださイ。すでに犯人は自白しているはずでしょう？」

「ええ、自白しています。犯人が見つかり処分が決まったと連絡があったのは、今日でしょうか？　ゆえに安心して、自殺することができる」

　犯人を愛アイ凛リーンにしなくてはいけない以上、有罪が確定してから自殺する必要があった。毒が二段階で効くものを選んだのはそれが理由だろうか。加えて、愛凛が犯人と確定すれば、巫女のその後の死についてはうやむやにされる可能性が高い。下手に真犯人を見つけることはかえって双方の立場から困ることになる。

　冷静に猫猫を見る二人。

（ここでいきなり口封じされるとかないよな）

　羅ラ半ハンは巫女みこの離宮で待機している。使いにおやじを呼びに行かせているのですぐやってくると思われる。

（口封じは難しいけど、ここで暴かれるのはもっと困るのだろう）

　わかっている。それが猫猫にとっても得になることとはいえない。今まで脅おどすような言い方をしたのは、別に罪を暴くためではなく、いかに猫猫の話を聞いてもらうかの布石だ。

「巫女さま。愛凛妃とは既知の仲のようですね」

「……ええ、過去に巫女候補としテ」

　巫女が口を開いた。どこか寂し気な顔をする。

（やはり）

　愛凛は巫女のことを庇かばっていた。巫女が一方的に罪を押し付けていたのであれば、そんな反応をするだろうか。むしろ、この巫女たちのことだから、最初から愛凛が後宮入りすること自体も計算に入っていたのではなかろうか。

「彼女はこのままであれば、絞首刑になりますよ」

　ぴくりと巫女が動く。付き人に比べて巫女のほうが役者としては大根のようだ。揺り動かすなら巫女を狙うほうが良かろう。

「砂シャ欧オウはどうかわかりませんが、この国では暗殺はもとより暗殺未遂もまた死刑と決まっています。あなたのために命を張る人をそのまま見殺しにするというのですね」

　二人は無言のままだ。

「愛凛妃を見殺しにするのですか？　彼女の将来を考えて、しっかり教育まで受けさせたのに。それを自ら摘み取ろうというのですか？」

　猫猫ははっきり言った。異国の二人は動かない。

（やっぱ無理か）

　猫猫は、次はどう言いくるめるか考えていると、巫女が寝台の上で首を下げた。嗚お咽えつのようなものが聞こえてくる。

「み、巫女さま」

「……ドウシタライイノデスカ？」

　漏れ出た声に威厳はなく、どこかすがるような儚はかないものだった。

『生まれたときから、生き方を捻ねじ曲げられ、ただその流れに逆らわぬように生きてきました。私にはただ巫女という立場しかなかった。なので、最後まで立派な巫女として生きようと思ったのに』

　気が付けば砂欧語になっていた。猫猫は必死に聞き取る。

「巫女みこさま！」

　付き人が巫女を揺さぶるが巫女は独白を続ける。

　片言の茘リー語と流暢な砂欧語が入り混じる。

　内容としては、猫猫の予測はそうそう間違いではなかったようだ。力をつけすぎた巫女を邪魔と思った王派によって、巫女の座から降ろされそうになっていた。降ろされるだけならまだいいが、その末に、嫁ぎ先まで決められているとなれば慌てるだろう。

「巫女トイウ存在を地に落とすことが目的なのでしょウ。私ハあの子に嫌われていたカラ。アイラに……」

（姶良……）

　もう一人の女特使。愛凛は嘘うそだけついたわけではない。真実も巧妙に混ぜていた。姶良は巫女になれなかった恨みから、白子アルビノを妬ねたんだのかもしれない。白パイ娘ニャン々ニャンを使ったことにも、合点が行く。

　巫女の正体に気付いてのことか、それとも巫女という神聖なものをただの人の嫁にすることで否定しようというのか、どちらかわからない。ただ、巫女の代替わりだけでも大きく力は削がれる。

　猫猫は巫女の正体が男とは言っていないが、話の文脈からもう気付いているのだろうという物言いだった。感情が高ぶったために口を滑らせているのかもしれないが、それをあえて指摘する気にはならなかった。

「話を持ちかけたのはアイリーンからでしタ」

　姉妹のように育った姶良の思惑に気が付いたと。それに利用されて、白娘々が使われていると。

「あの子にとって巫女とは、特別なものでしたかラ」

　付き人が言った。

　愛凛は茘リーの国事情に詳しかった。巫女が国外で亡くなった場合、その遺体は骨として返す。茘では土葬が基本で火葬は死罪になった者のみ行われるのだが、文化の違いだ。巫女は火に焼かれることで、太陽のもとへと帰るのだという。

（骨の欠片かけらなら、誰もどうこう言う人はいない。性別がわからない部位を持ち帰ればいい）

　巫女の死によって茘は砂シャ欧オウに借りができてしまう。犯人は砂欧の人間であれ、そこは間違いない。対して砂欧は邪魔な巫女が消える。それだけで、王も満足するだろうと。

「巫女さまがいなくなることで結局、同じなのではないのですか？」

「いいエ」

　巫女はそっと付き人を見る。

「私がいなくテモ次の巫女がいまス」

（そういうことか）

　巫女は初潮を迎えていない娘を立てる。付き人が帰国するとなればその頭脳ブレーンは付き人になる。

「次の巫女は私よりもずっと優秀なのでス。だから引き渡せマス」

　四十路の巫女よりも年端もいかない娘のほうが優秀だというが、根拠はあるのだろうか。猫猫は疑問に思いつつも、そこは黙っておく。

「私がいなくテモ、問題ないのでス」

　だが、巫女のこの発言には口を挟まずにいられない。

「本当にそうでしょうか？」

　猫猫は水を差すように言った。

「あくまでそれは巫女さまたちの理想の筋書きです。もし、このことを主上が知ってお怒りになったことを考えたことがありますか？」

　ここで述べられたのはあくまで砂シャ欧オウの利益のみだ。勝手に騒ぎを起こされた挙句、砂欧に借りを作ってしまう茘はまったく得しない。たとえ、巫女と愛凛が犠牲になったとしてもだ。

　国を思う巫女、だが、その憂いは他国への迷惑をかけることによって成り立つ。

「もし姚が死んでしまったらどうするつもりでしたか？」

　これだけは言いたかった。

　姚の手記を叩く。彼女の非はどこにあったのか、問いたい。

「そ、それハ」

　二人はさすがに罪悪感があるようだ。下手に弱い毒を使うわけにはいかない。巫女の死に納得がいく毒の強さを見せる必要があった。毒の効き目を調整したとはいえ、一歩間違えば死んでしまっただろう。

「我が国に不利益だけをもたらして、そのまま自分たちだけ綺き麗れいにおさまろうというのであれば、私も黙ってはいられません」

「……私が死んでもですカ？」

「死んでなんでも終わらせようとするのが気に食わないのです」

　猫猫は一番言いたかったことが言えてすっきりした。つまり、最後まで結末を見ないということじゃないのだろうか。

　ふと、虫が好きだった天てん真しん爛らん漫まんな娘を思い出す。雪の中に消えて、そのまま見つからなかった娘を。いつか彼女にあげた簪かんざしが戻ってこないか、つい出店を見ることがある。

「巫女さまが死んだあとで、砂欧が無茶な要求をしないという確証はありましたか？」

「……それは、いくつか要求を呑んでもらおうカト」

「どんな？　食糧の件ですか？」

「それもありまス。もう一つは、そちらにいるはずの白い娘を引き渡してもらおうと考えていまシタ」

「白娘々……ですか？」

　親子、なわけがないはずだ。そういえば最初から、愛凛も匂わせていた。一体、どんな関係があるのか。姶良が使っていたとしたら、砂欧の住人である可能性はあるわけだが。

「あの娘は本当なら、次の巫女として養育するはずでした」

　巫女の生まれた村で生まれ、巫女とは親類関係にあるという。血族として、やはり白子アルビノが生まれやすい家系だったようだが、それでも珍しいものだったらしい。

「あのとき、素直に空け渡していれば、今、このような事態にならなかったはずです。巫女として、その座にすがりつくしかなくなっていた私は、白い赤子を村に帰したのです」

　だが、どういうわけか、こうしてわざわざ他国を騒がせた挙句罪人になっている。

「白子がもう一人いるとなれば後々問題になる。そう思って隠して育てるように伝えました。でも──」

「利用されたと？」

「私を貶おとしめたい者、アイラが利用したと。五年ほど前に、あの娘が連れていかれたと聞きましタ」

　ただ悲しそうに顔を伏せる巫女。

　たとえ巫女にならなかったとしても、存在を隠匿された白子の娘に行く場所はない。

「……つまり、巫女さまのせいでこの国は本当に迷惑しかかけられなかったと」

「なにを！」

　猫猫のあけすけな言い方に、冷静だった付き人が怒りをあらわにする。それを制するのは巫女のほうだ。どちらかが感情的になると、もう片方が落ち着く。長年の相棒という雰囲気だ。

「本当のことですかラ」

「ええ、なら残りの人生をそちらの贖しょく罪ざいに使う気はありませんか？」

　猫猫は考えるだけ考えて他に思い浮かばなかった案を提示することにした。これがだめなら、もう仕方ない。

「一度、本当に死んでもらいましょうか」

　猫猫の言葉に二人は顔を見合わせた。










二十二話　未来の巫女







　からんからんと、陶器の壺つぼの中に骨が入れられる。両掌に乗る大きさの骨は小さな欠片かけらしか入らない。

　白い房飾りのような髪の束を添えて、絹織物で包む。

　名も知らぬ女の骨は遠い異国の地で尊ばれることになるとは夢にも思うまい。大勢の人々に見送られ、鎮魂の曲をかき鳴らされるとは思うまい。

　形だけ喪を示す、黒い帯に触れながら猫マオ猫マオはそっと場を後にした。




　巫女みこはあの後、予定通り亡くなった。検分は猫猫だけでなくおやじも立ち会うことになった。もし違う医官が立ち会うならば、猫猫は本当に一度死んでもらう薬を巫女に飲んでもらわなくてはいけなかった。

（おやじだと、誤魔化しきれないから）

　脅おどすようで悪かったけれど、おやじは人の命がかかわるとどうしても甘くなってしまう人だ。半ば共犯になってもらった。

　そして、本物の巫女と言えば……。




「こんな場所でよろしいのですか？　巫女」

　尋ねるのは壬ジン氏シだ。すでに巫女ではない彼女をどう呼べばいいのかわからないが、結局継続してそのように呼んでいる。

　もう巫女でない以上、男子禁制などということはない。

「ええ、とてモ落ち着きマス」

　帳が幾重にも張られた部屋。巫女に直射日光が当たらぬように特別に用意した。

「それは良かった。調度が気に食わないようなら取り換えようと考えていたが」

　壬氏の後ろから声をかけてくるのは、男装の麗人、阿アー多ドゥオだ。彼女の離宮は、こういう表には出られない人間の隠れ場所になっていると言ってもいい。

　阿多の住む離宮にはいまだ主上がやってくることがある。阿多は妃ではなくとも、その知恵は下手な官よりよっぽど回るからだ。もしくは、ただの酒飲み友達に戻ったのかもしれない。

　そんな場所に巫女を囲う理由は十分すぎるくらいあった。

　巫女は砂シャ欧オウ国内の巫女の立場を落としたくなかった。ゆえに、国外で命を落として肉体という証拠を抹消する気でいた。

　亡命という手はないのだろう。巫女の威厳が地に落ちる。

　巫女が死を選ぼうとしたのは、これ以上、自分にやることがないと思ったからかもしれない。

（そんなことはない）

　隣国でずっと頂に座り続けていた人物にどんな価値があるのかわかっているのだろうか。それは表舞台から降りたあとも役に立つ。

　数十年蓄積された情報は、どれだけ価値があるのだろうか。

　巫女にとって長年住んできた国を裏切るような行為だろうが、今はそんなことを言っていられないらしい。

「交換条件にはしっかり応じてくれますかな」

「ええ。人質が二人いますかラ」

　罪人として捕まえられている、白パイ娘ニャン々ニャンと愛アイ凛リーンのことだ。彼女らの罪を考えるといつ、首をはねられてもおかしくない。

「それに、シャオウに、援助を頼みまス」

　なかなか豪胆なことを言ってくれる。

「それに見合う話をしていただければ」

　壬氏もまたしたたかな笑みを浮かべる。性別を超越してしまった存在たる巫女には、通じないだろうが、この薄暗い部屋でも厭いや味みったらしく眩まぶしかった。

　政まつりごとに綺き麗れい汚いもなく、ただうまく治められるのであればこういう話も珍しくはなかろう。

　猫猫は壬氏が部屋を出て行くのに、後ろからついていく。

「ああ、ちょっと」

　巫女に呼び止められて振り返る。巫女は何やら巻物を持っていた。

「これヲ」

　壬氏にではなく、猫猫に渡してくる。何かな、と思いつつ巻物を開く。羊皮紙を丸めただけのもので、数枚重ねられてある。中にはやけに拙つたない落書きが描いてあった。

「子どもの落書き？」

　思わず口にする。

「はい」

　巫女が肯定するが、あの離宮に子どもがいただろうか、と思い起こして猫猫は目を見開いた。

（一人いたはずだ）

　あの付き人が連れていた口がきけない子どもが一人。猫猫たち三人で困りながら保護者を探していたあのじゃずぐるという娘がいたはずだ。

（そういえば離宮では見かけなかった）

　そのじゃずぐるが描いたものだとして、なんの意味があるのだろうかとじっと見ていると、「んん？」と首を傾げたくなってしまった。

　染料を使って描かれた絵は、白い服を来た人が二人いた。おそらく若い女だろうか。そして、その一人の手にはさらしのようなものが巻かれている。

「私、ですか？」

「はい」

　猫猫と姚を描いてくれたとしたら、受け取らなくてはいけないのだろう。しかし、じゃずぐると会ったときには、姚だけでなく燕燕もいた。あとあの時は、医官見習いとしての服は着ていなかったはずだ。

　はて、と首を傾げると、羊皮紙の裏に数字が書かれてある。おそらく日付のようだが、見慣れた数字ではない。

「ええっと、これは……」

「砂欧を旅立つ前に、ジャズグルが描いたものでス」

「旅立つ前？」

　いや、おかしいだろう。猫猫たちとまだ出会う前だ。なんの冗談を言っているのだろうか。

　巫女みこは珍しく少しおどけた顔をしてみせた。

「言いましたでしょウ。私がいなくても、次の巫女がちゃんとやってくれるト。あの日、ジャズグルが迷子になった日も、あの子が珍しくわがままを言って外に出かけたんですヨ。きっとあなたたちに会うためニ」

「い、いや、そんなことは……」

　猫猫は根拠がしっかりしていることしか信じない。巫女は冗談を言っているに違いないと、羊皮紙をめくる。二枚目には、巫女らしき人物とやたらきらきらした人物、すらりとした人物に加え、さっきの猫猫の落書きと同じ絵が描かれてあった。

　今、この場にいる面子そのままだ。

「……」

「もう一枚もあとでじっくりと見てくださイ」

　何を言っていいのかわからない。ただ、呆然と立ち尽くす。

「一つ言っておきますね。私にも昔あったのですヨ。砂欧の巫女は、何かが欠ける代わりに、違う力を持つと言われてイマス。私には色が欠けて、ジャズグルには声が欠けていた。私の力は、自分の正体を知ったその時から、もう消えてしまったものですけドネ」

　巫女の学習能力は高いようだ。来たばかりの時より、ずいぶん話が流りゅう暢ちょうになっている。

　呆然とする猫猫に、壬氏が戻ってきた。

「おい、何をやっている。行くぞ」

「は、はい」

　猫猫は慌ててついていくと、壬氏は不思議そうな顔をして前に進む。さっきの話は聞いていなかったのだろうか。

（一体、何なんだ。あの巫女ってやつは）

　何か理屈があるはずだ。でも、わからない。いや、待て、たまたまそういう絵を描いたのに、状況を合わせられたのではないのかと考えつつ馬車に乗り込む。

　乗り込んだところで、最後の羊皮紙を開くと、これまた首を傾げるしかなかった。

「なんだ、これは？」

「さあ？」

　そこには一本の線があり、ぐしゃぐしゃと真っ黒に塗りつぶされただけの絵があった。










終　話







　蝉せみの声は終わり蟋蟀こおろぎの声が聞こえる。

（街じゃあ、蟋蟀相撲でもやってるのか）

　蟋蟀同士を戦わせる娯楽、闘とう蟋しつだ。闘鶏と同様、金をかけることも珍しくないが、そんな市井の騒がしさとは少し離れた場所にいる。都の郊外にある屋敷の一室で、猫猫は寝台に横たわる姚ヤオを見る。姚の実家である。

「早く仕事に復帰したいんだけど」

　姚は寝間着のまま外を見る。毒見から半月以上経つ。一時は意識が混濁していたのだが、もう問題なかろう。

「早く復帰したら燕エン燕エンが喜びます」

　燕燕は仕事だ。壬氏付の任をおり、医局にて働いているがまだ上の空だろう。姚が倒れてからずっとさぼった上での解任である。ずっと看病していたかったらしいが、姚が追い出したという。

「燕燕無しでもやっていけると思ったんだけどな」

　独白じみた姚の声だ。

「別にあれは防ぎようがなかったかと思います」

「それは猫猫でもなの？」

「……」

　つい無言になってしまった。猫猫は気になる毒物はつい口にしてしまう性格である。毒ドク鶴ツル茸ダケも経験済みで、消化器官に吸収する前に吐いている。ちなみに茸きのこ粥がゆを奪った際、ちゃんと消化する前に口に指を突っ込んで吐いた。ちょっと残っていたのであとから軽い嘔吐が来たが。

（あの時も散々やり手婆ばばあに腹を殴られた）

　妓ぎ女じょの堕胎で慣れているのか、やり手婆は容赦ない。胃袋まで吐き出すかと思う位だ。

　というわけで、茸の食感や味について覚えている。茸の原形をとどめていたら気付いたかもしれない。

「やっぱ、私って未熟なのかしら？」

　前髪をかきあげる姚。毒のせいで肉がげっそり落ちているが、胸はまだまだ健在だ。

　猫猫はおやじから預かった薬湯を姚に渡す。山を越えてから自宅療養になったのだが、猫猫は屋敷を見て少し首を傾げる。

　屋敷自体は立派だが、少し物寂しい雰囲気が漂っている。猫猫を出迎えてくれた使用人も屋敷の規模に対して少なかった。

「使用人が少なくて悪いわね」

「別にそんなことは」と言い返すべきだろうが、世辞がうまく言えないのが猫猫である。

「ここはもともと別宅なの。本家は叔父さんに取られちゃったから」

「そういうことですか」

　こんな静かなところに暮らしているわけだ。姚の家柄はいいことはわかっていたが、なぜ医官付の官女になろうとしたのか、やたら向上心が高い理由がわかった気がした。

「燕燕も一度は暇を出したんだけど、戻ってきちゃったのよ。私に仕えていても出世は望めないと思うのに」

　姚の父は亡くなったらしい。遺産はあるが、家は叔父が継ぐ。茘リーでは女は男に従うのが慣習だ。叔父が家督を継いだとなれば、姚の今後は、叔父の言うがまま結婚することくらいだろう。

（仕事を覚えようとしたのも）

　気丈な彼女がその運命に抗うための一つの手段だったのかもしれない。

「燕燕ももったいないことしたわね。月の君にかなり気に入られていたみたいなのに」

「そうですね」

　なんとなく気に入られていた理由はわからなくもない。壬ジン氏シは猫猫が言うのもなんであるが、けっこう歪ゆがんでいる。かまいすぎる相手より、必要最低限の接触で終わらせようとする相手のほうが心落ち着くのだろう。

　今後、壬氏がどう行動に移すのか少し心配だが、しばらくは大丈夫だろうと猫猫は思っている。

「燕燕ならどこへ行ってもちゃんとやってくれると思ったのに」

「むしろ燕燕は姚さんのもとでこそ真価を発揮するように思えますけどね」

　発揮しすぎて困るところが怖い。特に姚の胸部など、必要な栄養素をいつも考えて育ててきたに違いない。

（ぜひ、どんなものを食べさせたのか一覧を教えてもらいたい）

　ついわきわきと手が踊る。

「ええ。だから離れようとしたのに、ほんと、駄目ね。私だけが駄目ってわけじゃないの。燕燕がどうしても私が必要だっていうのだから、仕方なくよ」

　なんというか、つんとしていてたまにでれてくるところも燕燕にとってはつぼなのだろう。もし、姚が嫁に行くときはどう反応するか楽しみだ。

「本当に仕方ないんだから」

　そういうとちらりと猫猫を見る姚。

「猫猫は何か私たちに内緒でいろんな仕事を受けているようね」

「なんのことでしょうか？」

　ここは素知らぬ振りをする。罪悪感はある。なにせ助かったとはいえ、姚に猛毒を盛った犯人を猫猫は生かす形になったのだ。そして、表向き、姚は毒見に失敗し、なおかつ要人を死なせたという汚名をかぶっている。

（いいところなしだ）

「私、本来ならこんなに丁重に扱われないと思うのよ。失敗しかしていない。でも、丁重に扱われ、今後も仕事はちゃんといただける。世の中がこんなに甘いと思うほど、子どもじゃないのよ」

「……っ」

「何も言わなくていいわ。これは私のひとりごと。猫猫はぼんやりした顔で茶でも飲んでいればいいわ」

　饒じょう舌ぜつに姚は語り続ける。

「私に処分がないだけ、周りが優しいと思っているし、それだけ私が相手にされていないことくらいわかる。ここでとやかく言うのは賢くないと思うから、こうして口にすることも大人げない証拠だけどこれくらいは言わせてほしいのよね。ええ、あくまでひとりごと」

　事件が表とは違う形で終わったということに薄々気が付いているようだ。姚以外にも怪しいと思う人間はたくさんいるだろう。ただ、何もなかったことにするのが一番賢い方法とされているわけで、皆、黙っているのだ。

「でももし、それが燕燕に知れたら、何をするかわからないわ。私が納得していても、聞かないかもしれない。だから燕燕には絶対知らせないように、気付かせないようにしてちょうだい」

　確かに燕燕なら今回のことを怪しむかもしれない。もし、毒を盛った真犯人が誰かわかり生きていることに気付けば、姚の代わりに復讐に来るかもしれない。

「私は燕燕に変なことをされて、こっちの出世まで響くのが嫌なの。いい、それだけ」

　やはりつんとしていてでれって感じだ。

　今回の事件はこれで終わり、そう上が決めた以上猫猫にとっても終わりなのである。

　下手にかきまわすのはよくないのだ。

「私は耳が悪いもので、よく聞こえませんでした。そういうことでよろしいですか？」

「あら、それは不ふ憫びんね」

　ちょっと茶目っ気を入れて姚が返す。姚はあと数日したら、元の職務に戻るとの話をして、猫猫は屋敷を出る。

　今日は休みなので、いつもと違い馬車はない。少し遠いが歩いて帰る。

　子どもが虫かごを持って走っていた。祭の騒がしさはなくなり、気だるげで落ち着いた空気が漂っているように思えた。

　街の皆は、異国の巫女が死んだことなんて、ひと時の話題にしか過ぎないのだろう。祭の余韻もなくなり、日常へと戻っている。

　猫猫はすんと冷たくなった風を鼻で吸うと、家路についた。
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